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　　　　１




　あの頃ころの話をしよう。

　季節が巡るごとに永遠を感じていたあの頃。楽らつ観かんと悲観が矛む盾じゆんなく同席していたあの頃。

　あの頃僕たちが世界と戦うのにもっとも有効な武器は愚おろかさだった。

　僕は高校二年生の男子だ。普通の高校生だと言いたいが、事情があってそう普通でもない。名前はテングサ。もちろん本名ではない。本名は柳やなぎ原はらココロだ。問題は父親がつけたこの名前だった。父の天てん之の介すけは「心太と書いてココロと呼ぶのだ」と嬉うれしそうに周囲に説明していたらしい。心太をトコロテンと読むことをまったく知らなかったのだ。母親をはじめとして、親族友人みんながそろって、それでは駄だ目めなんじゃあ、と諭さとしたのだが、父親はその名で押し通した。間違いを指摘されて意地になっていたのだと思う。そんな人間なのだ、僕の父親は。そうそう、親しん戚せきの中では父の母、僕の祖母だけがそれ──心太と書いてココロと読む──に賛さん成せいしたそうだ。まったくもってよけいなことをするものだ。

　高校に入って最初の授業。担任の教師が「柳原トコロテンか。変わった名前だなあ」と言ったとたんに、僕の名前はテングサに決まった。念のために説明すると、テングサはトコロテンの原材料だ。どうやってテングサからトコロテンを作るのかはまた次回説明しよう。

　それよりも僕の友人の話をしなければ。いや、べつにしなければならないというわけでもないのだけれど、とにかく今はここに一いつ緒しよにいるわけなのだから、身近なものから順に説明していこうかと思うのだ。

　僕の横に座ってコーヒーを不ま味ずそうにすすっているのがあっちゃんだ。本名鈴すず木きアース。しかも地球と書いてアースと読ませる。あっちゃんとは小学校からの同級生だし、インドア派の目立たない組と、共通点が多いのだけれど、何よりもこんな名前をつけた馬ば鹿か親を持ってしまった不幸を共有しているのである。

　あっちゃんは驚おどろくほどの美少年で、一緒にいると女の子が漏らす溜ため息いきを何度も聞くことになる。小学校の頃からもてもてだったけれど、中学に入るとその名前でからかわれるようになり、チキュウちゃんから子宮ちゃんに変わり、時給四百円ちゃんまで変形したあげく、最後はその四百円だけが残って、四百と呼ばれていたのである。そうなると、もうチキュウさんと病院などで呼ばれることぐらいのことは平気になってしまうものらしい。確たしかに四百よりは多少名前らしい、かもしれない。

　結局彼のことをあっちゃんと呼ぶのは僕たちだけで、周囲の人間は彼のことをヒャクと呼ぶのである。略すにもほどがあるというか、どこにも原形は残っていない。

　そして最後の一人ひとり。ぎとぎとに光った真まっ赤かなスパゲティーをゆっくりゆっくり愛いとおしそうに食べているのがサトルだ。

　我われ々われ二人ふたりの名前に比べると、ものすごくまともに聞こえるのだが、これはアダナだ。

　彼の本名は佐さ藤とう流る星き愛あである。そしてどういうわけかこの年この町ではルキアが豊作だった。何しろ全校で三十二人、二年生だけで八人いたのだ。普通は嫌いやだ、せめて子供は個性的でなければならないと考えた凡ぼん庸ような親の行き着く先がこれである。彼のクラスにも三人のルキアがいたのである。漢字はべつにして中なか田たルキア、木きの下したルキア、そして彼、佐藤ルキアである。担任は二学年が始まったとたん、出欠をとりながら言ったのである。

　間違えると面めん倒どうだから真ん中とって中田ルキアは「かたる」、木下ルキアは「したる」、で佐藤は「さとる」だ。

　とあっさり名前を決めてしまった。それ以来彼はサトルなのである。

　ヒャクとかテングサとかよりはずいぶんましだと思う。

「あのさあ」

　とサトルは真まっ赤かなナポリタンをフォークの先でつつきながら言った。ぽっちゃりとした身体からだつきに似合った、のんびりとした口く調ちようである。

「なんとなくだよ。なんとなくだけど、この中ではテングサがリーダーっていうイメージあるよね」

　僕もあっちゃんも曖あい昧まいに頷うなずいた。あっちゃんがどう思っているかは知らないが、この三人で何かする時、最初に僕が始めなければ、どうしようもないのだ。それはもう、昼飯を何にするか、とか、このタイミングでトイレに行っておくべきか、みたいなことまで、僕が意見を言わないと動かない。いや、じっとしているのならまだましだ。それぞれが勝手に勝手なことを好き放題にやり始めるのだ。絶対に団体行動のできない高校生たちなのである。

　というわけで、何かをしなければならない時は、僕が動かないとどうしようもないのは事実なのだ。

「いや、あくまでイメージだけどさ」

　サトルは僕たちの顔を見回して言った。

「テングサってさあ、ほら、この中では多少は熱ねつ血けつ漢かんというか、まあ、感情的なだけといやあ、そうなんだけどさ、とりあえずは熱あつい人間じゃん。暑苦しいとも言えるけどさ。しかもリーダーシップをとるというかさ、ある意味、みんなを振り回すっていうか、目立ちたがりっていうか、人を思うようにこきつかいたがるっていうか──」

「何が言いたいんだよ」

　ちょっと怒ったように言ってみる。でないと、延々と悪口を言い続けて、話がちっとも前に進まないからだ。前に進めても仕方ないような話ばかりであるというのも真実ではあるのだが、それはそれ。

「だからね、リーダーってのはそれでもいいよ。ほら、今日きようだって鼻を横断してバンドエイド貼はってるでしょ」

「仕方ないじゃん。おできができちゃったんだからさ」

「でもさ、たとえ鼻に何ができてもね、普通そんなベタなコロコロコミックの主役みたいな、わんぱく少年でございますよ、みたいなことしないよね。それはやっぱり自分が三人組のリーダーっていうか、そんなあたり狙ねらってるからだよね」

「違うってば」

　とりあえずは反はん論ろんしておくべきだろうと、身体からだを前に乗り出すと、

「それって、メンチョ」

　端正な顔のあっちゃんがそう言いながら、僕の顔を、さらに正せい確かくに言うのなら僕の鼻の絆ばん創そう膏こうを、びしっと指さした。

「顔の中央にできた炎症の原因菌は黄おう色しよくブドウ状球菌。それを治ち療りようもしないまま放っておくと、やがて増殖した球菌たちは頭ず蓋がいを抜け脳へと至り脳膜炎を引き起こし、そして……」

　ごくり、と僕は生なま唾つばを飲んだ。

「……そして？」

「死ぬ」

　真顔でそう言うと、じっと僕の顔を見つめた。

「もう、冗じよう談だんきついよ」

　無む理り矢や理り笑え顔がおを浮かべて、僕はその場の雰囲気を変えようとした。

「あっちゃん、それは不ふ吉きつすぎでしょ」

「そうそう、そのとおり」

　サトルは深く頷うなずいた。

「この男は本当に不吉で陰気な男なのだが」

「誰だれが陰気」

　ぼそりと陰気な声であっちゃんが言った。

　即座にサトルが言い直した。

「このクールな二枚目がね、ほら役割的に言ったらサブキャラとしてあるわけでしょ。ほら、前髪で顔が半分隠れ系の」

「ねえ、ほんとにメンチョって死ぬの？」

　悪いけれど、僕の頭の中はそれでいっぱいだ。早い話が小心者なのである。

「ふふふふ」

　あっちゃんが暗く笑う。

　美び貌ぼうの持ち主だけに不気味だ。死しに神がみってきっとこうして笑うに違いない。

「答えろよ」

　僕は詰め寄った。するとあっちゃんは、

「触ったら死ぬ。触らなくても死ぬ」

　衝しよう撃げき的てきな答えをさらりと言う。

「じゃあ、どうしても死ぬんじゃないかよ」

「間違いない」

　ものすごく真剣な顔でそう言う。

　僕はどんどん不安になってきた。

「な、なんとかしてくれよ」

「どうしようもない」

　冷酷な外げ科か医いのようにあっちゃんは答えた。

「でね、最後まで聞いてよ」

　サトルが割り込んできた。

　僕は思わず怒ど鳴なった。

「今俺おれは生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわにいるんだぞ！」

「いないよ」

　ぼそりと言ったのはあっちゃんだ。

「えっ？」

「だから冗じよう談だん」

「……って、冗談がわかりにくいんだよ！」

「信じたの？」

「信じちゃいないけどさ」

「頰ほおが赤らんでいる。信じてた。間違いなく信じてた」

「黙だまれ、悪あく魔ま！　そんなことを言うならな、言うならな」

　言いながら、幼おさな馴な染じみであるあっちゃんが大だい打だ撃げきを受けそうな恥ずかしい体たい験けんを思い出そうとした。なかなか思い出せない。それどころか、自分の恥ずかしい体験ばかり思い出す。赤らまなくていい顔がさらに赤らむ。赤らむことにまた赤らむ。

「じゃあ、まあとにかく話を進めるけどね」

　サトルは見事に空気を読まない。読めないというより、読む気がまったくないのだ。

　というわけで、唐とう突とつに話を続ける。

「男が三人いてだよ、熱ねつ血けつ漢かんとクールな二枚目がそろってさあ、じゃあ、残されたちょっと小太りな俺って、やっぱり三枚目なわけかってことなんだよね、俺が言いたいのは」

　うんうんと僕たちは頷うなずいた。

「いや、うんうんじゃなくてね、なんていうかなあ、そういうのってベタすぎるっていうか、小学校低学年的っていうか、もうちょっとキャラとしてひねりが欲しくない？」

　ないないと僕たちは首を振る。

「だからさあ、ちょっと真剣に考えてよ。たとえばよ、たとえばちょっとおデブなクールキャラとかどうよ」

「実際クールじゃないからなあ」

　すると、あっちゃんが付け加えた。

「汗かきだし」

「うっせいよ、ハンサム」

「なんだよ、その安物の刑事物みたいな呼び名。っちゅうか、なんであっちゃんもまんざらでもないって顔してるの」

「んじゃあわかった。テングサはジーパン刑事ってことで。あるいは殿下とか人妻とかがいい？」

「そんな刑事いないだろ」

　僕が言うと、即座にサトルは言い返した。

「いやあ、人妻の刑事はいるだろう」

「だからそういう意味じゃなくて」

「ギプス刑デ事カってどう」

　あっちゃんが言う。

「はあ？」

　サトルが訊きき返した。

　どう、って言われても困ってしまう。

「必ずどこか骨折していてギプスしてる刑事」

「いねえよ、そんな刑事！」

　僕とサトルがダブルでつっ込んだ、その時だった。

　からんころんとカウベルが鳴った。扉とびらが開いたのだ。

「あれ、みんな平日のこんな時間から何してんの」
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　おお、と声が漏れる。

　入ってきたのはナツメグ──夏なつ恵めぐみ。僕たちの高校を今こ年とし卒業した先せん輩ぱいだ。元ホッケー部の主将。そしておそらく全校男子生徒の憧あこがれの対象だった。彼女がここでバイトをしていなかったら、僕たちはこの『不ふ眠みん症しよう』という、わけのわからない店名をつけられた、薄うす汚よごれた喫きつ茶さ店てんにたむろなんかしなかっただろう。だって、扉にカウベルだよ。しかも窓にはステンドグラス風のシールだよ。さらに部へ屋やの隅すみには、インベーダーゲームができるテーブルがあるんだよ。一回五十円だよ。いったい西暦何年だよ。時が止まった世界だよ。ロストワールドだよ。

「今日きようは独立記念日なんですよ」

　僕がいろいろと一人ひとりで考えている間に、サトルが真顔で答えた。それが、平日の昼間に学校にも行かずここで何をしているのか、というナツメグの質問に対する答えだと気がつくのに、しばらく時間が掛かった。

「なんの独立？」

　ナツメグも真顔で尋たずねる。だから僕が慌あわてて訂正した。

「いや、あの、建国記念日です」

「馬ば鹿かじゃないの」

　吐き捨てるように言ったのはサトルだ。

「今は夏でしょうが。建国記念日は二月の祝日でしょ。そんなことも知らないの」

「独立記念日って言ったやつにそんなこと言われたくないよ」

「それは冗じよう談だんだよ、冗談」

「びっくりするぐらい真顔だったぞ」

「うっせ、はげ」

「禿はげてないだろ、どう見ても禿げてないだろ」

「じゃ、ふっさふさ」

「もう悪口だかどうだかさえわかんねぇよ」

「創立記念日」

　僕たちが激げき論ろんを交わしていると、あっちゃんがぼそりとそう言った。が、いつもほどの「ぼそり」ではない。どこかに弾んだ明るさを感じさせている。もちろんナツメグに向かって発言しているからだ。その姿はまるではにかむ死しに神がみである。

　少なくとも高校二年の男子にとって、女子の、いや魅み力りよく的てきな女子の力は絶対だと、僕はつくづく思うのだった。何物にも動じないかに見えるあっちゃんがこのざまである。些さ細さいなことに動揺する僕が、飼い主の歓かん心しんを買うために必死で尾を振る犬みたいになっても仕方ないのである。

　でナツメグである。

　にこりと天使のように微笑ほほえみ、彼女はあっちゃんの噓うそを訂正した。

「あのさあ、私立第三ボロヴィニア学園高校の創立記念日は三月の十九日。十九日はファルヴァルディーンの日だって毎月お祝いしてるでしょ」

　彼女も卒業生なのだから、創立記念日ぐらいは知っていて当然だ。我われらの母校、第三ボロヴィニア学園高校はゾロアスター教系の高校で、春分の日のあるフラワシの月──つまりは三月──のファルヴァルディーンの日である十九日が創立記念日とされている。

　でもフラワシって何？　とかファルヴァルディーンの日ってなんだ？　というような質問には答えないのでそのつもりで。

　とにかくゾロアスター教の記念日なのだ。そして今日きようは十九日ではないばかりか三月でもない。春ですらない。

「ですよね」

　僕は言った。

「またさぼってるの？」

　駄だ目めな男子を見る、諦あきらめ半分の視し線せんを向けながら、ナツメグは言った。

　うんうん、と僕たち三人は頷うなずく。駄目でいい。いや、いっそ駄目人間であるからこそ得るものもあるのではないか。「もう、駄目なんだから」と子供扱いして甘やかして欲しい。いやいや、なんなら厳きびしく個人的に指し導どうして欲しい。徹てつ底てい的てきにしつけて下さって結構である。っちゅうか、しつけ大だい歓かん迎げいである。

　などと考えていたら、サトルが唇を尖とがらせて「仕方ないでしょ。今日はこんな天気がいいんだし」と膨ふくれて見せた。子供扱いして甘やかしてもらう作戦Ａを実行したわけだが、明らかに失敗だった。ただただ痛々しいだけだった。

　だが、あきれることもなく気持ち悪がることもなく、ナツメグは笑え顔がおで言ったのだった。

「天気がいいから学校へ行くのよ。さあ、出てった出てった」

　いい人だ。

　あんなに惨みじめな馬ば鹿かを差別することなく普通に扱っているのである。

　僕もついつい甘えてしまい、「お客を追い出すなんて、横おう暴ぼうだ」と力なく抵抗してみせた。いや、もちろん先人の失敗を生かし、決して唇を尖らせたり、頰ほおを膨ふくらませたりはしていない。少なくともサトルの作戦よりは成功したはずだ。

　キャラクター的に絶対にそんなことができないあっちゃんが、悔くやしそうな顔をした、その時だった。

　またもやからんからんとカウベルが間の抜けた音を立てた。

　入ってきたのは禿はげ頭あたまの中年男だ。ものすごく目つきが悪い上に眉まゆ毛げがない。人を三人殺してきたところだと言われれば、そのまま信じてしまいそうな凶悪な顔だ。しかもその顔どおりの悪人なのだ。何しろ殺しを職しよく業ぎようにしている男なのだから、実際今三人殺してきたところなのかもしれないのだ。

　意外性の欠片かけらもないのである。

　彼の名前は小お津づゲスチエ。本物の人間ではなく、邪じや神しんの生み出した仮か想そう人じん格かくだ。要するに邪神の使者というか御み使つかいというか邪神的な天使というか、そういった存在だ。仮想人格たちは生まれると同時に己おのれの名を名乗る。人の名を模も倣ほうしたような奇妙なものが多い。人と隔かく絶ぜつした知性を持つ邪神が生み出しているのだから、発音できる名前なだけでもたいした順応である。

　彼は邪神法人ガルティモテの警けい備び課か主任をしている。

　あれ、邪神のことを説明していたっけ。

　数十年前のある日、人類は邪神と出会った。邪神は圧倒的な力を持つ知的存在だ。人類は邪神を理解し利用しようとしたけれど、失敗した。いっぱいいっぱい失敗した。笑える話と笑えない話が山のように生まれた。そして人類は、いろんなことを諦あきらめた。

　人じん智ちを超えた邪神の強大な力が科学の発展や産業の進歩を通じ人類に貢献することはなかった。ところが邪神の圧倒的な力は、個人的で些さ細さいなことには効果を現した。なくした財さい布ふを見つけたり、気に入らない上司を怪け我がさせたり、そんなこと。

　というわけで、我われ々われ人類は、未知の知的存在と無む尽じん蔵ぞうのエネルギーを目前に、成長もせず衰退もせず、ぬるく日常を生きていくこととなったのである。

　説明終わり。

　ゲスチエはゆっくりと店内を見回してから、扉とびらをさらに大きく開けた。

　揺れたカウベルが、またからんからんと鳴る。

「お入り下さい、ネチカ姐ねえさん」

　新人ドアマンのように頭を下げ、ゲスチエは一人ひとりの女を招き入れた。

　和装である。和装であるとしか言いようがない。金糸銀糸をふんだんに使った、花はな嫁よめ衣装と趣しゆ味みの悪い振ふり袖そでをミキサーに掛けたような酷ひどい代しろ物ものを着ている。着物のことを知らない西洋人が、観かん光こう客きやくから聞いた話だけで再現した着物みたいだ。着物のことなんか何も知らない僕でさえ、これは日本文化に対する侮ぶ辱じよくではないのかと思ってしまうほどだ。

　彼女は木き村むらネチカ。

　ゲスチエの上司であり師匠であり、当然仮想人格の一つだ。

「またですか」

　僕はうんざりしてそう言った。

「またなのよ」

　苺いちごゼリーのようにてらてらと光る真まっ赤かな唇を開いて、かすれる声でネチカは言った。

「もうそろそろ邪じや神しん法ほう人じんジゴ・マゴを譲ゆずる決心ができたかしら」

　僕は溜ため息いきをつく。

「だーかーらー、何度も言ってるけど、それはオヤジに言ってくれよ。僕にはなんの権限もないんだからさあ」

「まずは当人の許可が必要なの。これも何度も説明したはずだけど」

　喋しやべりながらずんずん近づいてくる。

「ほんとしつこいんだから。僕はオヤジがいいって言ったらそれで認めるよ。だから先にオヤジを説得してくれよ」

「あなたのお父とう様さまは特殊な性格をお持ちだから」

「特殊ってなんだよ」

　何がどう特殊なのか、本当はよくわかっている。しかし自分では充分わかっていても、他人に言われると腹が立つものだ。

「特殊は特殊でしょ。人の言うことをまず聞かない。聞いても八割は根本的に聞き間違えている。時々日本語をまるで理解していないんじゃないかって思うことがあるわ」

「まあ、それはそうだけどね」

　否定できないところがつらい。

「外国の人間なら、通訳を雇えばなんとかなるでしょうけど、あなたのお父様の通訳はどこにもいませんものね」

　人類と隔かく絶ぜつした知性の持ち主から生まれた人ではない存在にそんなことを言われたくはないが、それでもやはり頷うなずかざるを得ない。

「さあ、それじゃあお返事願ねがえるかしら。どう、ガルティモテの傘さん下かに入る？」

「入りません！」

「あらまあ、残念」

　ネチカは僕の椅い子すの真横に立って僕を見下す。これは「みおろす」ではなく「みくだす」と読んでください。要するに踏みそうになったゲロを見る目だ。

「それじゃあ、こちらの書類をあなたに受けつけてもらうしかないわね」

　すっかり飲み干して泡しか残っていないソーダ水のコップを横に押しやって、ネチカは一枚の書類をテーブルに置いた。

「果たし合い許可申しん請せい書しよ、ですか」

「そうよ。あなたも噂うわさは知ってるわよね。あなたの邪神法人ジゴ・マゴがこの世でもっとも強力な力を持った邪神だって噂」

「知ってるけど、アレはただの噂だよ」

「そう、噂うわさ」

　ネチカはにたっと妖よう怪かいじみた笑えみを浮かべた。

「でも商売というものはね、噂が重要な意味を持つのよ。僕ちゃんにはわからないかもしれないけど、ビジネスは噂でつくられていると言ってもいいわ。もし私たちが果たし合いであなたのジゴ・マゴを倒せば、それで私たちの邪じや神しんが最強の邪神であることが証明できる。その噂はたちまち広がる。そして私たち邪神法人ガルティモテは中央へと進出ができるわけよ。わかって？」

　僕たち三人は胸の前で小さく拍手した。

「素す晴ばらしい上昇志向」

　あっちゃんが言った。

「素晴らしいハングリー精神」

　サトルが言った。

「黙だまれ！」

　吼ほえるように、ネチカが恫どう喝かつした。

　あっちゃんとサトルが思わず椅い子すから飛び上がった。もちろん僕も。危あやうく失しつ禁きんするところだった。ネチカをなめてはいけない。こう見えて小お津づゲスチエの殺しの師匠なのだ。噂では組事務所に殴り込み、百人の暴ぼう力りよく団だん員いんを相手に、ほぼ半数を病院送りにした──もちろん残りの半分は墓はか場ばへ送られたのだ──らしい。

　ま、これもまた噂なのだけれど。

「さあ、ここにハンコを押しなさい」

　びしっ、とネチカは書類を指さした。

　私は鞄かばんから法人実印を取り出す。

　そして書類を見た。何か所かのチェック項目を指でなぞる。

「で、設立登記完了届出書とかはどこかな」

「何それ」

「何それって……もしかして、果たし合い許可申しん請せいしたことがない？」

　ネチカは不安そうに頷うなずいた。

「だよね。最近じゃあ滅めつ多たにないからなあ、果たし合い。あのねえ、登記事項証明書の写しとか登とう記き簿ぼ謄とう本ほんとか必要なんだよね。それから果たし合い許可申請書に代表者の実印が抜けてるよ。もちろん印いん鑑かん証明もつけてね。それから、あんたが代表者じゃないよね」

「当たり前よ。仮か想そう人じん格かくが法人の代表者になれるわけがないじゃない」

「そうだよね。でもそれなら委任状も必要だよ。それからあんたの自己証明書類も。仮想人格の場合、いろいろとややこしいみたいだけどね」

「なめんじゃねぇぞ」

　すごんで前に出てきたのはゲスチエだ。

　ぴんと人差し指を一本立てた。その爪つめの先が、見る間に鋭するどく尖とがっていく。鈍にぶく銀に輝かがやくそれは、爪ではなく刃物だ。

「この指一本でてめぇの首をかっさばくこともできるんだぞ、こら」

　人殺し相手に怖くないわけではないけれど、一級邪じや神しんに憑ひよう依いされている僕が、手続き途中で仮か想そう人じん格かくに傷つけられることはまずありえない。手続きに間違いさえなければ。つまり書類のやりとりを遵じゆん守しゆしている限り僕は守られる。逆にそれを守らない邪神憑依者にはいろいろと不ふ都つ合ごうなことが起こる。極端な時には憑依していた邪神が還かえってしまったりもするのだ。ネチカにしろゲスチエにしろ、それは理解してるはずだ。

　それに第一、基本仮想人格は直接人間を傷つけることはできないのだ。彼女たちが殺し屋なのは事実だけれど、相手は人間ではなく大半が仮想人格だ。もちろん申しん請せいによっては人間を攻こう撃げきすることも可能だけれど、まずそういった申請は許可が下りない。だからネチカの暴ぼう力りよく団だん襲しゆう撃げきの噂うわさも、あくまで噂だけだろうなと、僕は思っている。とはいえわざわざ相手にそんなことを言ったりはしないけれど。

「なめてなんかいませんって」

　僕はゲスチエの細い目を見ながらそう言った。

「でも書類のやりとりが邪神法人のすべてなんですよ。手続きさえ終われば、あなたたちが特殊な力を使ってあれやこれやしても大丈夫──あくまで受理された事項の範はん囲い内ないでのことですけど──になります。でも今は」

　僕は差し出されたゲスチエの指をいきなり摑つかんだ。まさか気の弱そうなガリガリの高校生ごときがそんなことをするとは思っていなかったんだろう。人差し指を摑まれたままじっとしている。

　僕はその指を、自分の喉のどに近づけた。

「おい、何すんだ……」

　銀の鋭い爪が僕の喉に触れようとした瞬しゆん間かんだ。

　じゅっ、と鉄板に油をしいた時のような音がした。同時に「あつっ！」と声を上げて、ゲスチエが指を引っ込めた。

　指先がちょっとだけ蝋ろう燭そくのように溶けていた。

「おま、何を」

「ねっ、契約外のことを他ほかの法人にすると、こんなことになっちゃいますよ」

「うる、ばあ」

　狼狽うろたえてろくに喋しやべれない。

　あっちゃんとサトルが顔を伏せた。肩が震ふるえている。笑っているのだ。

「えいっ、おどき！」

　ネチカがゲスチエの肩に手を掛け、横に払った。大した力を使っているとは思えないのに、ゲスチエの身体からだが吹き飛んだ。椅い子すを蹴け散ちらしカウンターの壁かべに激げき突とつする。

「わかったわ。申しん請せいを先に済ませればいいんでしょ」

「もちろんそうです。そうでないと話が始まりませんからね」

　僕は精一杯の笑え顔がおを浮かべてネチカを見た。ネチカは今にも嚙かみつきそうな顔で僕を見ている。

「あのね、詳しくないのは仕方ないです。誰だれだって最初はそうです。でも、わからないことは最初から自分で調しらべるなりなんなりして、せめて書類ぐらい調ととのえてきてほしいですよ。もし間違えた書式でこっちが受け入れたら、責任問題になるわけですしね。悪いんですけど、いったん帰って、必要書類を調えてから来て下さい。そういう規則なんですから仕方ないでしょ。はい、これ」

　僕は邪じや神しん法ほう人じんの各種手続きを説明したミニパンフレットを彼女に渡した。いつも鞄かばんに入れてあるのだ。

「書類を提出してから結構時間が掛かるから、急ぐならきちんと準備してこないと、二度手間三度手間になっちゃいますよ」

「提出してからどれぐらい掛かるの？」

　ネチカは不安そうだ。

「そうだなあ、普通は半年ぐらいかな」

「半年！」

　ネチカが悲鳴じみた声を上げると、いつの間にか立ち直っていたゲスチエがまたもや前に出てきた。

「てめぇ、なめんじゃ」

　ねぇぞ、と言う前に、ネチカに蹴り倒されていた。再びカウンターに激突し、白目を剥むいて倒れている。

「なんとかもっと短くなんないの」

「わからないんだよね、悪いけど。もっと短いかもしれないけど、果たし合いは、なかなか許可が下りないらしいんだよ。何十もの審しん査さがあって、それを通らないと許可が下りないから。精神鑑かん定ていとか面接とかもあるらしいよ。僕はやったことがないからそこまでは知らないけど。まあ、それはそれとして、今日きよう今からすべての書類を調えるのは大変だし、慌あわててまた間違えても馬ば鹿かみたいでしょ。だから申請はまた後日にした方がいいんじゃない」

　ネチカはしばらく口くち惜おしそうに用紙の束たばを見ていたが、いきなりくるりと後ろを向いて出て行った。

　いつの間にか回復していたゲスチエは書類を慌ててかき集め、脇わきに抱えてその後を追う。

　カウベルがうるさい音を立てた。

　さて、ここら辺で邪じや神しん法ほう人じんとは何か、という説明をする必要があるだろう。

　邪神法人とは法人格を得た邪神のことである。まあ、改めてそんなことを言わなくても、字じ面づらからだいたいのことはわかるだろうけど。そして邪神はおおよそヨリシロとなる何か（たいていは人間だ）に憑ひよう依いすることでしか現げん世せにとどまることができない。意外と邪神というものははかない存在なのだ。そして憑依した邪神は、憑依された人間とはまったく別個に、法人格を得ることが可能となる。というより、邪神を憑依させたら、それを登とう録ろくするのが国民の義務である。

　憑依させるのにはちょっとした儀ぎ式しきが必要だ。儀式を行うには国への届け出が必要で、無許可で行えばそれなりの刑事罰がある。儀式そのものはそれほど難むずかしいものではないが、失敗すれば確かく実じつに死ぬ。死ななくても人ではない何かになってしまい、一生元に戻ることはない。儀式には日本政府発行の特殊な護ご符ふが必要となる部分がある。つまり国への儀式許可届け出と同時に、この護符が発行されるわけだ。

　こうして儀式を終え、無事邪神が憑依すると、憑依されたものに邪神の名が告げられる。その名で邪神登録を済ませると面接があり、その面接で邪神の等級が決まる。この等級は邪神の力の強さを示し、ちなみに僕に憑依した邪神ジゴ・マゴは一等級である。つまり最上ランクだ。僕は運が良かったのだ。いや、僕が、じゃない。僕の父親が、だ。

　邪神はたいしたことをしないが、個人的な願ねがいを叶かなえてくれることがある。願えばだいたい八割は叶うのが一等級の邪神だ。

　こう書くとよいことばかりのようだが、さすがに相手は邪神で、邪神の周囲では自殺、殺人、事故の確かく率りつが圧倒的に高まる。また破は壊かい的てきな狂気に犯されるものも多い。もちろんそれは管理のしようで最小限に抑えることが可能だが、それでもゼロにはならない。だが邪神そのものには、その名に反して邪心や悪意などは存在しないとされている。だから裁判などの対象とはならない。包丁で人を刺しても、包丁が裁判の対象とならないのと同じ理屈だ。だがもちろん、代表者をはじめ責任者となる人間──つまり僕の父親だ──は罪に問われる。管理責任というやつだ。

　だがそれだけのリスクをおかしてもなお、申しん請せいの絶えることがなかったのは、願がん掛かけをする参拝客や信者からの寄付など、収益が大きく、しかも税法上の優ゆう遇ぐうなど、自治体や国からの手厚い保ほ護ごが期待できたからだ。

　そのために邪神法人は年ごとに増加し、互いに高確率の現世利り益やくを全面に打ち出し、競きそい合いながら統合、廃止を繰くり返していた。

　邪神法人は将来有望な新しいビジネスだった。現在登録されている邪神法人は全国で四百あまりである。

　しかし、しかしだからといって、自分の子供に邪神を憑依させようなどという親がいるだろうか。邪神を憑依させると、面めん倒どうなことが山ほど起こる。その中には命にかかわるようなことがなくもない。

　ほんとうに僕のオヤジは本格的な人でなしのろくでなし野郎なのだ。いい加減な名前をつけた以外にもね。

　というわけで、僕にはジゴ・マゴという一等級の邪じや神しんが憑ひよう依いした。憑依はまったくランダムに行われ、何が憑依するかは憑依の儀ぎ式しきが終わってみないとわからない。そして三等が憑依する確かく率りつは六割を超える。二等が三割で一等が一割だ。現在の一等邪神法人の数は三十八柱。一等の邪神法人である、というだけで、かなり荒あら稼かせぎができる。僕の邪神はなかなかの高確率で願ねがいを叶かなえたので、評判がよく、僕は高校生とは思えないほど忙しい毎日を送っていたのだ。いや、ほんとに。

　評判がよすぎたのだろうか。いつからか、ジゴ・マゴはこの世を滅ぼしてあまりある力を持った最強にして最悪の邪神であるとの噂うわさが流れてしまった。

　結局これもよい宣伝になって、さらに信者とか参拝客とかが増えた。オヤジは収入増で大喜びだ。もしかしたらオヤジがわざとそんな噂を流したのかもしれない。後先を考えずにそんなことをしてしまうのが、僕のオヤジなのだ。正直言って、僕はオヤジを怨うらんでいる。輝かがやかしくも二度と訪れない高校生活のすべてを、邪神のヨリシロとして過ごしたくはない。いや、本当のことを言えば、輝かしくも二度と訪れない高校生活とか、人生でもっとも素す晴ばらしい時期とか思っているわけじゃない。そんなことを真剣に思っている人間が、学校さぼって喫きつ茶さ店てんでうじゃうじゃしていない。しかしどのようにだらだらした時間であろうと、僕の時間は僕のために使いたい。そのあたりはオヤジに何度も抗こう議ぎしたのであるが、オヤジはまったく聞く耳持たない。単純に頑がん固こで人の意見を聞かないのならまだわかるが、真剣に聞いているようで、何一つ理解できていないのだ。まったくオヤジときたら……僕の目の前で手がひらひらしている。

「な、なんだよ」

　ひらひらしているのは、ぷっくりとした赤ちゃんのようなサトルの手だ。

「おまえ、よくぼっとしてるよな」

「そうかな」

「そうだよ。すぐに自分の考えの中に入り込むタイプな」

「父親似」

　ぼそりと言ったあっちゃんを睨にらむ。

「それだけは言うな」

　ごめん、とあっちゃんはすぐに頭を下げた。僕が何を一番気にしているかをよく知っているからだ。沈ちん黙もくが少しばかり続く。いつもならこんな時に気まずさを吹き飛ばす無神経ぶりを見せてくれるサトルまで黙だまり込んでいた。なんだか雰囲気が悪くなって、いや、べつにいいけどさ、でもオヤジの話は、などとぶつぶつと口の中で呟つぶやいていたらまたカウベルが鳴った。ここは牧場か。

　入ってきたのは、思い詰めた表情をした地味なおばさんだった。

　なんとなくヤバイ雰囲気を周囲に振りまいている。ホームで電車待ちをしている時に、背後に回したくないタイプだ。

　女は入ってきて店内を見回した。

　エプロンを着けてカウンターの前に立っていたナツメグを見つけた。

　すたすたと近づき、言う。

「あの、ここに邪じや神しん法ほう人じんジゴ・マゴの方がおられると聞いたのですけれど」

　おどおどとした態度なのに押しつけがましい。

「あの子のことですか」

　ナツメグは僕を指さした。その目が僕を見つめている。それだけのことでちょっと頰ほおが赤らむ自分が嫌いやだ。

　女はこちらに身体からだごとくるりと向くと、ずんずんと距きよ離りを縮ちぢめた。

　椅い子すの横で腰をかがめる。

　目め線せんを子供に合わせる保母のように、しゃがみ込んで僕の正面に顔を持ってきた。血走った上に涙ぐんでいる目が僕を見るようで見ない。見ないようで見る。

「あなたがジゴ・マゴ様ですか」

「あの、ジゴ・マゴってのは邪神の名前ですから」

「だからあなたが──」

「僕は邪神のヨリシロなんですよ。なんて言うかな、言うなれば邪神法人の窓口みたいなものですね。で、なんで僕がここにいるってわかったんですか」

「あの、お家うちに電話しましたら、こちらにおられると聞きました」

　クソオヤジ、と僕は吐き捨てる。

　えっ、と女が訊きき返すから、何でもありませんと断ってから話を続けた。

「あの、今ですね、プライベートなんで、五時から自宅の方に連絡をしてもらってですね──」

「殺して欲しいんです」

「はあ？」

　僕たち三人は同時に言った。

「殺して欲しい人がいるんです」

「……物ぶつ騒そうですね」

「そうですね」

　表情なく女は答えた。

　乾いてひび割れた唇から血が滲にじんでいる。

　呪のろい殺したいという依頼は、少ないわけではない。現げん世せ利り益やくなどというものは怨うらみ辛つらみと欲の塊かたまりなのだ。僕もうんざりすることをたっぷり見聞きしてきた。

　特に呪のろいによる復ふく讐しゆうは、罪に問われないので依頼が多い。

　呪いと、その対象が死んだ、あるいは怪け我がをしたこととの間に、本当に因果関係があるのかどうかは、まだ実証されていない。つまりそれが偶ぐう然ぜんなのかどうかを判断する方法がないわけだ。だから呪い殺したと言って法に問われることはない。とはいえ呪じゆ殺さつともなると申しん請せいが面めん倒どうだったり、失敗しても成功しても自分に降りかかってくるリスクが大きかったりして、さすがに数は減るのだけれど。

　それにしても、たいていは人を介し、こっそりと依頼するものだ。こんな大勢の前で、人を殺してくれと依頼する人を見るのは初めてだった。

「あのですね」

　僕は説明する。

「呪じゆ殺さつは手続きがかなりやっかいですけれど、それはご存じですか」

「ええ、もちろんです」

　女は大きな紙袋を広げた。中には書類の束たばがぎっしりと詰まっている。ちらっと見ただけだが、書類には虫のように小さな字が規則正しく並んでいた。

「手続きが複雑なだけじゃない。あなたにも悪い影えい響きようを及ぼしますよ。場合によってはあなたが死ぬことだってあります」

　邪じや神しん法ほう人じんには、依頼を受ける時の説明義務がある。リスクは最初に説明しておかねばならない。後で文句を言われても困るからだ。実際は書面で説明して、説明を受けたことを認める書類にハンコを押さなければならない。しかし呪い殺すとか大怪我させるとか、そんな話の場合は、いろいろなリスクの話を先に口頭でしておく。死ぬかもしれないと、はっきりと。さすがにそう言われると、たいていの人間はそこで依頼するのをやめるものだ。しかし女は「かまいませんよ」と言って微笑ほほえんだ。

　その笑えみに鳥肌が立つ。

　本物の悪あく霊りようを見たような気分だった。

　戦争や病気や犯罪や、世せ間けんの悪意と不条理な不幸に晒さらされた人間だけが辿たどり着く、歪ゆがんだ世界から彼女は来たのだ。ごく普通の高校生男子であればかかわりたくないものの一つだ。助けを求めて周囲を見回すと、あっちゃんもサトルもすっと目をそらした。友達甲が斐いのないやつらだ。

「あのですね、ここで話をするのもなんですから、後で、そうだな」

　壁かべの掛かけ時ど計けいをちらりと見た。

「六時に家の方まで来てもらえますか。場所は……」

　鞄かばんの中から、家までの道順を記したチラシを出そうとしたら、女が言った。

「今ここで話を聞いてはもらえないんですか」

　うっすらと笑みを浮かべているが、何か有無も言わせぬものがある。

「えっ、それは……僕はべつにかまわないけど」

　言いながらまたあっちゃんとサトルの顔を順に見た。当然のように二人ふたりが目をそらす。

「私はいっこうにかまいません。できれば急ぎたいんです。お願ねがいします」

　女はぐいと顔を近づけてきた。

　血走った目の毛細血管が二割ぐらい増量される。

　熱ねつ気きと湿気が、もわっと迫ってきた。

「どれだけ急いでも、書類を提出してから許可が下りるまでには、いくらかは時間が掛かりますけれど」

「わかってます。わかってますけど、とにかく私の話が呪じゆ詛そ申しん請せいの対象となるかどうかだけでも知りたいんです」

　呪詛申請なんて言葉がさらっと出てくるところを見ると、邪じや神しん法ほう人じんのことをかなり調しらべてきたのだろうか。簡かん単たんに諦あきらめそうにはなかった。

「あっ、そうですか……ええと、でもここだと人の出入りがいろいろありますし、こういうのって、やっぱり」

「今すぐに話を聞いていただきたいんです」

　女はガイジンに日本語で説明するように、一音ずつ区切ってゆっくりと言った。

「わかった。わかりました」

　僕はカウンターの向こうで、無言でグラスを磨いているマスターに向かって言った。

「マスター、ごめん。ちょっとの間店を閉めてもらえませんか」

　渋しぶい顔でマスターは頷うなずいた。すぐにナツメグが準備中の札ふだを扉とびらに掛けて鍵かぎを閉める。

　それからマスターと二人ふたりで奥へと引っ込んだ。

　実はここで何度も商しよう談だんをしたことがあるのだ。そのために、お礼金というか、それなりのお金をマスターに納めているのだ。まあ、威い張ばるほどの額がくではないんだけれど。それ以外にも、何かと付け届けを忘れない、手抜かりのない僕なのだ。

「さあ、どうぞ」

　あっちゃんが女に椅い子すを勧めた。すっかり邪神法人ジゴ・マゴの役員のようだ。

　サトルがテーブルの上を片づける。

　女は腰を下ろし、顔に垂れた髪を掻かき上げて、話を始めた。
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　放ほう課か後ご、少しばかり急いで学校を出ると、後ろから江え戸ど川がわ輝麦酒ぴかびあに声を掛けられた。

「ねえねえ、テングサ」

　僕に身体からだをすり寄りながら言う。

　高校の同級生であり、特殊ネームを親につけられた一人ひとりでもある。だが彼女の場合「ええ？可愛かわいい名前じゃん」とそれを肯定しているところがまったく違うのだけれど。

「ねえってば」

　さらにすり寄る。後ろから肩で僕の脇わきを突き上げる。

　僕は答えない。答えないと、もっとぐいぐい近づいてくる。まるで押しくらまんじゅうでもするような勢いだ。

　彼女とは高校一年の時に同じクラスになった。何な故ぜか初対面の瞬しゆん間かんから、ピカビアは幼おさな馴な染じみ並みの馴なれ馴なれしさで近づいてきたのだった。もしかしたら僕に気がある？　とかその時には思ったのだが、すぐに、彼女はたいていの人物にそういう態度であることに気がついた。正直がっくりした。

　で、他人とすぐ親しくなるタイプかと思えば、誰だれにも会いたくないと一週間以上自宅に閉じこもっていたこともある。

　人との距きよ離り感かんをどこか間違っているようなのだ。

「ねえねえねえねえ」

　しつこく繰くり返しながら、捨てられた子犬みたいにすり寄ってくる。とにかく相手の歓かん心しんを買おうと必死なその態度は、五歳までなら許すけれど、十六にもなってしていると、イラっとすることがある。今がそれだ。そしてピカビアは、そういう相手の反応にものすごく鈍どん感かんなのだ。

　そのイラッ、をそのままに僕は言った。

「なんだよ」

　ピカビアは僕の不ふ機き嫌げんを無視して質問で返した。

「今日きようもあそこに行くの？」

「あそこって」

「あの夜や尿によう症しよう」

「不ふ眠みん症しようのこと？」

「ああ、それそれ」

　諸しよ説せつはあるのだが、一般的にピカビアは馬ば鹿かだと思われている。確たしかに成せい績せきは悪い。どうやればこれほど悪い点が取れるのかと疑問に思うような点を平気で取る。全教科が苦にが手てと当人が告白していた。それでも時折びっくりするほど核心を突いた質問をしたりする。それに何より料理が上う手まい。馬鹿に料理はできない。だから、驚おどろかせるほどの潜せん在ざい的てきな知力を持っているのではないかと、時々、あくまで時々ではあるけれど、そう思うこともあったりなかったり。

「ねえねえ、その不眠症に行くの？」

「今日は行かない」

「行かないんだ」

　僕の言葉を繰くり返す。少し嬉うれしそうだ。

「それじゃあさあ、暇ひまだよね」

「そうでもない」

「なんでよ」

　ちょっと膨ふくれる。童どう顔がんのピカビアならぎりぎりセーフの表情だ。自分で可愛かわいいと思ってやっているのか、どうしてもそんな顔をしてしまうのか、そのあたりもぎりぎりだ。

「ちょっと寄るところがあるから」

　僕が言った。

「どこどこどこ」

　身体からだ全体でにじり寄ってくる。

　押されてどんどん道路の端っこへと追い詰められた。このまま押され続けると、溝に半分脚あしをつっ込むことになる。

「あのさあ」

　と、横を見ると、意外なほど近くにピカビアの顔があった。びっくりしたような大きな目もやけにぷっくりした唇も、こうやって見ていたら可愛いのだけれど……。

「今可愛いって思ったでしょ」
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　変なところで勘かんがいい。

　しかもそれを口に出さずにはおれないタイプだ。いろいろな部分で残念なところがあるのがピカビアだ。少々可愛かわいかったにしても、ダメダメな部分を合わせたら、若じやつ干かん駄だ目めが勝つ。

　というわけで、「んなこと思うわけないだろ」と僕は即座に言い返した。

「鏡かがみ見て、よく考えてみろ」

　そう言ったとたん、網あみから水が流れ落ちるように、彼女の顔から笑え顔がおが流れ落ちていった。

「酷ひどいこと言うんだ」

　ぼそりと呟つぶやき、今にも泣き出しそうな顔になる。

　卑ひ怯きようだ。

　これは明らかにピカビアの罠わなだ。いや、もしかしたら罠とかじゃなくて、単にピュアな人間なだけなのかもしれない。実際彼女は単純ピユアなわけだし。で、どっちだ。罠か罠じゃないのか。どっちなんだ。いやいや、迷うことはない。

　罠だ。罠に決まっている。これに引っかかると、無限に彼女の要求に応こたえ続けなければならなくなる。

　罠だ。呪のろいだ。

　ぐぐっと盛り上がりそうになる愛いとしさを押し殺し、僕は言った。

「すまん、ちょっと言いすぎた」

「でしょ」

　急に明るくなる。やはり罠だったのか。いずれにしてもこれだけは言っておかねば。

「今日きようは駄目」

「なんで」

　すねているであろうその顔を見ないようにして僕は言う。

「だから用事があるって」

「だからなんの」

　僕がそれに答えようとした時、馴な染じみの声が後ろから聞こえてきた。

「またまた女遊びですか」

　むひひとサトルが笑った。その手にはコンビニのアメリカンドッグが握られ、唇には古くさい演出のようにケチャップがついているに違いない。見なくてもそれぐらいわかる。

「テングサの後ろに女の影かげあり」

　あっちゃんが何かのナレーションのように言う。

「あのね、君たち」

　僕は振り返って言った。

「人聞きの悪いことを言うんじゃないよ」

「きゃー、サイババが怒った」

　サトルが叫ぶ。ほんとにアメリカンドッグを持って唇にケチャップをつけていた。

「誰だれがサイババだよ」

「じゃあ、ババ」

「あのねえ、あっちゃん」

「サイ？」

「違うわい！」

「ねえ、そんな馬ば鹿かはほおっといて」

「ふわ～、馬鹿扱い」とサトル。

「馬鹿に馬鹿にされた」とあっちゃん。

　そんな二人ふたりをすっかり無視してピカビアが言う。

「それで、なんで今日きようは駄だ目めなの。なんの用事があるの」

「他ほかの女に会いに行く」とサトル。

「他の男に会いに行く」とあっちゃん。

「うっせいよ」

　僕とピカビアが同時に言った。

「で？」

「ばあちゃんを見み舞まいに行くんだよ」

「ええ、意外。そんなことしそうにないのに」とピカビアが驚おどろくと、

「ウルトラばあちゃん子だっつうの」とサトル。

「ばあちゃんと結婚しかねない」とあっちゃん。

「殺すぞ」

　僕とピカビアは同時に言った。

「あのなあ、オヤジからメールがあったんだよ」

　僕はそのメールを出して、水み戸と黄こう門もんの印いん籠ろうのように三人に突きつけた。そこにははっきりと「おばあちゃんがプリンを食べたがっていたので、持って行ってやってくれ」と書かれてあるのだ。

「ま、それじゃ、仕方ないか」

　あっちゃんが言った。オヤジの命令に逆さからうことの恐ろしさを一番よく知っているからだろう。それでも僕は反射的に「自分で行け！」と怒りのメールを送りかけたのだけれど。

「じゃ、いってらっしゃ～い」

　三人に見送られて、改めて僕は病院に向かった。

　おばあちゃんというのは、父親の母親だ。五年前に風か邪ぜをこじらせ肺炎で入院した。数週間で退院したのだけれど、それから調ちよう子しをすっかり崩し、入退院を繰くり返すようになった。

　今も病院に何度目かの入院をしていて、もう三か月になる。

　おばあちゃんには小学生の頃ころ、ものすごく可愛かわいがってもらった。母かあさんが亡くなってからも、亡くなる前も、母かあさん以上に僕を可愛かわいがってくれた。もちろんオヤジ以上にだ。っていうか、オヤジは論ろん外がいだ。オヤジにはオヤジしか見えていない。あれほど自己中心的な男も──愚ぐ痴ちはここまでだ。

　というわけで、僕は少しだけおばあちゃん孝行をすべく、近所の商店街でプリンを二個買って病院へと脚あしを進める。

　自転車で十五分。急げば十分で着く。べつに急ぐ理由もないから、今はゆっくりと自転車をこぐ。

　病院が近づいてくると、なんとなく気が重くなってくる。病院へ見み舞まいに行くのに楽しい人間も少ないだろうけれど、それ以上に僕は気が滅め入いってくる。

　ここ数年、僕は病院にいる祖母しか見ていない。祖母は見舞いに行くたびに弱っていく。一日一日見ていれば、よくなったり悪くなったりを繰くり返しているのだろうけど、一月に一回行くか行かないかの僕には、どんどん衰弱していっているとしか思えない。

　祖母は本当に僕を可愛がってくれた。小学生の間は、毎日のように僕は祖母の家を訪れた。僕はよく覚えている。祖母の家に行くと、本当に嬉うれしそうな顔で僕を迎えてくれた。僕がオヤジの悪口を言っても、ニコニコしながら聞いてくれ、一いつ緒しよになってオヤジの、つまりは彼女の息子むすこの悪口を言ってくれた。かんぴょうとほうれん草という具だけなのに、びっくりするぐらいおいしい巻まき寿ず司しと、これまたびっくりするぐらいおいしい具だくさんの味み噌そ汁しるの味もはっきりと思い出せる。結構いい歳としになっても、おばあちゃんに頭を撫なでてもらうのは嬉うれしかった。母親を早くに亡くしていたから、祖母が母親代わりだった。

　そんな祖母が、病院で待っている。記き憶おくの中の祖母とどんどん離はなれていきながら。

　エレベーターが着いて、扉とびらが開いた。

　脚が重い。

　ことさらにゆっくりと脚を進める。

　なかなか脚が前に進まないのだ。

　病室が近づいた。

　ますます嫌いやな気分になる。

　食べ物と薬の混ざった、不快なにおいがするのは、夕食を終えた直後だからだろうけれど、そこにわずかばかりの糞ふん尿にようの臭においが混ざっているのが耐えられない。

　とうとう病室までやってきた。

　プリンが二個入っただけの小さな箱を手にして、僕は病室の前に立った。ネームプレートには六人の名前が書かれてある。

　思い切って中に入る。陰いん鬱うつな目をした同室の老人たちに黙もく礼れいしながら、一番奥のベッドへと向かった。祖母は横になってはいなかった。車くるま椅い子すに座って、ベッド脇わきのテレビを見ていた。

「おばあちゃん」

　後ろから声を掛けたが、反応はなかった。

　僕は祖母の横に立って、テレビと祖母の間に顔を割り込ませた。

　精一杯の笑えみを浮かべて、こんばんは、と言う。

　目の焦点が僕の顔に合うと、じんわりと笑え顔がおが浮かんだ。

「ああ、こころちゃん」

　祖母は僕が生まれた時からずっとこころちゃんと呼ぶ。

　僕はほっとする。

　どうやら今日きようは調ちよう子しがよいようだ。

「プリン持ってきたよ」

　目の前に箱を差し出した。

「父とうさんに持って来てって頼んだんでしょ」

「うんうん」

　嬉うれしそうに頷うなずく。

「みんなは元気かい？」

　みんなってのが誰だれのことかわからないけれど、みんな元気だよ、と答える。

「ちょっと窓のところに連れて行ってもらえるかい？」

　はいはいと返事して、僕は車くるま椅い子すを窓まど際ぎわへと移動させた。窓の外に何があるわけでもない。下を見下ろせば病院の駐ちゆう車しや場じようだ。向こうには素っ気ない灰はい色いろのビル。夕暮れの町は、夜よりもなお暗く見えた。そこに何を見るのか、祖母は目を細めて窓の外をじっと見ている。

　僕は箱を開いてプリンを出した。蓋ふたを開けてスプーンをつっ込む。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　子供のようにそう言うと、祖母はプリンを食べ始めた。今日は上う手まく持てている。やはり調子がよいのだろう。

　医者にはレビー小体型認知症だと言われていた。認知症の一種なのだそうだが、時折手や足が不自由になる。それがレビー小体型認知症の特徴なのだそうだ。

　祖母はだいぶ「惚ぼけて」きている。でもずっとへんてこなことを言うわけではなく、たいていは今日のようにまともなのだけれど、おかしな時には、僕のことも誰なのかわからなくなるようなのだ。

「ねえ、天てんちゃん」

　祖母は言った。

　僕はあれ、っと思う。天ちゃんというのはオヤジ──柳やなぎ原はら天てん之の介すけのことなのだ。

「この窓の外にあるのは、なんだろうね」

　窓の外にあるのは夕暮れの空と、侘わびしいビルが数軒の、至って殺風景な景色けしきだ。

「あっちは一階に自転車屋のあるビルで、あっちはチェーン店の居酒屋だよ」

　それから僕はここが病院であることを説明してから、話を続ける。

「昔よくおばあちゃんに送ってもらったことがあるよ。この近所にさ、体たい操そうクラブがあってさあ、小学校の時に通ってたんだ。そこに何度かおばあちゃんに送ってもらったことがあるんだよ。あの体操クラブからすぐ近くなんだよ、この病院」

「体操、得意だったからねえ」

　嬉うれしそうな顔で、祖母はプリンを食べていた。スプーンを持つ手が少しおぼつかない。でも僕は来てよかったなと、少しだけ思う。少しだけ。でももうこれ以上いたいとは思えない。食べ終わるのを待てずに、僕は言った。

「それじゃあ、おばあちゃん、もう帰るね」

「もうちょっといておくれよ。巻まき寿ず司しをつくるから」

「え、うん、でもね、そろそろ家に帰って勉強しなけりゃならないんだ」

「そうかい、大変だね」

　悲しそうにうつむいた。

「あ、じゃ、これで」

　口の中でもごもご言いながら僕は部へ屋やを出た。

　家に直行すると、そこであのヤバイおばさんが待っていた。
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　玄関の前でじっと佇たたずんでいたその姿はまるで悪あく霊りようだった。うつむいた顔は青白く、黒く長い髪が妙に生々しい。

「許可が下りたとお父とう様さまから連絡があったので」

　女の声は弱々しいのに押しつけがましい。何かよくないことが起こる。女の存在がそう感じさせる。あまり夜に、いや昼間でも出会いたくはない人物だった。

　しかしなんでこういう人にはあっさりと復ふく讐しゆう許可が下りるんだろうか。それともこういう人だからおりたのか。

「中で待っててくれればよかったのに」

「インターフォンを押しても、誰だれもいないようだったので」

　言って、恨うらめしそうに僕を見る。

「えっ」

　僕はつい大きな声を上げてしまった。つまりオヤジは、彼女に来いと連絡して、待ってはいなかったわけだ。

「仕方ねぇなあ。じゃあ、とにかく中入って」

　鍵かぎを開けて扉とびらを開く。オヤジが何で稼かせいだかは知らないが、そこそこ小こ綺ぎ麗れいな一軒家である。

　まっすぐ応接間に通す。アウトレット家具屋で三点セットで売っていたソファーに、女を座らせた。ほとんどの事務仕事を僕がしている。当然ここで相そう談だん客きやくたちと話をすることが多い。べつにどうでもいいと言えばいいのだけれど、やはり来客相手にあまりかっこ悪いこともできないと思ってオヤジに買わせたのだ。

「さあてと、ちょっと待ってて下さい」

　オヤジの部へ屋やに行って、書類入れを探った。復ふく讐しゆう許可が下りたという内容の手紙があった。

「これですね」

　封筒ごと渡した。

「では、もう一度内容を確かく認にんしますね」

　許可申しん請せいの書類を見ながら僕は言った。

「ええと、呪のろいの相手は山やま城しろ素す敵てきと高たか橋はし可愛かわいの二人ふたり。どちらも十五歳。私立金こん剛ごう石せき女子中学部の生徒。二人の名前が、あなたの娘、設楽したら美み咲さきの遺い書しよに残されていた。呪じゆ詛そ内容は呪殺。それもできるだけ無む惨ざんな方法で。ですよね」

　女は暗い顔で頷うなずいた。

　要するに娘がいじめで自殺した。その敵かたきをとりたいということだ。

　気持ちはわかる。

　本当にわかっているのかどうかはわからないけれど（当たり前だ）、とにかく大事な人を失うことの悲しさならわからなくもない。というか想像できる。だからそれが誰だれかに殺されたというのなら、殺したやつを殺したい、と思うことも理解できる。でも実際自分がそうなるかどうかっていうのは、ちょっと疑問だけれど。

　だってイジメでしょ。それはなんだか微妙な問題だからだ。

　学校はイジメなどなかったと主張しているらしい。それが真実とは到底思えない。だからこのおばさんと同じく、イジメはなかったなどという学校の公式発表を信じることはできない。いじめはあっただろう。

　でもそれは、誰かが犯人で、そいつだけが殺されてもいいような悪人だった、というようなものだったとは、どうしても思えないのだ。なんとなくそれは違う。

　イジメは酷ひどく身近な問題だ。

　今いる学校はすごく過ごしやすい。でもみんなが仲がよい、というわけではない。そうではなくて、みんながいい意味で無関心というか、どんな人間であっても、その存在を許してしまう気風があるのだ。仲が悪くもないけれど、仲良しを強要もしない。なんだかぬるいのだ。そのぬるさは僕にちょうどいい。

　でも中学校でははっきりとイジメがあった。自殺者が出るほど深刻なものではなかったにしろ、あったことはあった。

　それを僕は見ていた。一部始終を。べつに僕が何をしたわけではなかったけれど、もしそのイジメで誰だれかが悪いとするなら、そしてその罪で死ななければならないのなら、僕も含めて、あの時の同級生はみんな死ぬべきだ。

　なんとなくそう思う。正しいか間違っているかはわからないけれど、そう思う。

「あの、聞いてます？」

　女の声で、はっと前を見た。

「もちろんです」

　怒ったようにそう言ったけれど、すぐに自分の考えに耽ふけってしまうのは僕の癖くせだ。あえて悪い癖とは言わないけど。

「それで、いつから呪じゆ殺さつにかかって下さるんですか」

「ええと、今からと言うか、すでに許可が下りた時点で呪のろいが始まっています」

「本当ですか」

　暗い顔に、蛍ほたるの光ほどの明るさが灯ともった。

「いつ頃ごろあいつらは死ぬのですか」

　うっすら微笑ほほえみ、そう尋たずねる。

「それは僕にはわかりません。ですけど、今までの例からいくと、許可が下りてから一週間から二週間で、なんらかの結果が出ますね」

「一週間ですか」

「一応の目安ですから。それに、もし仮にそれで効果がなかったとしても、それはそれで諦あきらめてもらわないとなりませんよ。何度も説明させてもらったはずですけど、これって結局はおまじないにすぎないんですから」

「もし死ななかったら」

　女にさっきまでの暗さが戻った。

「その時は、もう一度申しん請せいすればいいの？」

「申請するのは勝手ですけど、同じ発注で二回目はまず許可が下りませんよ」

「それなら必ず」

　女は僕を睨にらみながら、言った。

「必ずやつらを殺して下さい」

「だ～か～ら～」

「必ずですよ」

　言い残して、女は逃げるように家から出て行った。

　こんな人の相手をしたら、どうなってもトラブルは避けられないのではないかと、僕は思った。




　　　　４




「酷ひどい目にあう」

　あっちゃんは真顔で僕に言った。

「きっと酷い目にあう」

「それはシャレになんないよ」

　僕は情けない声を出した。

　こんなやつらに相そう談だんした僕が悪かったのだ。

「でさあ、そのイジメってのは、本当にあったの？」

　第一そうやって尋たずねるサトルの顔がなんだか楽しそうだ。

「わかんないよ、そんなの。邪じや神しんはどっちが正しいかなんて気にしないしさ。真実かどうかも無視だし。頼んで申しん請せいが通ったら、そこそこの確かく率りつでその願ねがいが叶かなうってことだけだね、確たしかなのは」

「申請の許可を判断するのは誰だれ」

　あっちゃんはあまり興きよう味みがなさそうに溶けたアイスクリームをかき混ぜながら言った。

「審しん議ぎ会かいみたいなのがあるらしいけど、それにしたって最後は神しん託たくらしいよ」

「神託って？」とサトル。

「神様への頼み事」あっちゃんが答える。

「最終的には地方自治体の邪神法人が決断を下すんだそうだよ。それで駄だ目めなら、国立邪神法人の手を煩わずらわせることになるんだけど、それはまずないね。国立邪神ははんぱなく強い力を持ってるらしくて、呪のろいが発動しちゃうと、とんでもないことになるらしいから」

「とんでもないことってなんだよ」

「それはもう、語ることのできないくらいの」

「知らないんだよね」

　あっちゃんに言われ、僕は「うん」と素す直なおに頷うなずいた。

「それにしてもさあ」

　名残なごり惜しそうに焼き飯の最後のひとすくいを、口の中に入れてから、サトルは言った。

「確かに子供が虐いじめられた怨うらみってはらしたいとは思うだろうけど、それで特定の人間を殺したいって思う人間がいるかなあ」

「いるよ」

　ぼそっと言ったのはあっちゃんだ。

「確かにそんなことを考える人がいてもおかしくないよね。大事な人を自殺に追い込まれたわけだし、されたことがされたことだし」

「何をされたかわかってるの？」

　サトルが言った。僕は頷うなずく。

「資料としてお母かあさんが一年かかって一人ひとりで集めた生徒たちの証言集がつけられているんだよね。まあ、細かい部分はそれぞれで読んでもらってもいいけど、普通の神経じゃ読めないぐらいの内容だよ。今時こんなことを学校でやってたってことが信じられないっていうか」

「たとえば？」

　おそるおそるサトルが尋たずねた。

「たとえばって、言っちゃっていいの」

「えっ、どうして」

「聞いたら後悔するよ。僕だって今までそれ関係の呪じゆ詛そ依頼がいろいろあって、それなりに酷ひどい話を聞いてはいるけど、これ以上えげつないイジメの話は聞いたことがないんだよね。しばらく落ち込んじゃって、食事がまともにできなかったんだけど。どう、世にもおぞましいダイエット、経けい験けんしてみる？」

「どれどれ」

　あっちゃんが勝手に書類の束たばから資料を抜き出してきた。

「あ、それそれ」

　該がい当とう箇所を指さす。

　読み進むうちに、みるみるあっちゃんの顔色が青ざめていく。五分も経たたないうちに書類から目をそらした。

　ごくりと生なま唾つばを飲んでから、サトルが訊きいた。

「どうだった」

　あっちゃんはゆっくりと首を左右に振ってから、サトルに書類を渡した。

「いや、あの、これは」

　そっとテーブルに戻す。

「じゃあ、いくつか話して聞かせてあげようか。ええと、まずは女子トイレ肉にく爪づめ切り事件の話から──」

「やめてぇ！」

　サトルが悲鳴のような声を上げた。

「もういいです。私が悪うございました」

　頭を下げる。

「今は反省している」

　ぼそりとあっちゃんが言った。

「後で知りたくなったら資料を読んでね。それで、確たしかにそんな話を聞いたら、んで、子供が名指しで憎いって言ってる相手を殺したいと思っても無理はないよね。でも……」

「でもなんだよ」

　サトルが言った。

「お母かあさんの集めた情報なんだよね、それ」

「でも当時の生徒の証言なんだろ」

「それは間違いないんだけどね。でもさあ、だから正しいとはいえないでしょ、っていうか、お母さんの集めた証言だからこそ、正しいとは言えないっていうか」

「お母さんが噓うその証言を集めてるってことを言いたいわけかよ」

「そんなことを言ってないよ。そうじゃなくて」

「娘に自殺された母親が」

　あっちゃんが僕の言葉を継ぐ。

「凶悪で絶対的な悪人が娘をいじめ抜いて殺したんだ、って解答を無む意い識しきに欲しがった」

「えっ、なんで、なんで。それどういうこと」

　ちんぷんかんぷんでござる、という顔でサトルは僕とあっちゃんを交互に見た。

　僕は言う。

「頭がおかしくなりそうなほど哀かなしくて苦しくて堪たまらない時、誰だれか憎む相手がいたら、それだけでちょっとだけ楽になるってこと」

「わかったようでわからないけど、それにしてもさ、生徒からの証言は証言じゃん。見たこととか聞いたことを言ってるわけじゃん。そしたらそれはやっぱり噓じゃないだろ」

「じゃあさあ、サトルみたいなタイプの人間がだよ、『娘にどんなイジメがあったか教えて。さぞ酷ひどい目にあったんでしょう』みたいに訊きかれたら、人から聞いた話とかでもちょっと大げさに教えたりしない？」

　サトルはしばらく考えてから、答えた。

「するする。派は手でな話にして、なんていうか、相手に受けたいっていうか」

「そうなんだよね。人間ってついつい相手の期待に応こたえちゃうんだよ」

「なるほどなあ」

　サトルが深く頷うなずいた。

「じゃあ、相手を間違って呪じゅ詛そしちゃう可能性があるってことなんだ」

「遺い書しよに書かれていたんだからまるっきり間違っていることはないだろうけど、殺しちゃうのはどうかってこと」

「それで、テングサはどうしたい」

　言ったのはあっちゃんだ。

　そうだ。問題は僕がどうするかだ。何しろ邪じや神しんはその呪詛を受理しちゃったんだから。

「うん、だからね、なんか違う解決の方法があるんじゃないかって思うんだけど……」

　その時タイミングよく、からんからんとカウベルが鳴った。

「テングサめっけ～」

　頭頂部に開けた穴から漏れているかのような甲かん高だかい声が聞こえた。ピカビアだ。

「おお、愛人登場」

　サトルが大きな声で言う。

「ち、違うって」

　慌あわてて否定するが、どう考えても否定しているその態度が我われながら怪あやしい。もちろん、愛人なんかじゃないのだけれど。

「テングサの愛人です、よろしくお願ねがいします」

　ナツメグに向かって会釈した。

「おい、こら、いい加減にしろ。あっ、恵めぐみさん、違いますから。こいつ頭がおかしいんですよ。不幸な生おい立たちがそうさせたんでしょうね」

「何が不幸な生い立ちよ！」

　ピカビアに後頭部を平手で思い切り叩たたかれた。

　派は手でな音が店内に響ひびき渡った。

　叩き返すべきか怒ど鳴なるべきか、怒鳴りながら叩き返すべきかと一いつ瞬しゆん考えたが、ナツメグがけらけらと笑っているのを見たら、もうどうでもよくなってきた。

　ええい、どれだけよくある古くさい表現であったとしてもなんでもいいから言っちゃおう。

　ナツメグの笑え顔がおは太陽のように明るいのである！

「あっ、そうそう。全然話題変えちゃっていい？」

　ナツメグが言った。

「もうがんがん変えちゃって下さい」

　サトルが即答である。

「どんな話であろうとしっかりと受け止めますから」

　僕は真剣に言った。

　わかったわかったという顔で、ナツメグは話を始めた。

「この間からさあ、なんだか酷ひどい目にばかりあうんだよ。ついてないのかなあ。一週間前に歩道橋から落ちそうになったの、話したっけ」

　聞いていなかった。なんだそれは。

　僕たちはぶるぶると首を横に振る。

「つまずいちゃって、それで一番上の段からぽーんと跳んだの。それがさあ、なにしろ私って運動神経がいいから」

　うんうん、と三人そろって頷うなずいた

「途中でぽんと段を蹴けって、見事に下に着地したの」

「すごい～」

　僕たち三人はそろって拍手をした。

「馬ば鹿か」

　ピカビアが呟つぶやく。

　馬鹿だ。確たしかにこれは馬鹿だ。自分でも馬鹿だなあと思う。しかしそれでもやめられないのである。ナツメグ全肯定である。賛さん美びである。崇すう拝はいである。もう、半分以上信仰である。

「それでさあ」

　ナツメグの話は続く。

「三日前は駅のホームで列車を待ってたら、いきなり横にいた男の人に腕を摑つかまれて」

「えっ」

　三人が声をそろえた。

「その男が線せん路ろに向かって飛び込もうとするわけ」

「ええっ！」

　またまた声をそろえた。

「慌あわてて腕を振り払ったんだけど間に合わなくて」

「えええええっ！」

　そろえまくった。

「下に落ちちゃった」

「落ちちゃったじゃないでしょ！」

　思わず立ち上がって怒ど鳴なっていた。

　まあまあ、とあっちゃんとサトルに腕を摑まれて、ゆっくりと腰を下ろす。

「それで、どうしたんですか」

「とっさに、ほら、ホームの下に隠れるとこ、あるじゃない。あそこに二人ふたりとも入ってなんとか無事だったんだけどね」

「そいつはなんだったんですか」

　僕は憤いきどおりも露あらわに言った。

「急に死にたくなったんだって」

「一人ひとりで死ね」

　吐き捨てるように言ったのはあっちゃんだ。

「一人で死ぬのは寂さびしいって思ったらしいんだよね」

「何を身勝手なことを」

「殺す。そいつ絶対に殺す」

「今度自殺する前に殺す」

「死ぬ前に殺す」

　僕たちは口々にその男をののしった。

「でもさあ、その男の人が言うには、なんで急に死にたくなったのかがよくわからないんだって。すみませんすみませんって土ど下げ座ざするから」

「許したんですか」

　僕が尋たずねると、ナツメグはこくりと頷うなずいた。可愛かわいい。歳とし上うえだけど可愛い。歳上だからかもしれないけど可愛い。可愛すぎ。可愛い死ぬ。ここで死ぬ。僕が死ぬ。

　それでも言うべきことは言った。

「恵めぐみさん優やさしすぎですよ。危あやうく死ぬところだったんですよ」

「だよね」

　まるで実感のない顔でそう言うと、話を続ける。

「それで今日きようなんだけど」

「まだあるんですか」

　ちょっと嫌いやな感じがした。それってもしや、誰だれかの呪じゆ詛そ。

「さっきここに来る途中なんだけどね、ここを出て表通りの広い道に出たところの交差点。あそこで、急に道を外はずれた車が歩道につっ込んできてさあ、角にパン屋があるじゃない。あのパン屋のショーケースに、がっしゃん！　って。私ももう少しで巻添え喰くららうところよ」

「その運転手殺す」

　あっちゃんが言った。

「必ず殺す。わしが殺す」

　サトルが言った。

「ほんと、死んでたかもよ。車はぐしゃぐしゃになってたから」

「気をつけて下さいね。二度あることは三度も四度もありますから」

　呪詛では、とは言わなかった。言えなかったのだ。まだ確かく証しようがあるわけじゃないし、そんなことを言ったらナツメグが怯おびえるのは明らかだ。対処法もないうちに不安感だけ煽あおっても仕方がない。よく考えて原因を探り、僕がナツメグを守るのだ。おお、なんという素す晴ばらしい言葉の響ひびき。僕がナツメグを守るんだ。守るんだ守るんだ、と頭の中で何度も「守るんだ」がぐるぐると回った。

「心配してくれてありがとう。そうだよね、もう私一人ひとりの身体からだじゃないんだから」

「えっ！」

　僕とあっちゃんとサトルとピカビアの四人が、まったく声をそろえて同時にそう言った。

「それってどういうことでしょうか」

　僕はおそるおそるナツメグに尋ねた。

　彼女はあっさりとこう答えた。

「言ってなかったっけ。子供がいるの、ここに」

　ナツメグはいつものサイズと変わらないように見えるお腹なかをそっと撫なでた。

　その意味がはっきりと理解できるまで、みんな少しばかり時間が掛かった。

　そして僕たちは悲鳴混じりの声をあげながら、それぞれに床ゆかに転げ落ちたのだった。

　なんだって！

　こども！

　こもど！

　どこも！

　みんな意味のわからないことを口走っていた。突然十字軍に襲おそわれたイスラムの村人かなんかみたいに、僕たちは茫ぼう然ぜん自じ失しつしたのである。

　あまりにも唐とう突とつだった。

　でもね、現実世界ではどんなことだって唐突に始まるのだ。ドラマのように伏ふく線せんを張ってくれたりはしない。前々からわかっていることなんてほんのわずかしかない。だから僕たちはいつも現実に驚おどろかされることになる。

　ナツメグが大学生の男とつきあっているとか、社会人の誰だれかとつきあっているとか、不ふ倫りんしているとか、ちょっと大人おとなびた風ふう貌ぼうのナツメグにはそんな噂うわさがいっぱいあった。そして同級生との噂だけはなかった、なんとなく高校生にとっては高たか嶺ねの花はなのイメージが在学中からあったからだろうか。校内ではあまり近づこうとする男子もいなかった。大胆に近づくのは女子の方だ。ホッケー部のエースでスポーツ万能。さばさばしてるのに愛らしい性格のうえに長身短髪と、女子にモテモテ要素をたっぷり兼ね備えていたからだ。バレンタイン・デーには女子から山ほどチョコレートをもらっていた。

　そのナツメグが……。

　訊ききたいことは山ほどあった。いつ妊娠がわかったのか。相手は誰なのか。やっぱり年上？　不倫とかなら相手のオヤジを殺してやる。なあ、みんな。うんうん。と僕たちは目と目で会話をしたが、誰一人ひとりとして直接ナツメグに訊こうとはしなかった。あの空気を読まないサトルまでもが、だ。

　それでもこれだけは訊いておかねば。

「あの、つまりそれはやはり結婚するとか、結婚したとか、というような」

「してないし、する予定もないよ。ココロ君、してくれる？」

　うぇ、と踏みつぶされたトカゲみたいな声を出した僕は、それから慌あわてて気を取り直して直立不動で最敬礼して「光栄であります！」と言ったのだった。

「結婚してくれるの」

「もちろんであります」

　直立不動のままである。

「年上で子持ちだけど」

「関係ないであります」

「優やさしいなあ、ココロ君」

　ナツメグは子犬にするように、ぐしゃぐしゃと僕の頭を撫なでた。このままこの世が終わっても満足だ。

「でも君には愛人がいるじゃん。ねっ」

　最後の「ねっ」はピカビアに対しての「ねっ」だ。そしてピカビアはものすごく嬉うれしそうに「うん」と返事をしたのだった。

　一人ひとり脱落、とあっちゃんが呟つぶやいた。

「いやいやいや、ちょっと待って。ピカビアがなんで僕の愛人──」

　言い終わる前にサトルが割り込んできた。

「わたくし佐さ藤とうルキアはですね、家が洋装店をやっておりまして、わたくし将来は家業を継ぎ、デザイナーになってですね、ブランドを立ち上げるつもりでおります。まあ、言っちゃあなんですが、こいつらみたいに将来のビジョンがない阿あ呆ほうどもとは違うわけでして」

「みんなありがとう。でも私はね、まだ結婚する気はないな。しばらくは子供を一人で育てるつもりだから」

　強い人だなあ、と僕は思う。

　でも強い人と強がりを言う人とは紙かみ一ひと重えだ。だから強く見えれば見えるだけ、どこかもろく見えたりもする。だから僕は、いつかナツメグに向かってこう言うのが夢なのだ。

　──大丈夫。僕が君を守ってあげるから。

　ええと、なんの話をしていたんだっけ。何しろあまりにも衝しよう撃げきが激はげしくて、それまでの話題がすべて吹っ飛んでしまったのだ。呪のろいのことなんか、頭からすべて抜け出てしまった。というわけで、呪いの話はまた後日となる。
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　その後日。

　僕たちは部室に集合して、延々と話を続けていた。どうして場所が『不ふ眠みん症しよう』ではないのか。みんなは──ぼくもそうだけど──喫きつ茶さ店てん代がそろそろ足りなくなってきたから節約のため、などと言っているが、噓うそだ。

　あれから僕たちは、本人の前ではできないようなナツメグの話ばかりしているからだ。もちろんそのすべてが憶おく測そく……いや、妄想だ。

　あんなことやこんなことや、考えてはならない不道徳なあれこれをつい妄想してしまい、懺ざん悔げでもするようにそれを友人たちに告白し、嘆なげくのだ。

　ああ、僕はなんていやらしい最低の男なんだろう、って。

「いや、大丈夫だよ」

　サトルが僕の肩を優やさしく叩たたいた。

「それは仕方のないことなのだよ。僕だって昨日きのうは」

　と告白大会が延々と続くのだ。あっちゃんまでもがそれに参加していた。

　だって、妊娠だよ。に・ん・し・ん。

　一週間。丸々一週間、僕たちは部室にこもり語り合い懺ざん悔げした。ちなみに僕たち三人は社会科学部に所属している。社会科学部員には三年生がいない。つまり僕たちが最上級生だ。しかも二年生は僕たち三人だけ。五人いる一年生を追い払えば、部室を使い放題なのである。

　部室には小さなテレビがある。どこから拾ってきたのかわからないミニサイズのブラウン管テレビだ。室内アンテナをあちこち動かして使う旧式のこれには、ノイズだらけのアバンギャルドな映像が映るのだ。単に映りが悪いだけなのだが。しかし音声だけはまともに聞こえるので、ＢＧＭ代わりにこのがらくた同然のテレビをつけっぱなしにしていることが多い。

　その時もそうだった。

　テレビからはずっとお昼のニュースの音声が流れていた。画面は相変わらず色の洪水だったけれど、それ以上に僕たちの頭の中はぐしゃぐしゃだった。何しろ切なく苦しい上に自じ己こ嫌けん悪おやらついでにちょっとばかしの性欲までがうにゃうにゃと頭の中で蠢うごめいて、何が何やらわからない状態にあったのだ。

　最初にそのことに気がついたのは、一番冷静なあっちゃんだった。

「今の名前、知ってる」

「ん？」

「今の名前、知ってる」

　あっちゃんは繰くり返した。

「なんのこと」

　僕が訊きいた。

　あっちゃんは黙だまってテレビを指さした。

　僕とサトルは、見えもしないテレビを見る。どこから出してきたのか、サトルはうまい棒をむしゃむしゃ食べ出した。ニュースをやっているようだった。滑かつ舌ぜつがやたらいい男が、どこかで女子中学生が轢ひき逃にげされたとかなんとか言っている。

「誰だれ、知ってる人って」

　サトルが言った。

「轢き逃げされた子が知り合いなの？」

　僕は言った。あっちゃんは答えずに、じっと黙って考えていた。退屈な時間は五分と我が慢まんできない僕とサトルが、すぐに馬ば鹿かで下品な話をし始めたその時だ。

　あっちゃんがいつになく大きな声で言った。

「呪のろいだ」

「呪のろい？」

　頭の悪いオウムみたいに、僕とサトルは声をそろえて繰くり返した。

「あの危ないおばさんの呪い」

　いつものトーンに戻ったあっちゃんが、ぼそりと呟つぶやく。

　錆さびついていた頭が、ゆっくりとその内容を復唱していった。

　危ないおばさん。

　呪い。

　二つのワードは、やたら鈍にぶい旧式のパソコンで検索しているぐらいの、ゆっくりとした時間を掛けて、僕の頭の中で解答へと結びついていく。

　そしてようやくそれが何を意味しているのかがわかったのである。

「あの時、僕に呪じゆ詛そ殺人を依頼したあれ！」

　自分でも驚おどろくほどの大きな声で僕は叫んでいた。

「あああああ」

　サトルが奇声を上げた。

「あああああの時のあれか。確たしか呪殺したいと言ってた一人ひとりの名前だ。素す敵てき！」

「そう素敵！」

　僕も声を張り上げてしまう。

「山やま城しろ素敵」

　あっちゃんが言った。

「よくそんなことを覚えてるよなあ」

　サトルが心底感心したように言うと、あっちゃんはあきれた顔で言った。

「山城素敵なんて名前を忘れている方に問題あり」

「まあね」とサトル。

「確たしかに」と僕。

「それで、素敵は死んじゃったの？」

　僕が尋たずねると、あっちゃんは無言で頷うなずいた。

「呪詛のせい、だよね」

　言ったのはサトルだ。

「たぶんそうだろうと思うけど、そうじゃないかもしれない。そんなことは誰だれにもわからない。だからこそ法的には関係ないって解釈されているわけだし」

　そこまで説明して、それから不意に、改めてそれがどんなことを意味しているのかに気がついた。

「死んだんだ……」

　僕は呟いた。

　沈ちん黙もくが続いた。

　僕にしても、自分の担当した呪じゆ詛そで人が死ぬなんてことは初めてだったのだ。事故やなんかはあったけれど、殺人の依頼は初めてだった。いや、依頼は何度かあったのだけれど、一度として受理されたことがなかったのだ。だから僕も、今回だって受理されはしないと思っていた。そんなことは実際にはないのだ、と。

　だが今回は受理された。そして呪殺は成功した。

　僕は一人ひとりの人間を殺したのだ……。

「なんとかしたいって言ってなかった？」

　あっちゃんが言った。

　そう、確たしかに僕はそう言った。一つ思い出すと次々に思い出した。もしかしたらナツメグに呪詛が掛けられているかもしれないってことまで。

「すっかり忘れてたな」

　僕は呟つぶやいた。

「仕方ないんじゃないの。何しろナツメグ妊娠だよ。呪詛の話なんかふっとんじゃうよ」

　サトルが言った。

「人類滅亡と宇宙人襲しゆう来らいとどっちが大事、みたいな話だよな」

　言ってからサトルは周囲を見回した。

「あれ、違った？」

　僕とあっちゃんは黙だまって首を縦たてに振る。

「轢ひき逃にげだって言ってたよな」

　サトルが話題を戻した。

「言ってた」

　答えたのはあっちゃんだ。

　できるだけ無む惨ざんな方法で、と言っていたのはどこまで叶かなったのだろうか。

　それはその週に発売された週刊誌の記事で知ることができた。

　彼女は事故現場の交差点から、延々一キロ近く車に引きずられたらしい。それがどんなことを意味しているのか、その週刊誌には発見者の談だん話わとして載っていた。

　──まるで大根をおろすみたいに、彼女の身体からだは半分ぐらいになっていた。

　いったい彼女はどれだけの間苦しんでいたのだろう。

　そしてそれは罰として相応ふさわしいものだったのだろうか。必要なものだったのだろうか。

　たとえ彼女が一人の人間を自殺に追い込んだのが事実であったにしても。

　邪じや神しんに正義はない。だからこそ邪神なのだ。そのことを僕たちは思い知った気持ちだった。
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「おまえさあ、耳からミートソース・スパゲティーのにおいがするんだけど」

　僕はサトルのそばで鼻をひくひくさせて言った。

「なんだよ、それ」

　サトルが不服そうに言う。

「スパゲティーにミートソースを掛けたもののこと。ちなみに好みで粉チーズを掛けるとおいしい」

　あっちゃんが言った。

「それぐらいはわかってるよ」

「わかってたら訊きくなよ。だいたいいつもここ来たら食ってるじゃん、ミートソース。大好物じゃん」と僕。

「だ～か～ら～、俺おれが言ってるのは、なんで俺の耳からミートソース・スパゲティーのにおいがするんだ、ってことだよ」

「ミートソース・スパゲティーのにおいじゃなくて、スパゲティー・ミートソースのにおい」

　僕が訂正すると「一いつ緒しよだよ」とサトルが言うので、明らかに違うじゃないかと説明しようと思ったのだが、意外に説明が難むずかしいことに気がついた僕は、とりあえず「一緒じゃないけどね」とぶつぶつと口の中で反はん論ろんしてみた。

「どれどれ」

　そう言うと、いきなりあっちゃんが鼻をサトルの耳に近づけて、ぼそっと呟つぶやく。

「ほんとだ」

「でしょ、でしょ」と僕。

「なんでサトルの耳はそんなにおいがする」

　あっちゃんが質問とも独り言ともとれる台詞せりふを言う。

「俺に訊かれてもわからないっつーの」

「やっぱりミートソースの食べすぎじゃないの」

　僕が適当なことを言った。

「そんなに喰くってない、っていうか、たとえ食べすぎてたにしても、なんで耳からそんなにおいがするわけ？」

「僕に訊かれてもわかんないって。臭におうのはおまえの耳なんだからさあ」

「そんなこと言っても、自分じゃ自分の耳の中の臭いなんかわかんないってば」

「あっ、そうか！」

　あっちゃんが急に大声を出した。

「夜中になったら耳の中にミートソース塗ってるんだ」

「塗ってねぇよ」

「自分でも気づかないうちに」

「塗ってねぇ！」

「眠っている間にお母かあさんが」

「だからないって！」

「呪のろい？」

「やだよ、そんな呪い」

　サトルが本当に哀かなしそうな顔をする。

「今までの話をまとめると」と僕が説明する。「誰だれかの呪いによって、前日のうちに作り置きしたスパゲティー・ミートソースを、夜中になってむっくりと起き上がったお母さんが、綿棒を使って丁てい寧ねいにサトルの耳の中に塗っているということなんだね」

「いったい君は何を聞いていたのだ、っちゅうか殺すぞ」

　サトルは僕を睨にらむ。

　というわけで、ようやく妊娠の妄想から解き放たれた我われ々われは（完全にってわけじゃないけど）、こうして再び喫きつ茶さ『不ふ眠みん症しよう』で馬ば鹿か話ばなしをしているわけである。しかもあんまりナツメグに心配を掛けるのもなんなので、しっかり祝日を選んでやって来たのである。学校はさぼっていないのである。それなりに心配りもしているのである。とはいえ、喋しやべっていることはいつものアレなのだけど。

　それはそれとして、例の呪じゆ詛そによる死のことも話したりするのだ。

「残った方の子は怖いだろうね」

　サトルが言った。たまにはまともなことも言うのだ。

「高たか橋はし可愛かわいだよね」

　僕が言う。

「本当に可愛いのかねえ」とサトル。

「本当にって、可愛は名前なんだから、噓うそも本当もないだろう」

「だけどさあ、不細工だったらやっぱり噓になるわけじゃない」

「だからそういうのは噓ってわけじゃないだろう」

「看板に偽いつわりあり」

　あっちゃんが言った。

「それだ」

　僕とサトルがあっちゃんを指さす。

「いや、そんなことはどうでもよくって、その高橋って子がまた」そこで一口コーラを飲んで、僕は少しだけ言葉を選んだ。

「呪じゆ詛その影えい響きようを受けて酷ひどい目にあうことは、どうなのってことなんだよね、問題は」

「ちょっと、やってみる？」

　言ったのはサトルだ。

「やってみるって？」

「運命への干かん渉しよう」

　言ったのはあっちゃんだ。どうやら二人ふたりの間では相そう談だんができていたみたいだ。

「何それ」

「だからね、俺おれたちに何ができるかわからないけど、とにかくちょっと調しらべてみてもいいんじゃないかと思うわけだよ」

「いじめ問題を？」

「っていうか、事実関係みたいなもの。テングサの言うみたいにさ、母親の調ちよう査さっていうのが唯一の真実である可能性って低いと思うんだよね。で、あのさあ、実は俺の妹が私立金こん剛ごう石せき女子中学部って通ってたわけなんだけど」

「ええっ！」

　僕はのけぞった。初耳だった。

「おまえ妹いたの。それって妄想とかじゃなくて？」

「ちげぇよ。いるってば。しっかりどっしりといるから。いや、あのまあ、いろいろと事情はあって、一いつ緒しよには住んでいないんだけどね」

「あえて事情は訊きくまい」と僕が言うと、サトルは嬉うれしそうに説明した。

「いやあ、ただ単に離り婚こんした前の母親のところに妹がいるわけ」

「確たしかにお父とうさんが再婚したって話はしっかり聞いてますけどね。妹のことは知らなかったよ。あっちゃん知ってたの？」

　あっちゃんが頷うなずく。

「僕だけ知らなかったってこと？」

「昨日きのう聞いたとこ」とあっちゃん。

「で、その妹が通っているのが金剛石女子。もう高等部に進学してるかもしれないけど、噂うわさぐらい聞いてると思うから、ちょっと調べてみるわ」

「お願ねがいします」

　僕は素す直なおに頭を下げるのだった。

　その時からんからんと派は手でにカウベルを鳴らして入ってきたのは小お津づゲスチエと木き村むらネチカの頭の悪そうなコンビだった。今日きようのネチカはびっくりするぐらい派手な色のチャイナドレスだった。しかも足あし下もとは膝ひざ上うえまである黒革のロングブーツだ。そしてドレスには、脇わきまで届きそうな大胆なスリットが入っている。陶とう磁じのように真っ白な腿ふとももがちらちらするのがまぶしい。僕はちらちらとのぞき見しているサトルの姿を確かく認にんした。途中で目が合って、深く頷き合う。あっちゃんはうつむいている。シャイなのか気がついていないのか、どちらかわからない。二枚目でクールなキャラをつくっちゃうと、後が大変なのだ。というようなわけで、チャイナドレスまわりに僕たちの興きよう味みが集中している間に、相変わらずの悪役顔で、ゲスチエは僕に迫ってきたのだ。

「てめぇのオヤジはなんて野郎なんだよ」

「なんかありましたか」

「あったっていうか、なかったっていうか、なんであんなに話が通じねぇんだよ。どこかおかしいんじゃねぇのかよ」

　僕は心から同意して深く頷うなずく。

「相手をするだけ無む駄だですよ」

「だよなあ。あっちと話をつけた方が早いかと思ったけどよ、こっちで書類をそろえてた方がずっと早く終わるよ」

「まったくその通りだと思います。で、書類をそろえてきてもらえました？」

「ほら、これだ。受け取れ」

　テーブルの上に書類が入った大きな袋をどんと置いた。

「今度こそ間違いないぞ」

　腕組みして僕を睨にらむ。僕は書類を取り出し、手早くチェックを始めた。普ふ段だんから山ほどの申しん請せい書類を相手にしているものだから、手早くもなるというものだ。それでも三十分はたっぷり掛かり、あっちゃんとサトルが馬ば鹿か話ばなしをひとしきり語り合い、ネチカはカウンターでビールを飲み始め、床ゆかが壊こわれるかと思うほどの激はげしい貧乏揺すりをしていたゲスチエは、うとうとと居眠りを始めていた。

「ええと、これなんですけど」

　僕が言うと、ゲスチエはびくりと頭を起こした。

「できたか」

　涎よだれを拭ぬぐう。

「あのね、肝かん心じんの申請書に法人実印がないんだけど」

「えっ、なになに、どこ」

「ほら、こことここね。印いん鑑かん証明とかもらってきてる？」

「だ、代表者の実印は押してあるだろう」

「ああ、それとこれとは別なんだよね」

「姐ねえさん」

　情けない顔で振り返ったゲスチエに、美しい弧こを描いてネチカの長い脚あしが激げき突とつした。

　鋲びようを打ったブーツのごつごつした金具だらけの部分がゲスチエの顔がん面めんを捉とらえた。

　びよ～～、と鼻血の尾を引きながら彼はカウンターに激突した。

　しかし僕もサトルも、そしてあっちゃんまでもが、哀れな男ではなく、きらきらするチャイナドレスのスリットから、ほとんど尻しりまではみ出したその脚あししか見ていなかった。

「恥をかかせんなよ！」

[image: ]

　見たことはないけれど、これこそ正しよう真しん正しよう銘めいの鬼女という顔で、ネチカはゲスチエを睨にらんだ。なんとなく自分が叱しかられたようで──何しろいけない部分までじっとガン見していたものですから──びくりとした。言っておくが三人とも同時にびくりとした。

「だって、姐ねえさんが」

　ゲスチエが言おうとした時だった。

　閃せん光こうのような蹴けりがその顔がん面めんを襲おそう。

　続きの言葉は、折れた歯と一いつ緒しよにネチカの爪つま先さきによって喉のどの奥に押し込まれた。

「それで終わりなんだな」

　ネチカは僕をぞっとするような目で睨みつけて言った。

「後は全部そろってます」

「わかった。次は間違いなく持ってくる。ゲスチエ、行くぞ」

「は、はい」

　鼻と口と耳からだらだら血を流しながら立ち上がり、ゲスチエはさっさと出て行くネチカの後を追った。

　あんなのとあまり果たし合いはしたくない。できれば受理されないことを、僕は僕の邪じや神しんに祈ったのだった。
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　邪神が基本的に司つかさどるのは運だ。

　結構派は手でなこともするけど、普ふ段だんはそれなりに地味なのだ。

　で、邪神を憑ひよう依いさせると、それの格に応じて憑依されたものも運がつく。とはいえ、それは邪神にとっての「運がよい」であって、憑依されているものの運のよさとは微妙に異なる。だから僕も、実生活ではそれほどついているとは思えないのだけれど、命にかかわるようなことになると、いろいろと運よく免まぬかれてきた……ような気がする。

　最終的には、それが邪神によるものかどうか、わからないのだけれど。

　じゃあ、その邪神の決定に逆さからうようなことをしたらどうなるのだろう。邪神はその気になればあっさりと一人ひとりの人間を殺すことができる。そんなものの決定を覆くつがえすことができるのだろうか。

「ねえねえ、テングサ」

　やってきたのはピカビアである。ちなみにここは放ほう課か後ごの教室で、僕は帰かえり支じ度たくの最中。ピカビアは別のクラスの女子だ。

「これ見てこれ見て」

　つき出したのは金魚とおっさんとパンダが合体したような奇怪な生き物がくっついたケータイストラップだ。

「可愛かわいいでしょ」

　自信満々である。

「これは駄だ目めでしょ」

「それでさあ」

　人の話は聞いてない。

「これあげる」

　同じストラップを指で摘つまんでいる。奇怪な生き物がぷらぷらと揺れていた。

「ほら、ペアペア。私とペア」

「いらないよ」

「遠えん慮りよしなくていいよ」

「遠慮じゃないって」

「おっ、また愛人が来てるね」

「おっす、サトル」

　ピカビアは嬉うれしそうだ。

「愛人でいいわけ」

　僕が言うと、意外そうな顔で答える。

「当たり前だよ。愛人だよ。愛される人だよ」

「んー、かなり解釈が間違っているような気がするんだけど」

「まあ、それほど間違いじゃないんじゃないっすか」

　サトルが適当なことを言う。

「よ、愛人」

「おっす、ヒャク」

　もうすっかり愛人で定着しているみたいだ。

「ねえねえ、ヒャクのことどうしてテングサとかサトルはあっちゃんって呼ぶの？」

「マジで言ってるの？　それともふざけてるの？」

　言われてピカビアはきょとんとしている。

「あのね、鈴すず木きの本名は鈴木アース。だからあっちゃん」

「ええっ、ヒャクって本名じゃなかったの」

　そんな本名があるわけないだろ、と言おうとしたのだけれど、「地球と書いてアースと読む」というのもかなり無む茶ちやなわけで、それを言うなら僕の本名もそこそこ無茶なわけで、そんなことを言える立場ではないことに今いま更さらながら気がついた。

「んじゃ、もしかしたら俺おれの本名も知らない？」

「えっ、サトルでしょ」

「違うよ。佐さ藤とう流る星き愛あだよ」

「ルキア！　そんな名前だったの。デブなのに」

「うっせいよ」

「だってウチのクラスのルキアはかなりのスリムだよ」

「そっちが間違いだよ。ルキアってのはふくよかなモンなんだよ。元々ラテン語で『幸多き脂し肪ぼうの人』という意味なんだから、俺のあり方が正しいんだよ」

「そうなの？」

　答えを求めて、ピカビアは僕を見る。

「んなわけないだろ」

　僕は答える。そんなこと信じる方がおかしいのだが。

　ピカビアはサトルに「この噓うそつきがぁ！」と叫んで、腹にへなへなパンチを叩たたき込んだ。

　ぼそ、っとものすごく平和な音がした。

「さ、じゃそろそろ行きますか」

　僕は鞄かばんを持った。

「あっ、夜や尿によう症しよう行くの？」

「だから不ふ眠みん症しようだってば」

「私も一いつ緒しよに行く」

「駄だ目め」

　僕は即答した。

「一緒に行くもん」

　ピカビアが僕の腕に腕を回す。ぐいぐい引っ張るものだから、彼女の胸が肘ひじに当たるではないか。

「ええい、やめろ！」

　振り払った。

　自分で思ったよりも力が入ってしまったようだ。よろけたピカビアが派は手でに尻しり餅もちをついた。

「あっ」

　ゴメンの言葉がなかなか出てこない。

「一緒に来たらいいじゃん」

　言ったのはサトルだ。言って手を出し、ピカビアを引っ張った。ピカビアは人形のようにひょいと立ち上がる。

「一緒に行っていいの？」

　酷ひどく悪いことをしているような気になって、不ふ承しよう不ぶ承しよう僕は頷うなずく。

「ひゃっほー」

　ピカビアは久しぶりに散歩に出した子犬みたいにはしゃぎ回った。

「そんなに嬉うれしいか」と僕が言うと「うんうん」と頷きながら、僕の周りを衛えい星せいのようにぐるぐると回る。

「行くぞ、愛人」とサトルが声を掛けると「あいよ！」といつの時代だというような返事をしてピカビアはついてくる。

　そのまま四人で『不眠症』へ向かって一いつ直ちよく線せんだ。

　カウベルに迎えられ中に入ると、ナツメグがにこにこしながらいらっしゃいと言った。様々な世せ間けんの疲れがすべて吹き飛ぶような笑え顔がおである。僕たちがそれほど疲れていないにしてもだ。

　ナツメグを見たとたん、ピカビアがわざとらしく腕を組んでくるのが鬱うつ陶とうしい。椅い子すに座るとその手をゆっくりともぎ取った。ピカビアは膨れっ面つらをするが、そんなことは無視だ。とにかく今日きようは話すべきことがいろいろとあるのである。

「で、サトル、どうだった」

「うん、倫りんちゃんに話を聞いてきたんだけどさ」

「誰だれだよ、りんちゃんって」

「妹だよ。それぐらい話の成り行きでわかってよ」

「すまんすまん、話を続けて」

「で倫りんちゃんの話によると、あっ、すみません。ありがとう」

　ナツメグからもらったおしぼりで、オヤジのように顔中をごしごしと拭ぬぐう。

「で、どうだったんだよ、あっ、僕コーラをお願ねがいします」

「私も私も」

「俺おれ、アイスココア」

「あら、スパゲティーはいいの？」

「ちょっと今月は節約モードなんで」

「コーヒー」

　あっちゃんはコーヒー以外は飲まない。でも特別好きだというわけでもなさそうで、いつも苦行僧のような顔ですすっている。

「それでだな」ようやくサトルが話を続ける。

「倫ちゃんはまだ現役の中学生でした。しかも同学年だったらしいよ。クラスは別だったみたいだけど」

「あのなんとか可愛かわいって子は」

「高たか橋はし可愛」

　あっちゃんが訂正した。

「そう、その可愛って子はまだ無事なの？」

「ここんところ学校を休んでいるらしいよ。で、やっぱりすごく怯おびえていたらしいんだよね。そりゃ怖いよね。名指しで虐いじめたって言われている二人ふたりのうち、もう一人ひとりが死んじゃったんだから」

「それだけじゃない。ネットで名前とか公表されちゃった」

　あっちゃんが怒ったようにそう言った。いや、本当に怒っているのだ。ああ見えて、あっちゃんは正義感が強い。

「そうなんだよね。家にもいたずら電話とかあったり、人殺しとか落書きされたりして大変だったらしい。でも意外なことに、学校の友達は彼女たちに同情的だったらしいんだよね。というのもさ、お母かあさんの態度が尋じん常じようじゃなかったんだって」

　そこでサトルは置いてあった水をごくごくと飲み干した。そしてぶはあ、と息をついてから、話を再開する。

「学校に包丁持ってきて飛び込んできて、殺してやるって先生相手に大おお暴あばれだったらしいよ。学校が警けい察さつに連絡しなかったらしくて、逮捕とかにはならなかったみたいだけどね。ネットに名前を公表したのも、あのお母さんじゃないかって言われてるんだってさ」

　あの暗く、歪ゆがんだ意志を秘めた顔を、必ずやつらを殺して下さい、と言って僕を睨にらんだ、あの悪意に満ちた目を、僕は思い出した。まるで悪あく霊りようのようなあんな人が乗り込んできたら、確たしかに悪い噂うわさの一つや二つは囁ささやかれるだろう。

「邪じや神しんによる呪じゆ詛そが受理されたことも、お母かあさんが自分のホームページで発表しちゃったらしいよ」

「それはつまり、嫌いやがらせのためだよね。もうすぐおまえは呪のろい殺されるぞっていう」

　僕は見知らぬ人の猛烈な悪意にうんざりする。

「そうやって対象を追い詰めることが呪いの本質だって言われてるから……。ある意味お母さんは邪神の呪詛が効果なかった時の保険を掛けてるってことか」

　あっちゃんが誰だれに聞かせるでもなく言った。

「それで、素す敵てきって子を轢ひいた犯人は見つかったの？」

「まだみたいだよ」

　サトルの答えを聞いて、僕は考え込んだ。

　嫌な想像で頭がいっぱいになる。

「何考えてんだよ、テングサ」

　サトルが僕をつつく。

「なんか、ちょっと引っかかるんだよね」

「何が」

　サトルの問いにはあっちゃんが答えてくれた。

「本当に呪詛が発動してるかどうかを疑ってる」

「えっ、どういうことよ。さっぱりわかんねぇよ」

「早すぎるような気がするんだよね」

　僕が言った。

「受理されるのがか」

「それも早かったけど、結果が出るのが早すぎると思うんだよ。受理されてから一週間後だよね。あの人には一、二週間は掛かるって言ったけど、一か月待たされるのだってざらなんだよね。それが一週間っていうのはちょっと早すぎるような気がするんだよ」

「でも呪いが発動してないのに、どうしてあの子は死んだわけだよ。偶ぐう然ぜんだって言いたいわけ」

「偶然じゃない。タイミングよくそんなこと起こるわけがない」

「じゃあ、どうして」

「お母さん」

　あっちゃんが呟つぶやく。

「そうなんだよね」

　僕が頷うなずく。

「えっ、何。二人ふたりだけでわかっちゃってるの」

「二人ふたりの態度に嫉しつ妬と嫉妬。私にも教えてよぉ」

　ピカビアが僕の肩に手を回してそう言う。

「一週間から二週間待ってくれ、って僕があの人に言ったんだよ。その最短の一週間をぎりぎり待って、事件が起こった。つまりあれは、お母かあさんがやったんじゃないかって、僕は思ってるんだ」

「やったって、それって……」

「呪じゆ詛そじゃなくて普通の殺人」

　あっちゃんが言った。

　しばらくは誰だれも何も言わなかった。やたら静かだ。厨ちゆう房ぼうの奥にある換かん気き扇せんの音だけがやけに大きく聞こえる。そういえばこの店はＢＧＭが流れていないんだよなあ、有ゆう線せんぐらい流していそうな店なのに、考えてみればおかしいよなあ、なんでだろう、などとよけいなことを僕がついつい考えてしまうだけの時間、みんな沈ちん黙もくしていた。

「ねえねえ」

　口火を切ったのはピカビアだった。

「あのさあ、それって結局なんの話？　私にも教えてよ」

「何も知らずに嫉妬とか言ってたのかよ」

　僕が言うと、ニコニコしながら「うん」と答える。

「あのね、この間テングサに呪殺申しん請せいがあってね」

　話し出したのはサトルだ。

　彼がここまでの話を懇こん切せつ丁てい寧ねいにピカビアに教えている間、僕はこれからどうすべきなのかを考えた。そして思いつきを言ってみた。

「直接、訊ききに行ってみるか」

「なに、なに。誰だれに何を訊きに行くの」

　サトルは嬉うれしそうだ。

「行く行く。なんだかわかんないけど行く」

　ピカビアがはしゃぐ。

「あのお母さんに、真相を問いただそうかと思うんだ」

「そんなことして、本当のことを言うと思う？」とあっちゃん。

「言うかもしれないよ。何しろ僕には邪じや神しんが憑ひよう依いしているんだから、運がついているはずだろ」

「でもそれって邪神にとってはどうなんだろう。邪神にとって不利なことに邪神が協力する？　それどころか邪じや魔まをしてくるかもしれない」

　あっちゃんの意見はいつも冷静だ。

「かもしれない、でも、どっちにしても、真相を知られたからって、口封じに殺されたりはしないってことだよ。それは邪じや神しんジゴ・マゴが何とかしてくれるだろうからね。だから僕は訊ききに行く。でもみんなのことを邪神が守ってくれるかどうかはわかんないから、とにかく一人ひとりで行ってくるよ。結果は必ず教えるから」

「じゃ、頼んだよ」

　サトルが僕の背中をどんと叩たたいた。

「いや、そこまであっさり引き下がらなくても……」

「ここは私の出番じゃろ」

　そう言ったのはピカビアだ。

「何が出番じゃろ、だよ。村の長老かよ」

「あのね、私なら中学生で充分通用すると思うんだよね。あの熟じゆく女じよとは違ってさあ」

「熟女って誰だれ」

　ピカビアはナツメグを指さした。

「馬ば鹿かじゃないの。おまえより二歳歳とし上うえなだけじゃん。そんなのどう考えても熟女とは言わないよ。謝あやまれ。恵めぐみさんに謝れ」

「私なら熟女でいいわよ」

　厨ちゆう房ぼうの奥からナツメグが言った。笑っている。ちょっとばかり真剣になってしまった僕は、なんだか底の浅い人間だってことがばれたみたいで、たちまち顔が赤くなる。

「まあ、恵さんのことはおいといて、確たしかにロリ顔のピカビアなら、中学生でも通用するよな」

　サトルが言った。

「でしょ。わたしなら同窓生ですって会いに行くことも可能だと思うな。真相を話すかどうかはわからないけど、それでも会ってはくれるかも。男三人で行っても、追い返されるだけだと思うけど」

「僕は追い返されないよ。邪神法人の当事者なんだから」

「決定！　それじゃあ、私とテングサであのおばさんのところに行きましょうよ」

「なんでそうなるんだよ」

「決定！　決定！」

　ピカビアに腕を引かれて立ち上がる。じゃらじゃら、と彼女はテーブルに小銭を置いた。

「お姉ねえさんがテングサの分も払っとこうか？」

「誰がお姉さんだよ。おまえが姉になるぐらいなら、来らい世せまで一人ひとりっ子こでもいいよ」

　ポケットを探って、僕も小銭をテーブルに置く。

「じゃ、行ってきま～す」

　ピカビアが腕を組んでぐいぐいと引っ張る。だから当たるってば。

「なんかあったらケータイに電話して。僕たちはここにいるから」

　そう言うと、あっちゃんはいつものように不ま味ずそうにコーヒーを飲んだ。

「いってらっさ～い」

　サトルが手を振った。

　そしてカウベルの音に送られ、僕たちは『不ふ眠みん症しよう』を出たのだった。
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　書類にあった住所をもとに、僕たちはその家を探した。そろそろ陽ひが傾きかけていた。住宅街だ。大きくて小こ綺ぎ麗れいな家が並んでいる。夕食の支し度たくをしているのだろうか。どこからかおいしそうなカレーのにおいがする。それぞれの家にそれぞれの生活があるのだろうけれど、不幸とは無む縁えんな人ばかりが住んでいるように思える町並みだった。

　住所表示を見ながら、幸せな町の中を歩く。家路を急ぐ子供たちの姿をよく見る。自分が今しようとしていることを考えると、酷ひどく切なく、僕はピカビアの手を握った。握り返す彼女の掌てのひらの暖かさが救いだった。

　設楽したらの表ひよう札さつを見つけた。

　やはり不幸とは無縁な瀟しよう洒しやな一戸建てだ。

　インターホンを鳴らす。だが誰だれも出てこない。この時間なら夕食の買い物に出ているのかもしれない。書類にあった家族構成を思い出す。子供は娘一人ひとりだった。夫とは事件の直後に別れていた。つまりここに一人住まいのはずだ。一人暮らしなら、外食に出ている可能性だってある。

　帰ろうか。

　ピカビアにそう言おうとした時、

「あっ、扉とびらが開いちゃった」

　彼女がわざとらしくそう言った。

　門柱の間の華きや奢しやな扉が、大きく開いた。玄関まで続く前庭の敷しき石いしが、こっちへこいと誘っている。

　始まっているのだ。

　直感的に僕はそう思った。

「ここで待ってろ」

　僕はピカビアに言って、中に入った。すぐそこに大きな車庫がある。中に白い布のシートを掛けた車が一台停とまっていた。

　僕は迷わずそれに近づく。

　シートをめくり上げた。運転席側のバンパーがへこんでいる。ぴかぴかに磨かれた車体に、よけいそれが無む惨ざんな傷口に見える。

　運転席横のドアに、何かがこすれたような傷があった。それはサイド・ウインドウの後ろ端を中心として弧こを描いていた。

　背後に回った。壁かべと車体の間に、有名百貨店の大きな袋があった。中にボロ布がつっ込んである。ためらったのはちょっとの間だ。僕はその布を取った。じゃらじゃらと音がして太く長い鎖くさりが落ちた。鎖の先には鉤かぎがついている。事故車を牽けん引いんする時に使うような鎖だった。

　僕はそれを布で包み込んで袋の中に戻した。

　僕の頭の中で妄想が膨ふくらんでいく。

　あったかもしれないそれが、はっきりと絵となって見える。

　交差点近くで待たい機きして、通りかかった山やま城しろ素す敵てきを撥はねる。

　倒れた少女の首筋に鉤を引っかけ、運転席に乗り込む。後ろではなく運転席側に鎖を持ってきたのは、バックミラーで引きずっているそれを見ることができるからだ。

　それから一人ひとりの少女が肉にく塊かいになるまでおよそ一キロ、車を走らせる。

　嫌いやな汗が流れた。

　胸がむかむかする。

　それが本当かどうかはわからない。ただの妄想かもしれない。それを確たしかめなければ。

　僕は玄関へと向かう。ドアノブに手を掛けた。

　なんの抵抗もなく、扉は開いた。鍵かぎは掛かっていなかったのだ。

　やはり始まっていたのだ。邪じや神しんジゴ・マゴが運命の機械を操そう作さし始めた。これは運命なのだ。すべてが一点に向かって動き出したのだ。もう誰だれにも止めることはできない。こうなると僕はただ邪神の操あやつる機械の歯車にしか過ぎないのだ。

　家の中へと入った。

「テングサ……」

　後ろからピカビアが来た。僕の肘ひじのあたりを摑つかんでいる。僕は引き返せとは言わない。たぶんこれもまた運命なのだ。

　饐すえた臭においがした。

　埃ほこりとカビの臭い。放置した下着類の臭い。乾いた唾つばと糞ふん尿にようの臭い。

　病やんだ心の臭い。

　埃はうっすらと積つもり、壁には黒カビがロールシャッハのような模様を描いている。

　まるで廃はい墟きよのようだった。

　そこかしこにカップ麵めんのスチロールのカップと空からのペットボトルが捨て置かれていた。

　薄うす暗ぐらい階段を二階へと上っていく。

　異様な扉とびらがあった。

　びっしりと貼はられているのは一人ひとりの少女の写真。友人たちとのプリクラ写真。少女らしい文字の手紙。そして遺い書しよと血まみれのリボン。おそらく金こん剛ごう石せき中学の制服のものだろう。写真には、そのリボンをしめた少女──つまりあの女の娘、設楽したら美み咲さきの姿が写っていた。

「たぶん彼女の部へ屋やよ」

　ピカビアが言った。

「きっと、あの日のままになってるんだ」

　僕の目はもう次の部屋へと移っていた。おぞましい気け配はいが臭気となって部屋から流れ出ていた。邪じや神しんに憑ひよう依いされたものがすべてそうかどうかは知らないけれど、僕は憑依された時からこういう「気配」に敏感になった。

　扉とびらを開いて中に入る。おそらくかつては夫婦のベッドルームだったのだろう。その広いベッドの上に写真が並べられていた。

　ピカビアが小さな悲鳴を上げた。

　その写真には、鎖くさりで引きずられる少女の姿が連続で写されていたからだ。

　そこに読んでくれと言わんばかりに、一冊のノートが置かれてあった。

　僕はそれを取り上げ、ページを開く。

　日記だった。

　書いているのはおそらくあの母親だろう。

　日付は娘が死んでひと月後から始まる。怨うらみをはらすためにはどうするのが最適かという試し行こう錯さく誤ごが、その日から始まっていた。文章は酷ひどく読みにくく、想おもいだけが先走った奇怪な呪じゆ文もんのようだった。まともに読んでいると、その毒気にこちらの精神まで汚染されそうな文章だった。適当に読み飛ばし、僕のところに相そう談だんをするあたりにまでやってきた。呪殺申しん請せいが受理されたというオヤジからの電話に狂きよう喜き乱らん舞ぶする様がおぞましい。

　それからはまったく僕の想像どおりのことが行われていた。彼女は僕の言葉どおりきっちりと一週間待ち、犯行に及んだのだ。その時の様よう子すは、喜ばしげにねちねちと執しつ拗ように描かれている。

　すぐに二人ふたり目めに取りかからなかったのは、やはり恐怖を与えるためだった。友人との旅行を計画するように、うきうきした筆致で次の殺人計画をたてている。

　最後のページは今日きようの日付だった。

　この日高たか橋はし可愛かわいの両親が親族の葬そう儀ぎで出かけることを彼女は調しらべ上げていた。あれ以来引きこもっている可愛は、一人ひとりで家に残っているはず、と書いてある。葬儀の場所も時間も調べてあり、両親が帰ってくるのを午後八時過ぎのはずとしていた。そしてその直前に仕事を済ませるのだと。

　ケータイを取り出して、あっちゃんに連絡した。

「間違いないよ」

　僕が言った。

「やっぱり。でどうしたらいい」

　後ろからサトルの馬ば鹿か笑いが聞こえる。あまりの温度差に、夢を見ているような気分になる。

「可愛かわいの住所、わかる？」

「サトルがわかるって」

「とにかくすぐに警けい察さつに連絡して高たか橋はし可愛が殺されそうだって言って。信じないなら邪じや神しん法ほう人じんジゴ・マゴの名前を出してもいいし、とにかく設楽したらの家まで来てもらったら、二階のベッドルームにある日記を読んでもらうように言って」

「もしかして今殺しに向かってるとか」

「そうだと思う。僕たちは今から可愛の家に向かうから。もしかしたら間に合うかもしれない」

「間に合ったらどうする」

「……助けるさ。もちろん」

「わかった。警察に連絡したら僕たちも可愛の家に行くよ。じゃあ、気をつけて」

　電話が切れた。

「行くぞ」

　僕はピカビアの手を引いた。

「あいよ！」

　景気のいい彼女の返事がちょっとだけ救いだ。

　家を出た。家を出て走った。

　可愛の家まで、ここからだと普通に歩けば十分も掛からない。走れば五分で着くだろう。

　僕たちは走る。

　夕暮れの町を僕たちは必死になって走る。

　太陽は不ふ吉きつに赤く膨ふくれ、家々の向こうへと沈み込もうとしている。幸せそうな町は、ぶよぶよとした赤い太陽に飲み込まれそうだ。

　目的地が見えてきた。

　可愛の家はこぢんまりした真新しいマンションだった。当然のように入り口はオートロックだ。しかし運は邪神の歯車である僕の方にある。

　ちょうど配達に来たピザ屋の後ろについてエントランスホールに入り込んだ。ピザ屋と仲良くエレベーターに乗って五階に。

　近づくにつれて胸がどきどきしてきた。

　今いま更さら、どうしたらよいのかわからなくなる。このまま乗り込んで、それでどうしたらよいのだろう。そんな僕の気持ちを読んだのか、ピカビアはしっかりと僕の手を握ると「なんとかなるさ」と微笑ほほえんだ。

　いざとなると、なんで女は根性が据わるんだろう。ろくでなしのオヤジと母かあさんが喧けん嘩かした時も、あの意味不明のろくでなしが、必ず最後は母さんに謝あやまっていたのを思い出す。

「ここだ」

　ピカビアが言った。

　表ひよう札さつに高たか橋はしの名がある。部へ屋や番号も間違いない。

　ノブを持つと、あっさりと扉とびらが開いた。

　すべては運命だ。

「ここで待っていて」

　僕はピカビアに言った。ピカビアはじっと僕の目を見て、うん、と頷うなずいた。

　玄関に入る。

「おじゃましまーす」

　声を掛けた。間の抜けた声に間の抜けた台詞せりふ。

　中に入るかどうか迷っている間に、奥から現れたのは設楽したらの母親だった。

　元が何色だったのかわからない、赤黒くずっしりと濡ぬれたジャージを着ている。

　そしてその手には大きなナイフが握られていた。サバイバル用品の店で手に入れたのだと、あの日記に書かれてあったものだろう。

　その刃先から、赤く粘った雫しずくが垂れていた。

「やっぱり来たの」

　女は血ち塗まみれの手を見ながら言った。

「呪のろいの結果を見届けるつもり？　それとも、まさか私を止めるため？」
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　くすくすと楽しそうに笑う。

「それならもう遅いわよ。あの売女ばいたは奥で眠っている。見ない方がいいわよ。一時間以上かけて楽しんだから。ものすごい顔になってるわ」

　けらけらと笑う、その笑いまで血に塗まみれている。

「ああ、さっぱりした。命いのち乞ごいするから、死なないように顔を切り刻んだの。鏡かがみを見せながらゆっくりとね。そうしたら今度は殺して、だって。どっちなのよ」

　どうしたらいいのかわからない僕は、ただ彼女の話を聞いていた。

　喉のどがからからだった。

「なんて顔してるの。どっちにしてもこうなるはずだったんでしょ、呪じゆ殺さつ申しん請せいは受理されたんだから。やつらは死んだ。酷ひどい死に方をした。邪じや神しんさまさまだわね」

「これはすべて邪神の企たくらみだと思う」

　僕は言った。恥ずかしいくらい声がかすれていた。

「たぶんすべてが邪神の計画なんだと。あなたは邪神に導みちびかれて二人ふたりの人間を殺した。これがつまり呪殺したということなんだ。ジゴ・マゴはあなたを使って呪殺を完成させたんだ」

「まあ、それなら素す晴ばらしい邪神からのプレゼントね」

　女は女じよ優ゆうのように優ゆう雅がに微笑ほほえんで見せた。

「満足よ。すべて私の望んでいた通りになった。でもね、本当なら、あのクラスの全員、それにあの学校の教師たち全員。娘が追い込まれるままに放置していたやつらみんな皆殺しにしたかった。もしかしたら、邪神はそんな願ねがいも叶かなえてくれるかしら」

　じっと僕の顔を見てから、女は天てん井じようを見上げた。

「最後の願いを叶えてくれるなら、書類の提出なんてまだるっこしいことをしないで、私はこの身を捧ささげるわ。さあ、邪神ジゴ・マゴよ。やつらを皆殺しに」

　予想できたはずだ。

　今考えれば、そうするだろうことはすぐにわかる。

　しかしその時は、何をするつもりなのかまったくわからなかった。

　彼女はいきなり包丁を逆手で持つと、喉に突き立てた。

　何を言ったのか覚えていない。とにかく僕は叫びながら彼女に飛びかかった。

　ピカビアの悲鳴が背後で聞こえた。

　僕は女を押し倒す。

　包丁は深々と喉に刺さっていた。

　女は笑っている。

　血塗れで、声なく大笑いしている。

　喉から噴ふき出した血が、壁かべを真まっ赤かに染めていく。

　女は音もなく笑う。

　笑い声のかわりに出てくるのは血ち潮しお。

　やがてパトカーの音が近づいてきた。
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「ほら、ケツ拭ふくじゃない」と言い始めたのはサトルだ。例によって『不ふ眠みん症しよう』の中だ。

「なんの話」

　僕が訊きく。

「だからさあ、うんこしたらケツ拭くじゃない」

「そりゃ拭くよ」

「でさあ、時々ね、いくら拭いても現物が紙についてくることない？」

「確たしかにあるねえ。最後はケツが痛くなってくるんだよね」

　同意を求めようとあっちゃんを見ると「うちはウォシュレット」と言った。

「まあとにかくさあ」めげることなくサトルは話を続ける。

「なんか、ケツ全体がうんこでできてるんじゃないかっていうぐらい終わりなく無限に拭けるよなあ。あれ、いったいどうなってんだよ」

「原因を僕に訊かれてもなあ」

「じゃあ、誰だれに訊けばいいの」

「うんこ」

　そう言ったのはあっちゃんだ。

「あっちゃんがうんこって言った。あっちゃんがうんこって言った」

　サトルが大はしゃぎだ。

「おまえは小学生かよ」

「だってあのあっちゃんが『うんこ』だよ」

「ああ、うんこうんこうるさいんだよ」

　もう一生分ぐらいうんこと言っているような気がした。

「元気になってよかったね」

　スツールに腰を下ろして、ナツメグが言った。

「はい」とだらしなく笑いながら僕は返事をした。これほど素す直なおな高二の男子はまずいない。

　あまりにも衝しよう撃げき的てきなあの事件からひと月経たっていた。さすがの僕も、こうやってバカ友たちとくだらない話をするまでに、ひと月掛かったということだ。しばらくは悪夢を見てうなされては夜中に飛び起きていた。あの脳天気なピカビアだってずっと学校を休んでいたぐらいだ。

　それでもやがては日常に押し流されて、激はげしい感情には終わりが来る。僕は僕自身の回復力に驚おどろく。心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤなんてどこの誰の話だ。もちろん、全然影えい響きようがないかというと、それは噓うそだ。それでも僕はあの恐ろしい事件に押しつぶされはしなかった。それは僕がとびきり鈍どん感かんな人間であるからかもしれないけれど、それ以上に、いくつかの不幸中の幸いと言えるような出来事があったからではないかと思っているのだ。たとえば高たか橋はし可愛かわいは死んではいなかった。そして顔の傷も、一年もあればほとんどわからなくなるだろうという診断が下されていた。悪あつ鬼きのように見えた設楽したらの母親だが、それだけの気力も体力もなかったということなのだろうか。

　その彼女自身も、死ぬことはなかった。すぐに警けい察さつが駆かけつけたことがよかったのだろう。病院に運ばれ一命を取り留めた。これから彼女は法によって裁さばかれることになるだろう。自殺よりはずいぶんと後味が悪くない。

　これらもすべて邪じや神しんジゴ・マゴの計画なのだろうか。僕をＰＴＳＤから守るためにそうしたのだろうか。それとも僕があそこで邪神の邪じや魔まをしたがためにそうなったのだろうか。つまり僕がジゴ・マゴによって決定された運命を変えたのだろうか。

　それは僕自身にもわからない。

　いずれにしても、そういったあれこれが、僕自身の救いにもなっているのは間違いないのだ。

　などと真剣なことをずっと考えていることが不可能な環かん境きようにいたことを、僕はすぐに思い知る。

「今何か月なんすか」

　もう、その声自体が暢のん気きの塊かたまりである。

　もちろん妊娠のことを質問しているのだ。ナツメグへの無ぶ遠えん慮りよな質問は当然のことながらサトルである。

「四か月よ」

　全然お腹なかが目立っていない。聞いていなかったら、妊娠しているなんて気がつかなかっただろう。四か月ってそんなものなんだろうか。

「ここでバイトなんかしてて、大丈夫なんですか」と僕。

「あまりつわりも酷ひどくないみたいだし、こうやって動いている方が気が楽みたい」

「あっ、そうだ！」

　僕は唐とう突とつにそのことを思い出した。

　あまりにもいろいろなことがありすぎて、大事なことをすっかり忘れていたのだ。

「恵めぐみさん、あれからどうですか」

「どうって？」

「ほら、最近ついてないって言ってたじゃないですか。あれから事故にあったりしてないですか」

「ん、それが」

　黙だまってしまった。

「何かあったんですか」

　勢い込んで言ったのはサトルだ。

「やっぱりいろいろとあるの。この間父とうさんが倒れちゃって。心しん筋きん梗こう塞そくだったらしくて、それほど重じゆう篤とくじゃなかったんだけど、今入院しているのね。そしたらその間に弟が交通事故で、これも命にかかわるようなことじゃなかったんだけど、入院して、お母かあさんは二人ふたりの看病でへとへと。私も手て伝つだってるけどさすがに疲れちゃったよ」

　ナツメグはあまり弱よわ音ねなんか吐かない人間だ。だからこれはかなり追い込まれているということじゃないだろうか。

「妊娠四か月って、一番気をつけなければならない時期ですよね。気をつけて下さいよ」

　ぼそぼそとあっちゃんが言う。なんでそんなことを知ってるんだ。

　それはそれとして、そのことを聞いて僕はやはり思うのだ。

　一番気をつけなければならない時期に、様々な不幸が襲おそう。これは誰だれかの呪じゆ詛その結果なのではないだろうかって。呪詛の力は人の一生を狂わせる。それは前回の事件ではっきりとわかった。変な遠えん慮りよをしないで、はっきりと忠告すべきじゃないだろうか。

　僕は意を決してナツメグに忠告することにした。

「あの、それって、もしかしたら誰かが呪詛してるってことないですか」

「う～ん」

　悩ましげな顔でナツメグは考え込む。こんな時になんだけど、それはもうめちゃくちゃに心乱されるほど愛らしい表情だ。じっと見てはいけないと思いつつ、ちらちらとのぞき見る。

「それは私にはわからないなあ。どちらかと言えばテングサ君の専門だよね。テングサ君はどう思うの」

「おいおい、自分の専門分野で点数稼かせごうっていうのは卑ひ怯きようなんじゃないの」

　サトルが半ば本気でそう言う。

「違うよ。本気で心配だから訊きいたんじゃないか。何か心当たりはないかなと思って」

「ないとは思うんだけど、わからないなあ」

　ナツメグは言う。

「自分の知らない間に誰かの怨うらみを買ってるってことだってあるものね。呪詛されているのかどうかを調しらべる方法はないの？」

「あることはありますよ。非合法な手段なら、たとえば県の生活文化部から情報を盗んじゃうとかね。クラッキングの知ち識しきとかがあったら、そうは難むずかしくないとは聞いてるけど、もちろん完かん璧ぺきに犯罪ですよね」

「犯罪じゃない方法は？」

「別の邪じや神しんに頼むと早いんですけど……」

「じゃあ、ジゴ・マゴにお願ねがい」

　いやあ、ナツメグに頭を下げられちゃったよ。これで断るバカはいないだろうけど……。

「駄だ目めなんですよ。まず憑ひよう依いされている人間が憑依している邪神に願い事はできないんですよ。それから未成年が邪じや神しんに依頼することは基本的には禁じられています」

「えっ、ほんと？」

　サトルが大声を上げた。

「ほんと。やってやれないこともないらしいけど、いろいろとややこしくて、どっちにしても保ほ護ご者しやの同意とかがいるわけだしね。そうでなかったらこの馬ば鹿かに」

　サトルを指さすと、即座に「誰だれが馬鹿だ」と言葉が返ってきた。

「じゃあ、このデブに」

「誰がデブだよ」

「おまえがだよ。だって実際にデブでしょ。もう言いい逃のがれできないデブでしょ」

「まあ確たしかにそれはそうだけども」

「納得しちゃったよ」

「だって、それは否定できないでしょ。しかしだよ、それでも、たとえ相手が本物の馬鹿であっても、それに向かって馬鹿って言っちゃいけないのと同じでさあ、誰が見てもデブだからと言ってデブと言ってはいけないんだよ」

「まあそうかもしれないけど」

「呪じゆ詛その話は？」

　話を戻したのはあっちゃんだ。

「そうだった。デブの話なんかするつもりはなかったんだ」

「じゃあ、デブの話は今度ということで」

　サトルが真ま面じ目めな顔でそう言った。

「で、ああ、そうそう。恵めぐみさんは僕たちより二年先せん輩ぱいだから、まだぎりぎり未成年ですよね」

「そうよ。いくつだと思ってた？」

「いや、あの、しっかりしているからそのあれですよ。ほら、そう、そうだ。恵さんのお母かあさんとかに頼んでみたらどうかなと思っていたんですけど」

「そうね、もうちょっとお母さんに暇ひまができたら頼んでみようかな」

「申しん請せいの仕方なら僕が教えますから」

「ほらほら、そうやって取り入ろうとする」

「だって仕方ないじゃん。それが僕の仕事なんだから」

「ならわしがやってやろうかのう」

　厨ちゆう房ぼうから声が聞こえてきた。

「マスター」

　僕たちは一斉に言った。

　厨房から顔を出したのは『不ふ眠みん症しよう』のマスターだ。整ととのえた短髪に、綺き麗れいに刈り込まれた口くち髭ひげ。蝶ちようネクタイとチョッキに、店名の入ったエプロン。漫画の中にしか出てこないような『マスター』姿だ。本名は知らない。みんながマスターと呼んでいる。

「わしならなんとでもなるがのう」

　なんでこんな、ドラマの中の老人みたいな話し方をするのかさっぱりわからないけど、年ねん齢れいは僕たちから見たらかなり上だ。おそらく三十を超えているだろう、ぐらいしか想像がつかないのだけれど。

「いいんですか、マスター」

「別にかまいはせんぞ。気にすることは何もないのじゃ」

「それじゃあ、手続きだけお願ねがいできますか、費用は後でお支払いしますので」

　ナツメグが言うと、即座にサトルが言った。

「ただにしろよ、テングサ」

「ただは無理だけど、お安くしときまっせ」

　マスターと絡んでいると、どんどん言葉がおかしくなっていく。

　ちょっと気恥ずかしくなって、軽く咳せき払ばらいしてから話を続けた。

「とにかくですね、今度必要書類を持ってきますね。ええと、これに手続きに必要なものが書いてありますから、事前に用意しておいてくれると話が早いです」

　いつも鞄かばんに入れてある各種手続きのプリントの中から被ひ呪じゆ詛そ調ちよう査さ申しん請せい書しよの分をマスターに渡した。

　そしてカランカランといつものカウベルが鳴った。入ってきたのもいつものネチカとゲスチエだった。すっかり『不ふ眠みん症しよう』の常連だ。

　二人ふたりともこれ以上ないほどの満面の笑えみだった。そう、つい先日書類が完かん璧ぺきに整ととのい、それを受け取って申請していたのだ。そして今け朝さ、申請完了の葉書がウチに届いたので、それを彼女たちに知らせたのだ。

「ふふふふふ」

　ゲスチエは絶対に悪人にしか見えない顔をぐしゃぐしゃにして笑っている。

「これでようやく果たし合いができるわけだな」

「そのとおりです」

　同じにこやかさで答えてから、カウンターの向こうのナツメグに言った。

「恵めぐみさん、お二人にコーラをお出ししてもらえますか。僕がおごりますよ」

　それから立ち上がり、二人を交互に見てから言った。

「おめでとう、これで申請は終了しました」

　何しろ二人は邪じや神しん法ほう人じんジゴ・マゴの上客だ。果たし合い申請はかなり高こう額がくなのだ。そしてその大半が、果たし合いを申し込まれた方へ支払われる。ジゴ・マゴ自体も──つまり申請手続きを行っている法人としても申請料をかなり受け取っている上にだ。

「へへへへへ」

　黙だまっていても笑いがこぼれるようだ。とにかく笑え顔がお、また笑顔だ。

「おい」

　とゲスチエを呼んで、ネチカが何か耳打ちした。

「わかりました」

　そう言ってから、カウンターの向こうにいるナツメグに声を掛ける。

「あのなあ、姐ねえさんは炭酸が苦にが手てなんだよ」

「しゅわってするだろ、しゅわって」

　ネチカは酸すっぱそうな口をして、しゅわを繰くり返した。

「というわけなんで、姐さんにはミルクをもらえるか」

　ミルクとコーラはすぐに運ばれてきた。来た時にはすっかり祝賀ムードである。

「いや、おめでとう」

「ほんと、おめでとう」

「よかったね」

「おめでとさんじゃ」

　みんなが口々にお祝いの言葉を言うと、ありがとうありがとうと、二人ふたりは素す直なおに頭を下げる。ゲスチエに至っては涙ぐんでいるではないか。

「いろいろ世話になったな、ぼうず。それで、いつ果たし合いができるんだ」

「ああ、それは審しん査さ委員会からの連絡を待たなければ」

「えっ、俺おれたちが勝手に決めるんじゃないの？」

「それはできませんね。立ち会いが必要なんで、審査委員会から誰だれかがやってくるらしいんですよ」

「それって……もしかしてまた書類が必要だとかってことは」

「ああ、前よりはずっと簡かん単たんですよ」

　僕の台詞せりふがよほどショックだったのだろう。青あお菜なに塩というか、ウエハースに水というか、一気に二人のテンションが下がった。二人とも、必死になって告白した女子にあっさりとふられた男子もかくやという暗い顔で床ゆかを見ている。

「いや、今度は前よりずっと簡単ですって」

　僕は言う。それは噓うそじゃない。前よりもずっと楽なのだ。

「そうそう、楽しいかもしれませんよ。ほら、どういう果たし合いにするかを双方で決めなければならないんで、誰が出てきてどうするか、みたいなことをね、話し合うわけですよ」

「それはどうするの」

　暗い顔のままでネチカは言った。

「こっちにパンフレットがありますから」

　僕はそれを取り出した。彼らに見せるために持ってきていたのだ。

「ほら、これなんかおまかせＡコースですよね。完全におまかせなんで、簡かん単たんです。それでこちらが仮か想そう人じん格かく選抜カスタマイズですね。ええと」

　僕はパンフレットを指さした。そこには『これから秋にかけては、紅葉をイメージした仮想人格を使ってはいかがでしょうか』と仮想人格の召しよう還かん呪じゆ文もんがいろいろと紹介されている。

「これを見ながらですね、こっちのチェックシートに記入していくと、それだけで書類ができ上がります。要するに、なんて言うかな、旅行のプランを考えるというか、結婚式をどうするか、みたいな感じでお互いに楽しく決めていきましょうよ」

「おまえ」
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　ゲスチエが僕を睨にらんだ。

「姐ねえさんと結婚しようと思っているのか」

「違う違う。どうやって聞いたらそうなるんですか」と僕が言っているのに、「え、そうなの」とネチカが顔を赤らめた。

「おいおいおい、どういうことなんだよ」

　ゲスチエに迫られる。

　なんでこんなことになるんだ。

「おまえ、すげぇハーレム状態だな」

　にやにや笑ってサトルが言った。

「バカ言うなよ」

「愛人がいるくせに、ナツメグに取り入ろうとしている上に、今度はネチカさんか」

　酷ひどいことを言ったのはあっちゃんだ。僕が首を吊つったら、きっと表情一つ変えず脚あしにおもりをつけるに違いない。

「愛人！」

　ネチカが言った。

　何で彼女がショックを受けたような顔をしてるんだよ。

「と、とにかくですね、このパンフレットを持って帰って、邪じや神しん法ほう人じんとして結けつ論ろんを出してきてもらえませんか。それで指針が決定したら、どうせオヤジに話をしても無む駄だなんで、直接僕に連絡もらえますか。こちらの実質上の代表は僕と考えて下さって結構ですから」

　ネチカはのろのろとパンフレットを受け取ると、ゲスチエに慰なぐさめられながら出て行った。話がどんどんややこしい方向へ向かっていないか。どういうことなんだよ。

　それにしても果たし合いってのは、実際はどうなるんだろう。申しん請せいまでは何度もしたことがあるけれど、自分でするのは初めてだった。自分に危害が加わることはないだろうけれど、それでもちょっと不安だった。

　しかしすぐに、そんな不安など吹き飛んでしまうような出来事が起こるのだった。
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　おばあちゃんが暴あばれているからすぐに病院へ行ってくれ、とオヤジから連絡があった。自分で行けよと思ったけれど、言い合いをしても嫌いやな気分になるだけなので、結局何も言わずにケータイを切った。

　というわけで、僕は病院へのいつもの道を、ゆっくりと自転車をこぐ。あまり行きたくはない。そして行きたくないと思っている自分が嫌になる。脚はますます重くなり、僕は途中で自転車を停とめて缶ジュースを飲んだ。

　病院の近くには大きな商店街があり、夕方のこの時間には特に賑にぎわっている。

　日が暮れ、賑わいが闇やみに滲にじむ。

　どうして夕暮れの風景は人を切なくさせるのだろうか。

　胃が重い。

　胸が塞ふさぐ。

　調ちよう子しが悪い時の祖母に会うのは、正直言えばつらい。元気な時の、明るい闊かつ達たつな祖母のことをはっきりと覚えているからよけいだ。

　いくら嫌がっていても、いつかは病院の前にやってくる。駐ちゆう輪りん場じように自転車を停めて、裏口から病院に入った。

　外来受付の前を抜けてエレベーターへ。

　すぐに着いて扉とびらが開く。放ほう課か後ごに病院へとやってくると、ちょうど夕食が終わったところで、病院特有の嫌いやな臭においがする。

　祖母のいる六人部べ屋やへと行くが、そこに祖母の姿はなかった。

　溜ため息いきをついて僕はナースステーションへと向かった。

　忙しそうにしている看かん護ご師しに尋たずねる。

「あの、柳やなぎ原はらですけれど、病室の方に行ったら祖母がいなかったもので……」

「ああ、柳原さん。こっちです」

　僕はその看護師の後ろについて、ステーションの奥へと進む。カーテンが引かれ、その向こうの部屋にベッドが置かれてあった。病室から運び出されて、ここに置いてあるのだ。

　そこに祖母が横たわっていた。

　両手が布ぬの紐ひもでベッドに結びつけられている。

「何度も起きようとして転倒しそうになったので、仕方なく拘こう束そくしています」

　危険な場合の拘束は、虐ぎやく待たいとは無む縁えんの必要があっての処置だ。それは充分理解している。理解はしているけれど、こうやって直接見ると嫌な気持ちになる。

「僕が見ているんで、ほどいてもいいですか」

「ええ、もちろんいいわよ」

　看護師がすぐに紐をほどいた。

「おばあちゃん」

　言いながら僕は祖母の手を握った。冷たく、紙のように乾いていた。

「おお、天てんちゃん」

　また父親と間違えている。

「違うよ、ココロだよ」

「早く帰りたいよう」

　哀かなしそうに僕を見る。

「ねえ、どうしてこんなところに閉じ込められているんだろうね。やっぱりあれかい、あの病室で」

　祖母は声を潜ひそめる。

「見たんだよあれを」

「あれって」

「ほら、いやらしいあの邪じや神しんのつくった、ほら、なんていったっけ」

「仮か想そう人じん格かく」

「そうよそれ。どうしてそんなことで私を責めるんだろうね」

「責めてなんかいないよ。っていうか、そんな仮か想そう人じん格かくは来ていないと思うよ」

「天てんちゃんは若いからわからないかもしれないけど、いろいろとあるのよ、あの部へ屋やには。それで私が狙ねらわれちゃって、ほら、こんなところに連れて来られて」

　猜さい疑ぎ心しんが黒く凝こごったような目でそこまで話すと、またあの哀かなしい顔になって言うのだ。

「いつになったら私は楽になれるの」

「あのね、おばあちゃん。ここは病室で、おばあちゃんは今病気で治ち療りようのために入院してるんだよ。だから病気が治ったら楽になるし、そうなったらすぐに家に帰ろう」

「今帰ることはできないのかねえ」

「まだ病気が治っていないんだよ。だから今すぐは難むずかしいかもね」

「でも、ここにいると、すぐあれが、ほら、アレのあれが」

「仮想人格？」

「そうそう、それがやってくるんじゃないのかい。実はさっき病室で見たんだよ。あそこで眠っているのは、みんな仮想人格なんだよ」

「それはないと思うよ」

　あの六人部屋にいるのは老人ばかり、それもほとんどは寝たきりの老人ばかりだ。

　邪神に憑ひよう依いされている僕には、仮想人格と普通の人間との区別はものすごくはっきりとしている。犬と猫を間違えることがないように、仮想人格と人間を見間違えたりしない。あの部屋に仮想人格はいなかった。それは断言できる。

　調ちよう子しが悪い時の祖母は、いつも怯おびえている。そして不安のない世界へ行きたいと訴える。早く家に帰してくれと。

　なぜ怯えているのだろう。どうしてあの祖母が怯えなければならないのだろう。

　老いて脳の力が衰え、要するに認知症になると、世界が崩ほう壊かいしたような気分になるのだと聞いたことがある。だから不安になるのだと。

　なぜ誰だれにも迷めい惑わくをかけることもない優やさしい祖母が、老いただけでそんな理り不ふ尽じんな不安を感じなければならないのだろうか。

　僕は祖母の手を握って、話しかける。不安が少しでも消えてくれればと、話し続ける。

　祖母は少しずつ落ち着きを取り戻した。

　最後には「ココロちゃんが言うなら」と、横になって目を閉じる。その間に看かん護ご師しさんにベッドを移動してもらった。

　もう大丈夫だろう。そう思って、そっとその場を離はなれた。

　病院を出てほっとした時だ。

　ケータイ電話が鳴った。

　オヤジからのメールだった。祖母の様よう子すを僕に訊きくぐらいなら、自分で見み舞まいに来いと怒りの返信をしてやろうかと思ったが、それは例の被ひ呪じゆ詛そ調ちよう査さ報告が出たという内容のメールだった。

　報告書の一部が添てん付ぷされていた。

　それによると、どうやら呪じゆ詛そされているのは間違いないということだった。ただし誰だれがそれをしているのかまではわからないようだった。

　同じ級クラスか、それ以下の邪じや神しんの呪詛なら、その法人名がわからないはずがない。

　しかしそうではないのだから、相手はかなり高級な邪神だということになる。

　そうなるとかなりやっかいだ。

　引き続き、相手の正体を探るつもりだが、あまり強力な相手だと、どうやってナツメグを守っていいのかわからなかった。

　僕にはただ邪神ジゴ・マゴの力を頼るしかないのだ。

　これからどうすべきかとあれこれ考えながら、僕は家路についたのだった。
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　相も変わらずで申もうし訳わけないけれど、ここは『不ふ眠みん症しよう』だ。集まっているメンバーも、僕とあっちゃんとサトルと代わり映えがしない。

「それにしても、誰なんだろうね。ナツメグを呪のろおうなんてやつは」

　サトルが言う。

「バカだ」

　あっちゃんが呟つぶやく。

「そう、バカだ。絶対に正体を暴あばいて、呪詛返しをしてやる」

　僕が言うと、ナツメグは真横に来て言った。

「でも相手がわかるの？」

「突き止めてみせます」

　サトルはそう言って敬礼した。

「どうやっておまえが突き止めるんだよ」

「テングサを使って」

「僕はおまえの手下か」

「いや、奴ど隷れい」

　サトルの後頭部を平手で叩たたく。

　祭り太鼓並みのいい音がした。

「いてぇよ」

「自業自得だろ」

「あのさあ、暴ぼう力りよくはやめようよ、奴隷の分際で、いてっ！　だから暴力は、いたいいたいやめてよお」

「おかしいなあ」

　あっちゃんだ。

「何がおかしいの」

　僕がそう尋たずねると、あっちゃんはコーヒーカップを見つめながら「目的がわからない」と言った。

「ナツメグを呪じゆ詛そする理由？　それなら当然怨うらみじゃないの。っていうか、それしかあり得ないよ。なんで怨まれたとかになると、相手を特定しないとなんとも言えないけどさ」

「怨みかもしれない」

　苦にがそうにコーヒーを一口飲む。

「あるいは怨みだと仮定する。それは呪詛の動どう機きだよね。動機はひとまず置いておいて、何をしようとしているのかってことなんだよ。思い出して。最初が歩道橋の上から突き落とされた。次が駅のホームで自殺の巻き添え。そして交通事故に巻き込まれかける」

　うんうんと僕たちは頷うなずいた。

「最近はそれが家族の不幸へとシフトしてきた。さあ、これらのことで、いったい何をしようとしているのかってことなんだけど」

「怖がらせるのが目的だったんじゃないの」と僕。

「要するに嫌いやがらせでしょ」

　うーんとあっちゃんは考え込む。

　眉み間けんにナイフで切ったような縦たて皺じわができた。それがまた「憂うれう」としか表現できない表情になる。美少年は得だ。僕なら「頭痛？」って訊きかれて終わりだろう。

「そうなんだろうか。これって単なる嫌がらせなんだろうか。それにしては手が込んでいるような気がするんだよ」

「そうかなあ」

　僕は言った。

「邪じや神しんって結構手の込んだこともするよ。特に上級邪神になればなるほど」

「そうだよね」

　再びあっちゃんは考え込んだ。

　僕にはあっちゃんの言うことがわかるようでわからない。どれもこれも嫌がらせじゃないか。実際ナツメグが困っているんだし、怨みを持つものならこれだけでも充分楽しんでいるんじゃないのか。

「もしかしたら、単純に怪け我がをさせる、みたいな嫌がらせをしたかっただけなのに、それがどうしても出来なかったから、次は家族の方を襲おそうことにした、って考えたらつじつまが合うんじゃないの。たとえば僕のナツメグへの熱あつい想おもいがジゴ・マゴに反映して、それを妨害した、とかさあ」

「それはあるかもしれないね」

　あっさりとあっちゃんが僕の意見を受け入れたのでびっくりした。半分冗じよう談だんだったんだけど。

「何しろジゴ・マゴは世界最強の邪じや神しんって言われてるんだから、完全に否定はできない」

「それはただの噂うわさだけどね」

「噂にしても、さ。あっ！」

　急に大きな声を出した。

「そうか、きっとそうだ」そこまで言うとあっちゃんはカウンターの向こうのナツメグを向いて言った。

「恵めぐみさん、最初のあの事故、歩道橋から落ちそうになったのって、もしかしたら妊娠がわかってすぐぐらいじゃなかったですか」

「ええ、そうよ」

「やっぱり」

「なになに、どういうこと」

　サトルがぐっと前に出てきた。

「それが呪じゆ詛そに関係があるってこと？」

「そう」

　あっちゃんはしっかりと頷うなずく。頷いたきり考え込んでいる。

「で、何が言いたいんだよ」

　気の短いサトルが焦じれて言った。

「子供」

「えっ？」

　僕とサトルと、サトルにミート・スパゲティーを持ってきたナツメグまで、同時に訊きき返した。

「子供だよ。呪詛の目的は子供。依頼者はナツメグに子供を産ませないようにしていると思うんだ。高いところでつまずかせたり、恐怖を感じさせたり、それで駄だ目めなら今度は一番流産の可能性が高いこの時期に、立て続けに家族を不幸にして追い込んでいく」

「やめろよ。そんなこと言ってナツメグを怖がらせるのは」

　僕が言うと、横で立っていたナツメグはにっこりして言うのだ。

「いいのよ。何が行われているのかわからない方がよほど気持ちが悪いわ。でも、どっちにしたって、なんでそんなことをするんだろうか。やっぱり怨うらみってことかなあ。一番大事なものを奪ってやる、みたいな」

「かもね」とサトル。

「やっぱり知らない間に怨まれている可能性が高いんじゃないっすか。たぶん逆怨み的なあれで、こうどろどろと」

　サトルは胸の前で泥をこねるような仕し草ぐさをした。

「やっぱり相手を特定でもしない限り、対処のしようがないってことかな」

　さすがに心配そうにナツメグは言った。

「でもすぐに相手はわかりますよ」

　僕が言うと、すぐにあっちゃんがつっ込んだ。

「相手って言っても、わかるのは邪じや神しん法ほう人じん名だけだよ」

「あっ、そうか」

　今いま更さら気がついたのだった。

「邪神法人名がわかったところで、誰だれが何をどう怨うらんでいるのか、なんてことはわからないだろうが」

　サトルが偉そうに言った。

「おまえにそんなことを言われたくないよ。サトルだって相手がすぐにわかると思ってただろうが」

「うん」

　素す直なおである。

「しかし相手の邪神法人の名がわかれば、それなりにやりようがあるよ。それこそ場合によっては、依頼したのが誰か探り出すことだって、まったく無理ってわけじゃないんだから」

「それは相手の階級が低い場合だよね」

「まあ、そうなんだけど……」

　あっちゃんに再びつっ込まれ、すっかり手詰まりになった。ちょっとの間の沈ちん黙もくが生まれる。と、その時、ドアがゆっくりと開いた。

　カウベルが鳴らないほどにゆっくりとゆっくりと開いていく。そうしてみんなの注目を一身に浴び入ってきたのは、中年の女性だった。驚おどろくほど表情が暗い。絶望と額ひたいに書いてあるのではないかと思うほどの暗さだ。

　僕はすぐにあの女のことを連想した。

　怨みを抱えて歪ゆがんでしまったその顔は、設楽したらの母親とまったく同質のものだった。

　女がナツメグに尋たずねた。

「こちらに邪神法人ジゴ・マゴの代表者がおられると聞いたんですけれども……」

　ナツメグが何か言う前に、僕は手を振って声を張り上げた。

「僕です、僕です」

「あっ、あなたが」

　言いながら近づいてきた女に、僕はすぐ尋ねた。

「誰に聞いたんですか、僕がここにいるって」

「柳やなぎ原はら天てん之の介すけさんに」

「ったくオヤジは」

　つい舌打ちしてしまった。

　そんな僕の態度をまったく無視して、女は自分で隣となりのテーブルから椅い子すを運んできて、僕の横に腰を下ろした。そして思い詰めた顔で僕をじっと見ると、言った。

「呪じゆ詛そ申しん請せいに来ました」

「はい、ええと……」

「山やま城しろ千ち夏なつ、山城素す敵てきの母です」

「ええ！」

　その場にいた全員がのけぞった。

「あの女はあなたに呪殺を依頼したのですよね」

「あの女って……」

　わかっていながら、僕は尋ねた。

「設楽したら春はる子こです」

　その名を聞いて溜ため息いきをつく。もちろん、自殺した設楽美み咲さきの母親の名だ。

「やっぱりそうですよね」

　トラブルの気け配はいがぷんぷんしている。ただ話を聞いて終わるとも思えなかった。とりあえずいつでも逃げ出せるよう、頭の中で逃走経路を考えていた。

　蛇へびが牙きばから毒液を絞り出すように、女は話を続けた。

「娘をあんなにした相手が、まだ生きているなんて信じられないのです。これから裁判でどんな判決が下されるのかは知りませんが、人一人ひとり殺したぐらいなら死刑にはならないと聞いています。そんなことは許せない。最低でも無期刑に、いや、何があっても死刑にして欲しい。罪を償つぐなう必要もない。この世に存在することが許せないのです。今この瞬しゆん間かんも、あんなことをやった人間が病院で治ち療りようされているのかと思うとはらわたが煮えくり返りそうです」

　あっちゃんもサトルも、ナツメグまでが、うんざりした顔をしていた。高校生相手に話すような内容ではない。もちろんそれを聞くのが僕の仕事ではあるのだけれど、もう少し話しようがあるだろうと思う。でも、

「お気持ちはわかります」

　僕は言った。

　高校生相手に云うん々ぬんなどという気き遣づかいが吹き飛んでしまう怒りに、女の何もかもが支配されているのだろうから。

「しかし、まず判決が出るのを待ってみてはどうですか。そのままにしておいても、死刑になる確かく率りつは高いような気がするんですけど」

「たとえ死刑になるにしても、そんなに安楽に死なせたくはないのです」

　しゅうしゅうと音を上げて噴ふき出す悪意に、こちらの身まで焦こげつきそうだ。

「どうなるかわからない判決など待たずに、あいつには獄ごく中ちゆうで苦しみ抜いて死んで欲しいのですよ」

「なるほど、わかりました。ですが、まず最初に書類をいろいろとそろえないといけませんし、たとえ許可が下りたにしても、それから呪じゆ詛その発動までそれなりの時間が掛かります。許可が下りて、すぐ呪詛が発動するというものではないんですよ」

「これですよね」

　大きな紙袋から、書類の束たばを取り出した。「間違いなくすべてそろっているはずです」

　自信たっぷりだ。僕はざっと書類を検あらためた。欠けているものは何もない。綺き麗れいにすべてそろっていた。

「お願ねがいします。すぐに呪詛申しん請せいを行って下さい」

「わかりました」

　僕は再び、小さな溜ため息いきをついた。こうなると断る理由は何もない。きっとオヤジが必要な書類などを教えたのだろう。ということは間違いなく前金を受け取っている。もう僕には断ることなどできないのだ。

「それでは早速申請を行います。ただし、さっきも言いましたけど、すぐに申請の許可が下りるとは限らないんですよ。それから審しん査さの結果許可が下りないこともあります」

「こんなに相手を怨うらんでいるのにですか」

　憮ぶ然ぜんとした顔で女は言った。

「どれだけ怨もうと、あるいはなんとも思っておらず遊び半分であろうと、邪じや神しんの判断に関係はありません。もちろん相手が本当に悪いのか否いなかも関係ありません。当たり前のことですけど、邪神に正義なんて通用しませんから」

「……それで、結果がわかるまでにどれぐらい掛かりますか」

「申もうし訳わけないんですけど、それは審しん議ぎ会かいと邪神の判定によるので、僕にはなんとも言えないのですよ」

　前に一週間から二週間と答えて大変なことになった身としては、受け答えも慎重になる。

「……わかりました」

　何を堪こらえたのか、きりきりと歯を嚙かみ鳴らした後にそう言った。

「もしですよ」

　僕は答えがわかっていても尋たずねざるを得なかった。

「許可が下りる前に死刑の判決が出たらどうするつもりですか」

「もし判決が出たとしても、死刑執行までは時間がかなりあるでしょう。だから待つだけ待たせて、死刑前日に苦しみ抜いたあげくに惨むごい死に方をしてくれればそれでいいのです」

　夢見るように微笑ほほえみながら、女は陰いん惨さんな理想を語った。

　邪じや神しんは邪神なのだ。だから結局邪神に願がんを掛けるような人物はこういった人が多い。こうして怨うらみの連れん鎖さが続いていくのだ。それこそが邪神の望みなのだろうか。この世が悪意で満ちていくことが。こうして始まったことは、きっと終わることがないのだろう。

　僕には動き出した歯車の音がまた聞こえるのだった。
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「サイボニマニ！」

　早朝から思わず大声を上げてしまった。

　朝方ポストから出してきた被ひ呪じゆ詛そ調ちよう査さ報告の書類を見たからだ。早速僕は学校でそれを二人ふたりに報告した。

「なになに、それは何。どんな邪神なの」

　嬉うれしそうにサトルが言う。

「おそらく最古参の邪神法人だよ。最強っていうなら、まさしくこれが最強の邪神法人だろうね」

「聞いたことがある」

　あっちゃんが言った。

「それはもう個人が申しん請せいできるような邪神じゃないんじゃなかった」

「その通り。まず普通の人間には頼めないだろうね。僕の、というかオヤジの邪神法人がそれなりに流は行やっているのは、新しん興こうの邪神法人の割には知名度が高いっていうか、それなりに評判がいいからなんだよね。サイボニマニとなると、ほとんど国家プロジェクトとかがかかわってくるような邪神法人だよ」

「そんなところに誰だれが依頼したんだよ」

　サトルが言った。当然の疑問だ。解答を求め、周囲をぐるりと見回してから言った。

「結局よけいに謎なぞが深まっただけかよ。それで、ナツメグにはどうするつもり」

「どうするって」

「だってこれを報告したら、よけいに怖がらせるだけじゃん。世界最強の邪神が相手だなんて」

「でも、ナツメグなら知りたがると思う」

　言ったのはあっちゃんだ。

「うん、僕もそう思うな。わかっていることは全部知っていたいって思うんじゃないのかな。知ったからどうなるもんでもないけど、それでも知りたいと思うんじゃないかって。いずれにしても呪のろいなんて理り不ふ尽じんなものだから。たとえ呪詛されている理由がわかったところで、それで何かが解決するわけもないんだよね。だからといって理由なんか知らなくてもいいかって言うと、それは違うでしょう」

「お、は、よっ」

　早朝から教室に飛び込んできたのはピカビアだ。いきなり元気いっぱいだ。

「お、愛人」

「おはよ、愛人」

「みんなおはよ」

　なんの抵抗もなくピカビアは挨あい拶さつをする。だから愛人じゃねぇって、とぶつぶつこぼしてから僕は言った。

「もう大丈夫なのか」

　学校には出てきていたが、こうして教室に会いに来たのは今日きようが初めてだった。こんな彼女だが、やはりダメージは大きかったのだ。

「ありがとう」

　ピカビアが答える。嬉うれしそうに、本当に心から嬉しそうに。

「それで、テングサはどう」

　僕の椅い子すの真横にきてしゃがみ込む。

「大丈夫だよ。何しろ僕は心が強いからね」

「私も強いよ。だから大丈夫。テングサに心配掛けないから」

「いや、それほど心配してるわけじゃないから」

「またまたー、照れなくてもいいってば」

　僕の背中を叩たたく。

「だーかーらー、照れてるんじゃなくって」

　始業のベルが鳴った。

「ほら、教室に戻れよ。また叱しかられるぞ」

「またって、べつに誰だれにも叱られてないもん」

「わかったから早く行けって」

「なんでそうすぐに追い出そうとするわけよ」

　ぶつぶつと言いながら、ピカビアは自分の教室に戻って行った。

「仲いいよね」

　あっちゃんがぽつりと言った。

「喧けん嘩かばっかりしてるじゃん」

　僕が言うと「仲、いいよね」とあっちゃんがまた言う。サトルが大きく頷うなずいて「うらやましいよ」と棒読みで言った。

「ぜんぜん心がこもってないよね。そんなこと思ってないよね。全然思ってないよね」

　激はげしくサトルを問い詰めていると、「桑くわ田た来ない」とあっちゃんが呟つぶやいた。

　そう言えば、一時限目は国文のはずだった。そして国文の桑くわ田たは、始業チャイムが鳴ると同時に教室に飛び込んでくるので有名な教師なのだ。時間まで廊下でじっと待たい機きしているのではないかともっぱらの噂うわさだった。それが定時に教室にいないということは、かなり奇妙なことだった。

「テングサ……」

　あっちゃんはそう言って何かに耳を傾ける。僕が何か言おうとすると、伸ばした人差し指を唇に当てた。

　ん？

　そういえば音が聞こえる。

　誰だれかが言い争っている声だ。

　それがどんどん近づいてくる。一いつ緒しよにざわついた音も近づいてくる。どうやら誰かが喧けん嘩かでもしているようなのだ。怒ど声せいと、それを見物している野や次じ馬うまたちの声がわんわんと廊下中に響ひびきながら、みるみる僕たちの教室へと近づいてきた。

　困ります困りますと言っているのは国文の桑田だ。誰かの怒声が聞こえた。恐ろしく品のない声と台詞せりふ。聞き覚えのある声だった。

　がらっ、と教室の扉とびらが開いた。

「ジゴ・マゴ！」

　入ってきた凶悪な顔の男が怒ど鳴なる。

　ゲスチエだ。

　一拍遅れて、ラテックスとＰＶＣでぬらぬらと濡ぬれたように輝かがやく赤いドレスを着た女が入ってきた。ネチカである。ドレープをたっぷりと取った深しん紅くの裾すそが床ゆかを撫なでる音がした。

「さあ、これでどうだ」

　ゲスチエが僕の机に書類を叩たたきつけた。僕はすぐに内容を点検した。全部で三枚の書類だ。チェックする箇所もわずかだ。

「これだとちょうど一週間後に果たし合いが行われることになっていますけど」

「それでいいのよ」

　ゲスチエを横にどけて、ネチカは僕の前に立った。背筋を伸ばし顎あごを上げたまま、僕を見下ろして、言った。

「一週間後にはジゴ・マゴの仮か想そう人じん格かくがこの世から消えることになるわね」

「了解しました。それでは一週間後に。あっ、出て行く前に担任にしっかりと謝あやまっておいて下ださいよ」

「おまえに迷めい惑わくは掛けないよ」

　言って、僕にウインクをした。分厚いまつげが羽は音おとに似た音をたてた。

「さっ、ゲスチエ、行くよ」

「へぃ、姐ねえさん」

　僕は、ものすごく泥どろ臭くさい芝しば居いを見ているような気分になる。

「柳やなぎ原はら」

　二人ふたりが出て行ってから、桑くわ田たは言った。

「おまえが法人に身体からだを貸しているのはわかるがな、それを学校まで持ち込まないようにしてくれるか」

　僕はうなだれて素す直なおに「はい」と返事したのだった。
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　最初は気が付かなかった。

　だから僕たちはずっと馬ば鹿か話ばなしをしていた。果たし状をネチカに突きつけられたその日の放ほう課か後ごだ。

　いくらなんでも輝麦酒でピカビアはないよな、と僕が言うと、トコロテンと書いてココロと呼ばせるのもかなり無む茶ちやだ、とサトルが言った。

「まあ、確たしかにルキアはよくある名前だからなあ。ああ、平凡っていいなあ」

「うっせいよ。平凡で悪いか、っちゅうか、平凡ってわけでもないだろ」

「全校で三十二人」

　あっちゃんがぼそりと言う。

「偶ぐう然ぜんだよ、偶然。第一カタカナのやつもひらがなのやつもいるんだよ。漢字だってみんな違うんだぞ」

「でもルキアなんだろ」

「それはそうだけどさ」

「でもやっぱりピカビアが一番すごいんじゃないの」

　そう言って僕は隣となりに座っているピカビアを見る。

「『輝』って書いてピカだよ。んで『麦酒』でビアだって。普通の頭では思いつかないよね。っつうか、思いついてもそれはギャグとしてだよな。娘に付けようとは思わないよ。ほんと人としてそんな感覚で生きていていいのかって話だよな」

「そんなことないもん」

　ピカビアが本気で唇を尖とがらせる。

　追い打ちを掛けるようにサトルが言った。

「そうそう、半分犯罪だよ。万引きと立ち小便の間ぐらいの罪だよ」

「俺おれもそう思うよ。ウチの親おや父じは明白に犯罪者だよ。何しろトコロテンだよ。センスとかの問題じゃなくって、こうなると虐ぎやく待たいだね」

「でもね」と、ピカビアが割り込んできた。

「どんな名前だって、親が子供のことを思って一いつ生しよう懸けん命めい考えて付けた名前なんだよ。だからそんなこと言っちゃダメだよ。どんな親だって、絶対子供の幸せを願ねがってるんだから」

　真しん摯しとはこれだ！　という顔で、ピカビアはそう言った。本気でそう思っているのだ。純粋と言えば純粋だが、やはりどこか抜けているとしか思えない。

「まあ、確たしかにおまえはそうかもしれないよ。幸福な親子関係を築きずいているからな」

　近所でも、よく両親と一いつ緒しよに買い物をしているのを見る。そんな時の江え戸ど川がわ家けは、絵に描かいたような仲良し家族なのだ。

「あのね」と僕は子供に諭さとすように言う。

「君は幸福だからそんな善意にあふれた意見が言えるんだって。僕の父親のことを考えてみろよ。こんな適当な名前をつけられたかわいそうな僕を」

　かわいそかわいそと言いながらサトルが僕の頭を撫なでる。

「ええい、うっとうしい」

　頭を撫で続ける手をはねのけて僕は言った。

「トコロテンだよ、トコロテン。こんなのどう考えたってただの思いつきで適当に付けただけだって」

「そんなことないよ。テングサのお父とうさんだって一生懸命に考えて、付けたんだってば。ただ慌あわて者ものというか、ものをよく知らなかったというか」

「いい加減なだけだって」

　親おや父じのことをよく知っているあっちゃんとサトルが同時に同じリズムで、うんうんと頷うなずいた。

「とにかくあいつは永遠に尊敬できない大人おとなのベストワンなんだよ」

　再び二人ふたりがうんうんと頷く。

「ピカビアのことだって、あんなバカとつきあうとバカが伝う染つるからやめとけって言ってたしさ」

「最低！」

　吐き捨てるようにピカビアは言った。

「全裸でスズメバチの巣を取りにいってアナフィラキシー・ショックで死ねばいいのに」

　それはあんまりだ。

「最強の仮か想そう人じん格かくは」

　突然口を開いたのはあっちゃんだ。

　考えが一人ひとりだけ先走って何を言っているのかわからないタイプなのである。

「どういうこと」僕が訊きき返す。

「ジゴ・マゴの果たし合い用の仮想人格」

「ああ、それか。今日きよう書類を受け取ったところだから、これをジゴ・マゴが受け取って初めて生まれるんだよね。そういえばジゴ・マゴが仮か想そう人じん格かくをつくるのって初めてだったなあ」

「なんか変な怪物みたいなのかな。ほら、数学の田た所どころ先生みたいな」

　サトルが言った。

　田所先生は、校長が所有する邪じや神しん法ほう人じんのつくり出した仮想人格教師なのだ。

「この間また田所先生に嚙かまれちゃったよ」

　僕が言った。凶きよう暴ぼうな先生だからではない。どちらかと言えば甘あま嚙がみである。テストの点がちょっとよかった時に嚙まれたのだ。

「田所先生って、舌にも棘とげが生はえてるよね」

　ピカビアが意外な事実を報告する。

「ええ、角つのだけじゃないの？」

　サトルが言う。

「私、この間第三触しよく手しゆでひっぱられてさあ」とピカビア。

「ぬるぬるしてて困るんだよね。すぐに拭ふいたら失礼な気もするしさあ。弱っちゃったよ」

「ちょっと生なま臭ぐさい臭においが残るしね」

　あっちゃんが言った。

「で、あんなのかな、ジゴ・マゴの仮想人格」

「違うでしょ」

　サトルの問いに僕が答える。

「だってあれ、あんまり強くなさそうだし。もっとヒューマンタイプで、強そうなやつじゃないのかな。黒光りしてぬめぬめして、牙きばがびゅって飛び出したりするような」

「筋肉ムキムキなマッチョタイプかも」

　ナツメグが嬉うれしそうに加わってきた。

「えっ、もしかして恵めぐみさん、マッチョが好み？」

「そうよ。逞たくましい人がいいな。筋肉ラブ」

　いつになくにこやかだ。

　僕はあっちゃんとサトルの顔を素す早ばやく見回した。書き文字で『がびーん』と頭上に描かかれてある顔だ。しかも目の下にしっかりと縦たて線せんが入っている。画面の下には「ショックでうちひしがれる人々」というキャプションまでついているに違いない。僕もきっと同じような顔をしているのだろうけども。

　ぽっちゃり型のサトルは論ろん外がいにしても、僕とあっちゃんは明白に文化系がりがり色白である。マッチョとは何千光年も遠く離はなれている。いわば火と油、天と地、月とすっぽん、いや、そうじゃなくて、ええと、とにかく正反対ってことである。

「おまえたち」

　サトルが陰険な目をして僕とあっちゃんを見る。

「今明らかに『論ろん外がい』って顔をして俺おれを見たよな」

「否いなめない」とあっちゃん。

「そのとおり」と僕。

　どちらも間かん髪はつ入いれずに答えた。

「なんでそう思いやりのない返答をするかなあ。こういう時は噓うそでも、そんなことないよとか言ってみるべきじゃないの。それで俺が『いや、思ったに違いない』とかなんとかごねるから、それを二人ふたりして慰なぐさめたりなんかして、アイスクリームおごりましょうか的な雰囲気になってだよ」

「めんどくせ」

「おお、テングサ。よくもそんなことが言えたなあ。めんどくせぇ男だと。扱いの難むずかしい豚男だと！」

「そこまでは言ってないだろう。だからめんどくせぇんだよ」

「ええい、だま」明らかに次の台詞せりふは「れ」なのだろうけれど、それを言う前にピカビアが頓とん狂きような声をあげた。

「私はマッチョ駄だ目め！」

「いや、あの、誰だれも訊きいてないし」

　僕がつっ込む。

「どちらかといえば、私は少年っぽいやせ形がいいなあ」

「だから訊いてないってば」

「色が白くてさあ、だからといって、あんまり美少年っていうタイプでもなくって、ちょっとこう鬱うつ屈くつしたかげりとかがあった方がいいな。でも基本は普通の高校生的な部分があって、趣しゆ味みは文化系で」

「あのさあ、よく聞けよ、ピカビア」

　うんうんと頷うなずく。

「誰もおまえの男の趣味なんか訊いてないんだ」

「いいじゃん、私にも好きなタイプを喋しやべる権利はあるのよ」

「まあ、そうかもしれないけど」

　僕たちのやりとりを聞いて、ナツメグが笑っている。

　こんな平和な時間が永遠に続けばいいのに、と思ったのが悪かったのかもしれない。

　突然扉とびらを開いて現れたのは、包丁を手にして血走った目の若い男だった。

　あまりに勢いよく入ってきたので、中を見回した男が、脂あぶらぎった長髪を逆さか立だて、いきなり僕たちの席へと飛び込んでくる、その寸前までカウベルは鳴らなかった。

　僕たちは一斉に逃げる。

　間かん一いつ髪ぱつで包丁をかわしたあっちゃんが椅い子すから転がり落ちた。

　サトルは真後ろに避けようとして、椅い子すごと背後に倒れた。後頭部を打って驚おどろくほど大きな音がする。

　僕は隣となりに座っていたピカビアの肩を抱きかかえて、横に飛とび退のいた。
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　ほぼ同時に、走り込んできた男が避け切れず、あるいは避ける気もなく、テーブルに体当たりをした。

　大きくテーブルが傾く。

　上に載っていたコーヒーやらサンドイッチやらアイスクリームやらがぐしゃらぐしゃらと床ゆかに散らばり、皿とコップが盛大な音を立てて割れた。

　男は倒れたテーブルを乗り越えて、床へと倒れ込んだ。

　ようやくこの時ピカビアが悲鳴を上げた。

　男が立ち上がる。

　どこかで傷をつけたのか、それとも外で誰だれかを殺してきたのか、顔が血みどろだ。

　それが包丁を振り回しながら、ナツ！　ナツメグミ！　どこだ、ぶっ殺したる、と叫び、今度はサトルへと斬きりかかっていった。

　恐怖に歪ゆがむサトルの顔が、僕には毛穴まで鮮せん明めいに見えた。

　怒ど声せいがした。

　聞いたこともない獣けものの咆ほう吼こうのようだった。

　マスターだった。

　マスターは肉にく食しよく獣じゆうの顔で男に背後から飛びかかった。

　くの字に曲げた腕が、男の首を絞める。

　男が暴あばれていたのは数秒の間だ。

　すぐに動きは鈍にぶくなって、白目を剥むいたかと思うと床ゆかに転倒した。

「警けい察さつに連絡をするのじゃああああ」

　マスターが叫ぶ。

　その時にはもう、ナツメグが警察に電話をした後だった。

「いいかね、ココロ君」

　マスターは僕のすぐ横に立って、言った。

「すべてが始まったのじゃ。覚悟したまえ。我われ々われが夏なつ君を守らなければならないのじゃよ」
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「ニュース釘くぎ付づけだよ」

　サトルが興こう奮ふんして言う。言うまでもないが『不ふ眠みん症しよう』のいつものテーブルだ。念のために言っておくが、きちんと学校へは通っているのである。いつも『不眠症』にいるからといって学校をさぼり続けているわけではない。というわけで、この日も土ど曜よう日びの放ほう課か後ごにこうして集まっているのである。僕たちはかなり真ま面じ目めな高校生なのである。たまにはさぼるけど。

「こんなにニュースを真剣に見たのってないよね。もう、六時台とか近づいたら、五時五十分からテレビ前に陣取ってるもん」

「ニュースをいくら見ても、男の真意はわからない」

　あっちゃんは神しん託たくのようにそう言って、苦にがいコーヒーを一口飲んだ。

「そうなんだよね。ええと、これこれ」

　サトルは『不眠症』と黒々と書かれた週刊誌を開き、文字を指さしながら音読する。

「外資系商社に入社まもない新人社員が白昼通とおり魔ま殺人。エリートサラリーマンの心の闇やみ、だって。そりゃこんなの読んでもわけわかんねよ」

「一人ひとり殺してから、ここに入ってきたんだよね。その直前まで普通に営業の先せん輩ぱいとお茶を飲んでたんでしょ。怖いよね」

　ピカビアが腕で身体からだを抱えて震ふるえて見せた。そのわざとらしさに、相変わらず僕はイラっとしながら言った。

「これはちょっと聞いた話なんで本当かどうかわからないけどさ、あいつ、人を探していたみたいなんだよね。喫きつ茶さ店てんでコーヒーかなんか飲んでたと思ったら、いきなり立ち上がって厨ちゆう房ぼうに突とつ撃げきして、それで包丁手にして出てきて、誰だれかの名前を連れん呼こしてたって。どこいった。ぶっ殺してやるって」

　あっちゃんが僕の話に付け加える。

「誰だれか、じゃなくてナツメグミってはっきり」

「そうなんだよね。はっきり言ってたよね」

　僕はちらちらとナツメグを見ながら、少しだけ声を落とした。当然本人だって知っている事実なのだけれど。

「やっぱりこれはナツメグに対する呪じゆ詛その影えい響きようなんだろうか」

「そうとしか考えられないんじゃないの」

　あっさりとサトルが言う。

「でもさ、これが呪詛の影響だとするならだよ、以前にあっちゃんの話では子供が目的ではないかってことだったよね」

「子供が生まれないようにすることが、ね」

「今度もそうだとすると、どうしてまた直接本人を狙ねらうことにしたのかってのがあるよね。第一さあ、もし子供が生まれないようにしたかったにしてもだよ、なんだかんだいって、その強大な力をもった邪じや神しんっていうのは、どれもこれも失敗してるわけじゃない。これでもほんとに最強の邪神かってことだよね」

「あのさあ」

　あっちゃんが僕の顔をじっと見ながら言う。こうして真正面から見ると、男の僕でも赤面してしまうぐらいの美少年だということに改めて気がつく。

「もしかしたら、本当にテングサが原因？」

「原因って」

「要するにテングサが邪じや魔まをしてるんじゃないのかってこと。テングサがっていうか、邪神ジゴ・マゴがその強大な邪神の呪詛を妨さまたげようとしている、とか」

「やっぱり僕の情じよう熱ねつがナツメグを救っているということを言いたいわけ？」

「ある意味そうかもね」

　あっちゃんはあくまで真顔だ。

「そうなるとさ」

　サトルがにやにや笑いながら言う。

「本気でナツメグを守るには、やはり俺おれたちが二十四時間ナツメグにくっついて護ご衛えいする必要があるんじゃないの。まあどうしても三交替ってことになるよな。それなら、俺は深夜を担当するよ」

「それは結構よ」

　笑いながらナツメグは言った。しっかり聞かれているのである。

「ええとそれは、俺が夜担当だからっすか」

「それもある」

「ええ！」

「噓うそうそ。あなたたちはそんなことしてる場合じゃないでしょ。学校に行って勉学に励みなさい」

「お言葉ですが」

　僕は立ち上がった。

「僕たちは本気で恵めぐみさんのことを心配しているのですよ。もしそれが呪じゆ詛そで起こっているのなら、僕ならなんとかできるかもしれないし」

「ありがとう。みんなの気持ちは嬉うれしいけど、でも」

　そこまでナツメグが言った時、耳元で声がした。

「そろそろあなたにもお伝えする時期が来たようですな」

　びっくりして横を見ると、僕の顔の真横にマスターの深刻な顔が大アップになってあった。

　僕はぎゃっと叫んで立ち上がった。

「な、なんですか、マスター」

「どうやらすべてを話す時がきたようですな」

　マスターはそう言ってゆっくりと立ち上がり、仁に王おう立だちになった。

　そして僕の顔をじっと見る。

「いいですか。我われ々われは夏なつ恵を守るためにこの世界に生まれてきたのです。聞きなさい、我々は今こそ──」

　絶妙のタイミングでカウベルが鳴った。

「通知があったそうですね」

　入ってくるなりそう言ったのは山やま城しろ千ち夏なつだった。以前よりもさらに暗い顔になっている。どんよりとしたオーラが立ち上っているのが見えるようだ。その原因はもちろん今日きよう僕が送ったメールにある。

「ええと、これですね」

　僕は鞄かばんの中から一枚の葉書を出して、彼女に渡した。

「残念ながら、呪殺は認可されませんでした、ですか、ら、あの……」

　山城はそれこそ呪殺できそうな恐ろしい目で僕を睨にらみ、言った。

「だいたいわかりました。つまりこれは不正が行われているということですね。うちの娘は呪殺され、なのに私の呪殺の許可は下りない。これはいったいどういうことでしょうか。私にはあなたが手を回したとしか思えないのですが」

「手を回した？」

「あなたの呪殺で殺された側がわの依頼で、今度はその復ふく讐しゆうの呪殺などしていては、あなたの面子メンツが立たないということですよ。そんなことをしているのがばれたら、もうこんな商売ができませんものね」

「あの、これはですね、所しよ詮せんは邪じや神しんのすることですから、要するに気まぐれだとしか言いようがないのですよ。僕の考えなんかでどうこうできるものじゃない。第一邪神は決して公平でもないし、正しい道を進む者の味方でもないんです」

「そう思って、私も邪悪に近づこうといろいろと頑がん張ばってきたんですよ」

　どんなことをしたのか気にはなったが、あまり聞きたくはなかった。

「その結果がこれですか」

　葉書を二本の指先で持って、僕の目の前でひらひらさせた。

「ですから、これは邪神自身の決定なんですよ。その結果に、僕はなんの手出しもできません。やろうとしてもできないんですよ。だからお気の毒とは思いますけど、どうしようもないんです」

「今け朝さ、連絡をいただいて」

　山やま城しろは葉書を破り出した。

　細く細く裂いていく。

「いろいろと考えました」

　裂いた紙を床ゆかに落とす。

　細長い紙片がくるくると回りながら落ちていく。

「それで、ようやくわかったんですよ。邪神ジゴ・マゴや柳やなぎ原はらトコロテンが、どんな存在なのか。何を考えているのか。何をしようとしているのか。そして何をしたのか」

　すべての葉書が紙くずとなって山城の足あし下もとに山をつくった。

　トコロテンではありませんと訂正する勇気が、僕にはなかった。

「それで、ようやくわかりました。あなたに呪じゆ殺さつを依頼したあの女には、それなりに罪があります。それはそれで償つぐなうべきでしょう。しかし私は見み逃のがしていました。何が一番重要なのか。私の娘を殺した本当の犯人は誰だれなのか」

　僕はごくりと息を呑のんだ。

　なんとなく嫌いやな結末が待っていそうだった。訊ききたくないのに、口が開いて訊いてしまった。

「それは誰ですか」

「あなたですよ」

　僕を指さす。指先は僕の喉のど元もとにまっすぐ向かっている。それが矢なら、次の瞬しゆん間かん僕は喉を射抜かれているだろう。

　再び僕は生なま唾つばを飲んだ。

　ネチカのような仮か想そう人じん格かくとは違って、本物の人間から僕は守られてはいない。確たしかにジゴ・マゴは憑ひよう依いした僕の肉体を守ってくれるだろうが、それがどの程度のものなのか、よくはわからない。手足を失うが生きているとか、耳と鼻が削そがれるけども元気とか、ジゴ・マゴが何を考えているのかわからない以上、すべてはもう運次第としか言いようがない。それこそ気まぐれに、もう現げん世せから離はなれたくなったから、肉体なんかどうなってもいいや、ってことにならないとは限らないのである。

　だからこうして人間を相手にすると、ネチカのような仮か想そう人じん格かく相手ほどに度胸は決まらない。

「あなたが私の娘を殺したんだ」

　山やま城しろが吐き出すように言った。

　怨うらみが毒液となって滴したたっているのが見えるようだ。その毒が、ひりひりと身体からだに沁しみる。

「だから今決意しました。私はあなたに、あなた自身の呪じゆ殺さつを依頼します」

「ちょ、ちょっと待ってくざさい。落ち着いて、落ち着いて考えてくざさい」

　あまりに驚おどろいたので舌が回らない。

「申しん請せいができないとでもいうのですか」

　女の目がすっと細まる。できないと言った瞬しゆん間かんにビームか何かが出て殺されそうだ。

　僕は慌あわてて返事する。

「できます。申請そのものはできると思います。でもね、間違いなくそれは受理されないと思いますよ。もし仮に受理されたとしても、呪殺が成功するとは思えない。邪じや神しんジゴ・マゴは僕の肉体があってこそ、この世にとどまっていられるわけです。ですから少なくとも邪神は自己を守るために、僕を守らなければならない。ジゴ・マゴは僕がいなければ、この世にいられないのですから、まず間違いなく僕の呪殺なんかを受け入れたりはしないだろうし、気まぐれか何かで引き受けてしまったにしても、実行はしないと思う。それは、確たしかに邪神が何を考えているのかまったくわからないのだけど、邪神だって生き物ならば、自分自身を守ることは確かく実じつだと思うんだけど」

　喋しやべっている間は何もされないような気がしてどんどん言葉があふれてくる。それを断ち切ったのは、やはり山城だった。

「なるほど、わかりました」

　もう茶番は飽あき飽あきした、という口く調ちようだった。

「それなら別の方法を考えます」

　そう言うと、くるりと後ろを振り返り、店から出て行った。

　カウベルの音だけが間抜けにからんからん鳴った。

「それでだ」

　山城千ち夏なつが入ってきてから出て行くまでのことはすべてなかったかのように、マスターはいきなり話を続けた。

「もう一度言うぞ。今こそ我われ々われは夏なつ恵めぐみを守るために行動に出ねばならぬ」

「あの、その我々っていうのは」

　僕は僕を指さす。

　うんうんとマスターは頷うなずいた。

「ついでにここにいるみんなもそうじゃ」

　俺おれもそうなの、とサトルが呟つぶやくのが聞こえた。

「いいかね。わしは仮か想そう人じん格かくなのじゃ」

「仮想人格……」

　それはあり得ない。僕は邪じや神しんに憑ひよう依いされてから、人と仮想人格の差がはっきりと見えるようになったのだ。亀かめと人を間違えないように、仮想人格と人を決して間違えたりはしない。

「それはあり得ないと思っておるのじゃな」

　僕は頷く。

「わしが仮想人格なら、おまえさんはとっくに気がついているはずだと」

「まあ、そういうことです」

「不ふ思し議ぎに思うのはもっともなのじゃが、わしだけは君に仮想人格であることを見破られんのじゃよ。なぜなら」

　マスターは僕たちの顔を順に見回して、充分に間を取ってから言った。

「なぜならわしが邪神ジゴ・マゴによって創つくられた仮想人格だからなのじゃ」

「なんだって！」

　その場にいた全員がそう言った。

「そんなことはあり得ないでしょ。僕の知らない間にジゴ・マゴが仮想人格をつくってるなんて」

「あるんじゃよ」

　マスターはニコニコと笑っている。僕はだんだん気味悪くなってきた。

「えっ、ちょっ、ちょっと待ってよ。それは、あのまさか、僕も仮想人格だってことなの？」

「君は違う。真しん正せいの人間じゃ。そうでなければ邪神を憑つけることはできないからな」

　僕はほっと胸を撫なで下ろした。

「信じられないんですけど。っていうか、以前被ひ呪じゆ詛そ調ちよう査さ申しん請せい書しよをテングサに出しましたよね。ああいう手続きって人間しかできないはずじゃないですか」

　あっちゃんに言われて、僕はあっと声をあげた。

「そう言えばあの時、マスターは友人に頼んだとか言って、結局別の人が申請したんだよ」

「でも、いくらなんでもマスターが仮想人格だなんて信じられないぞ」

　怒ったようにそう言ったのは、サトルだ。

「じゃあ、こうすればわかるかな」

　大きく手を開いて壁かべに押しつける。

　そしてマスターは無言で果物ナイフを取り出すと、それでごとりと小指を切り落とした。

　誰だれにも止めることのできない早はや業わざだった。あっと声をあげる間すらない。

　傷口から赤く血が飛し沫ぶく。だがそれも一いつ瞬しゆんだった。じゅうじゅうと鉄板で何かを焼いているような音とともに、見る間に失われた指が生はえてきたのだ。ほんの五分足らずで、指は元どおりになった。

「わかったかね。わしは人ではない。仮か想そう人じん格かくなのじゃ」

　確たしかに謎なぞの人物ではあった。その名すら誰だれも知らなかったのだから。申しん請せい書しよを別の人に頼んだと聞いた時も、よほど素す性じようを隠したいのだなと、僕は勝手に思っていた。

　申請なんかできるわけがない。他ほかの仮想人格と同様、彼の名は彼自身がつけた。つまりマスターというのが彼の名前だったのだ。

「はい、質問！」

　ナツメグが小さく手を挙げて言った。

　緊きん迫ぱくしたこんな状態の中でも、こういうところが可愛かわいいんだよなー、と思ってあっちゃんとサトルを見たら、バカみたいにニマニマしてナツメグを見ていた。こういう趣しゆ味みはどうやら共通のようだ。

「私を守るって、いったいどういうことなんです」

　ナツメグは言った。

　マスターが答える。

「邪じや神しんジゴ・マゴはずっと以前からこの状況を予測していたんじゃな。つまりあなたが」ナツメグを指さした。「他の邪神──サイボニマニから狙ねらわれることを。そしてあなたが失われたら、ジゴ・マゴの肉体であるトコロテンが」

「あの、ココロです」

「すまん。ココロ君の肉体も精神もまた駄だ目めになってしまうことを予測していた。早い話が自殺もあり得るということじゃな。だから邪神ジゴ・マゴは、彼自身のヨリシロであるココロ君を守るために、夏なつ恵めぐみを」

「呼び捨てにするな」

　言ったのはサトルだ。

「すまぬ」マスターは一礼した。

「夏恵さんを守らねばならないと結けつ論ろんして私を遣つかわせたのだ。そしておそらく自分の手で彼女を守らないと納得できないであろうと思って、君にも護ご衛えいを任せた。しかし、どうやら敵の攻こう撃げきは第二段階に入ったようだ。どうやら敵は最初夏恵の命だけは奪わないつもりだったようじゃな。というのはあっちの世界とこっちの世界は微妙に結びつき合い、影えい響きようを与え合っているからじゃ。邪神世界に大きな影響を与える現げん世せの人物が死んだ場合、それがどのような影響を邪神世界に与えるかまではよくわかっていないようなのじゃ。だから最初は彼女を殺すつもりはなかった」

「彼女を殺すのが目的でないなら、何が目的なんだよ」と僕。

「ということは、やっぱり子供を奪い取るのが目的？」

　あっちゃんがそう言うと、意味もなくマスターは周囲を見回す。どうでもいいが、こういう時に必ず変な間を入れるのがマスターの癖くせなのかもしれない。あまりもったいぶられても鬱うつ陶とうしいだけなのだけれどね。

「いいかね、よく聞きたまえ。彼女が今身み籠ごもっているのは、世界最強の邪じや神しんそのものなのじゃよ」

　話があまりにもぶっ飛びすぎて、みんなただぽかんと口を開いてマスターの言うことを聞いているだけだ。

「それは邪神界と現げん世せのバランスを崩すほどの強大な力を持っているのだそうじゃて。だからそれを生ませないように画策している人間がたくさんいるというわけじゃ。おそらくそれには政府自体も力を貸していると思われるのお」

　マスターはそこで溜ため息いきをついた。

「だからこそサイボニマニなどという邪神が彼女一人ひとりのためだけにかり出されてきたのじゃて。まあジゴ・マゴにしたところで、これは予想していたことなのじゃろうな。というわけでわしが産み落とされた。わしは夏なつ恵めぐみを守るためにだけ作り出された仮か想そう人じん格かくなのじゃ」

　マスターは胸を張った。

「そしてここにいる全員もまた、運命として夏恵を守るためにここに集結しているのじゃよ」

「しばし待たれい」

　言ったのはピカビアだ。

　マスターの長なが台詞ぜりふの影えい響きようを受けておかしくなっている。

「それでは私もそうだってことでありんすか」

　むちゃくちゃだ。

「もちろんでござる」

　もっと酷ひどくなってる。

「私も夏さんを守るためにここにいるってことでおじゃるか」

「もちろんでござる」

　マスターが胸を張る。

「とりあえず」僕はみんなを見回した。「みんな落ち着いて普通に喋しやべろうか」

「普通に喋ってるでおじゃる」

「喋ってねぇって」

「こほん。あのね、ちょっと待ってよ。私は夏さんになんの関係もないでしょ」

「本当に関係がないのかのぉ」

　言いながらマスターはピカビアに近づく。

「えっ、ないわよ、そんなの」

　さらに近づき、彼女の顔にぐっと髭ひげ面づらを近づけて言った。

「おぬしはトコロテンにもしものことがあっても平気かのう」

「そ、それは」

　ピカビアが絶句した。とりあえず僕は小声でココロですと訂正しておいた。

「ほーらごらん。やはり君も運命共同体なのじゃよ」

「な、なんでそうなるのよ。なんで私が夏なつさんを守らなきゃならないの。ほんとに守られたいのは私なんですからね」

　もう半分切れている。

「勝手だよ！」

「ゴメンね」とナツメグが小声で謝あやまる。ピカビアはひょっとこのように唇を尖とがらせている。

「でも大丈夫だよ。私は私の身を自分で守れる。マスターが守ってくれるならそれは嬉うれしいけど、それだけで充分だよ。マスター頼もしいし」

「僕も頼もしいです」

「俺おれも頼もしいぞ」

　僕はサトルと声をそろえ、互いに顔を見て睨にらみ合った。

「まあ、僕も頼りになるわけだけどね」

　はっきりと聞こえるぼそぼそ声であっちゃんが言った。そのタイミングで言うのは卑ひ怯きようじゃないか。自分だけ目立とうとするのは問題じゃないか。などと僕とサトルが二人ふたりしてあっちゃんを責めていると、間にマスターが割って入ってきた。

「まあ、まあ。それはそれとしてじゃ、もっと話すべき重要なことがあるじゃろう。またやつらがやり方を方向転換したのは、わかっているかのう」

　僕は頷うなずいた。

「そうなのじゃ。さっきも言ったが、かつては彼女そのものを、多少の怪け我がをさせることがあっても、死なせるつもりはなかった。だが今度から、やつらはきっと直接彼女を殺あやめようとしてくるに違いない。要するに彼女が亡くなることによる影えい響きようよりも、生まれる子供が世界に与える影響の方が大きいということにやつらが気づいた。といったところかのお」

「で、具体的に僕たちはどうしたいいのさ」

　僕が尋たずねると、すぐに答えが返ってきた。

「自然にそのままに、じゃよ」

「どういうことじゃね」と感化されたサトルが言う。

「要するにジゴ・マゴも決して弱い邪じや神しんではないのだから、ジゴ・マゴの命じるままに動けばいいのじゃ。つまりすべては運命のままに、自然に生きることじゃな。ただ覚悟だけは欲しいのお。今回のようなことがまた起こるかもしれんのじゃから」

「じゃあ、俺たちはべつに何か特別なことをしなくてもいいのじゃろうか」

「そうですじゃ。今までどおりに人生と戦って下され」

「ねえねえ」とピカビア。

「なんじゃのお」

「あのさあ、マスターがジゴ・マゴの仮か想そう人じん格かくだったってことは、つまり今度あの仮想人格と果たし合いするのはマスターってこと？」

「それは違いますのお。わしは夏なつ恵めぐみを守るためだけに生まれた仮想人格ですじゃて。果たし合いにはまた、それ用にジゴ・マゴが判断して、別の仮想人類を作り出すのでしょうな。そういえば果たし合いの日も近づいておりますのお」

　どんどんドラマの中のじいさんみたいな口く調ちようになっていくマスターは、そこで、いつの間にか用意していた湯飲みから、熱あつそうな茶をずずっとすすった。
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　眠かった。

　何しろ午前三時半から起きているのだ。なぜかというと、今日きようの待ち合わせ時間が午前四時だからだ。一日が長くなったと言っても、四時ではまだ日は明けていない。ネチカの都つ合ごうでと言うのだが、いったいどんな都合なのだ。

　薄うす暗ぐらい中を、あくびを何度も何度もしながら、約束の場所へと向かう。今日のことを考えて昨夜ゆうべは早くからベッドに入りはしたけれど、なかなか眠りに就つけなかった。初めての遠足の前夜みたいだ。

　何しろ初めての果たし合いなんだから同じようなものだ。仕方ない。

　待ち合わせの時間にはまだ十分ほど残して現地に着いた。古い廃工場が待ち合わせ場所である。なんだか特とく撮さつ番組のロケ現場みたいだ。

　夜明け直前の中途半端で陰気な薄暗さに、風が冷たい。不意に物もの寂さびしい気持ちに襲おそわれる。一人ひとりで来るんじゃなかったかな、とちょっと思う。

「おう、久しぶりだな、若いの」

　そう言って手を挙げたのは、邪じや神しんガルティモテを憑ひよう依いさせていると同時に、その法人の代表者でもある国こ府う田だ新しん太たである。

　がっちりとした身体からだの中年男だ。にこやかにしているが、どこか剣けん呑のんな雰囲気がある。暴ぼう力りよく団だん幹部的な危なさを感じさせる男だ。実際危なげな噂うわさをいろいろと聞いている。物寂しいだのなんだのといった感傷は一いつ瞬しゆんで吹き飛ぶ。

「ネチカたちは」

「時間通りに来る。で、そっちは」

「それが、まだ仮想人格ができていないんだ。創つくられると、直接ここに送られるはずだから、とにかく時間まで待ってよ」

「遅れてきたら減点だぞおおお！」

　大声を上げた男がいた。

　くたびれた背広上下に蝶ちようネクタイの初老の男だ。

「木きの下したあたるだ！」

　意味なく大声だ。

「果たし合いを判定しに邪じや神しん審しん議ぎ会かいの方から来た。お二人ふたりとも、よろしく頼む」

　声だけ聞いていると偉そうだが、そう言いつつ、会釈して僕と国こ府う田だに名めい刺しを渡す様はものすごく腰が低い。

　僕も名刺を渡す。こういった大人おとなの仕し草ぐさも、最近では慣なれっこになった。

「さて、と」

　木下はごつい腕うで時ど計けいを見た。

「あと五分だな」

「来たよー」

　後ろから声がした。

　なんとナツメグとピカビア、それにあっちゃんが走ってくる。

「応援に来たよ～」

　ナツメグが僕に手を振る。生きていてよかったと実感する瞬しゆん間かんだ。

「来なくていいって言ったのに」

　そう言いつつも笑え顔がおだ。我われながらわかりやすい。ほんとは感動して少し泣きそうになっていたのだから。

「あれ、サトルは」

「遅刻」

　あっちゃんが小声で言った。前から思っているのだが、あっちゃんの声はいつも小さいしぼそぼそと喋しやっているのに、はっきりと聞き取れるのだ。何かコツでもあるのだろうか。などと考えつつ、僕は言った。

「あいつが早起きできるわけがないものな」

「来たぞ、来たぞ、来たぞおおおお！」

　その胴どう間ま声ごえは、見るまでもない。ゲスチエだった。

　悪役顔に満面の笑えみだ。

「どこに行ったあああ、ジゴマゴの仮か想そう人じん格かくは。早速怖おじ気けづいて逃げたのかなあ。うひひひひ」

　楽しく楽しくて仕方ないようだ。

「ほほほほほほほほ」

　おかしな笑い声がゲスチエの笑い声にかぶさった。笑っているのはもちろんネチカだ。

「ようやくこの日がきたわ」

　持っていた乗馬鞭むちをびゅんと振る。

「おまえたちに目にものを見せてやろう」

　血を浴びたような全身真まっ赤かな革の乗馬服を着ている。

　まだジゴ・マゴの仮か想そう人じん格かくは現れない。まさかやってこなくてガルティモテの不戦勝なんて結末にならないだろうな。とにかく邪じや神しんはその行動が読めないから、そんなこともないとは言えないのだ。

　約束の時間にまで秒読みが始まった。

　少しずつ不安になっていく。いや、かなり不安になっている。

　ぬるい風が吹く。

　見上げれば、墨ぼく汁じゆうを流し込んだように、空を黒雲が覆おおっていく。

　夜明けの気け配はいは一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。

　瞬またたく間まに真夜中に後戻りだ。

　黒雲はやがてぐるぐると渦うずを巻き、所しよ々しよで電光が走った。

　突然、何もかもが強烈な白い光に包まれて何も見えなくなった。

　同時に轟ごう音おんがする。

　びりびりと地面が揺れる。

　そして再び闇やみが戻った。

　近くで雷が落ちたのだろうか。

　少し間をおいて、街灯が点灯した。

　おそらく一定の暗さになると、自動的に街灯がつくようになっているのだろう。

　工場前の国道がぼんやりと闇に照らされる。通る車はまったくない。人通りももちろんない。その寂さびしい国道の真ん中に、少女が二人ふたり立っていた。

　どこのものともわからない女子校の制服を着ている。異様なほど細いウエストと、それに比べるとあまりにも大きく丸い尻しりは、アメコミの登場人物のようだ。

　薄うす暗ぐらい街灯の下でも、二人の顔は輝かがやくように白い。その顔がそっくりだ。

[image: ]

　双子なのだろうか。いや、双子という設定で創つくられたのだろうか。彼女たちは人ではない。

「出たな！　ジゴ・マゴの仮想人格」

　今にも飛びかかりそうな勢いでゲスチエが言った。

「違う！」

　僕は叫んだ。

「こいつらはジゴ・マゴと関係ない」

「一般人？」

　ネチカが言う。

「それも違う。間違いなく二人ふたりは仮か想そう人じん格かくだ」

　それが仮想人格であることがわかったからこそ、それがジゴ・マゴの作り出したものでないことが知れたのだ。僕はすべての仮想人格をそれと知ることができるのだが、ジゴ・マゴの創つくったものだけは人間と仮想人格の区別がつかないのだ。

　まるで小鳥の囁ささやきのような声が聞こえる。

　人の声とは思えなかったが、二人の少女が何かを話しているようだった。二人の少女が近づくにつれて、声が大きくなっている。

　ラジオの周波数を合わせていくように、それが少しずつ人の言葉に聞こえてきた。

　国道を渡りきり、我われ々われの数十メートル手前で立ち止まる。

　二人は話に夢中なように見える。

「やだやだ」

「ふんとやだやだ」

「お下げ劣れつな下界だよね」

「ふんとお下劣」

「ボスの命令じゃなかったら来ないよね」

「来ないよね。ふんとお下劣」

「早く仕事すませてかえろね」

「かえろね」

「あいつかな」

　右の少女が僕を指さした。

「おまえ、トコロテン？」

「トコロテン、トコロテン」

「違う！　ココロだ。柳やなぎ原はらココロ」

「やっぱ、おまえだ」

「おまえだ。ふんとお下げ劣れつ」

「なんだぁ、おまえら！」

　ゲスチエがみんなの気持ちを代表して怒ど鳴なった。

「私が蜜みつ」

「私が蝋ろう」

「二人ふたり合わせて」そこで本当に声をそろえた。「ビー・シスターズ」

「なんだそりゃ」

　ぼそりと呟つぶやくあっちゃんの声がはっきりと聞こえた。これはこれで特殊能力じゃないのか。

　ビー・シスターズにもはっきりと聞こえたようだ。

「おまえたち虫どもに用はない」

「ないない」

「邪じや神しんサイボニマニ様の命令でなかったら、絶対におまえたちの相手しないから」

「しないしない。お下劣だし、ねえ、蜜姉ねえさん」

「お下劣、お下劣って、うるせぇんだよ」

　ゲスチエが飛び出した。

　オヤジそのものの体型からは信じられない高速度で二人の美少女姉妹へと近づく。その手に、いつの間にか日本刀を一振り手にしていた。さすがに果たし合いモードなのだろう。殺気が指先まで漲みなぎっている。

　禿はげ頭あたまの悪役顔が、日本刀振りかざして血相変えて突進してくるのだ。

　普通の人間なら悲鳴を上げて逃げ出すだろう。ゲスチエには慣なれている僕でさえ、殺気だったその様よう子すは恐ろしかった。

　だから次の瞬しゆん間かん、ゲスチエが蝋と名乗った少女の横を通り過ぎた時、間違いなく少女のどこかを──しかも致命的などこかを斬きったのだと思った。

　しかし、今悲鳴を上げて転げ回っているのはゲスチエの方だった。

「ああ、いやだいやだ」

「ふんと、いやだいやだ」

　二人ふたりはゲスチエのことなど見ず、僕の方へ一歩ずつ近づいてくる

　途中で何気なくゲスチエの頭を蹴けり飛ばした。

　ぼくっ、と鈍にぶい音がしてゲスチエはさらに転がる。その右腕──刀を持っている方が、シャツを突き破り三倍ほどに膨ふくれ上がっている。肘ひじから先がサツマイモのような色になって、ひび割れた皮ひ膚ふから血がぴゅうぴゅうと噴ふき出していた。

「おまえたち、何をした」

　言いながら、ネチカは二人の前に飛び出した。

「やめろ、ネチカ。こいつら、あのサイボニマニの仮か想そう人じん格かくだ！」

　僕は叫んだ。

「知ったこっちゃないよ。小しよう便べん臭くさいガキにこれ以上好き勝手やらすわけにはいかないんだよ」

　乗馬鞭むちを振り上げて仁に王おう立だちになる。

「お姉ねえ様さま、どうしてクズは声が大きいの」と蝋ろう。

「クズだからよ、蝋」と蜜みつ。

　そして美しい姉妹は小鳥のように笑う。

「ふざけるな」

　ネチカはぶんっ、と音を立てて乗馬鞭を振り下ろした。

　まだ鞭の届く距きよ離りではない。

　が、鞭の先から白く輝かがやく幾本もの光条が、矢のように二人に飛んだ。

　到底避けることのできない距離と速度だった。

　ところが二人の美少女は、上体をゆらりと動かしただけで、あっさりとそれを避けた。

　国道を挟んで向かいに路上駐ちゆう車しやしていたワゴン車が光の矢に貫つらぬかれ、紙のようにずたずたに裂かれた。

　ふざけてでもいるように、蝋がぽんと前に跳んだ。幼児が水たまりを避けるような邪じや気きのない動作だ。なのに、再び鞭を振り上げたネチカの目の前に、蝋は魔ま法ほうのように立っていた。

　あまりのことに呆ぼう然ぜんとして動けないネチカの首筋に、蝋はくの字に曲げた人差し指の先をちょんと当てた。

　それだけで勝敗が決まった。

　ネチカが絶叫した。

　首を押さえてその場に崩れ落ちる。

　瞬またたく間まに首が紫に腫はれ上がる。

　蛙かえるのように首は膨れ上がり、肉が肩にのしかかると、ひび割れた皮ひ膚ふから濁にごった血が噴ふき出し始めた。

「さあて、トコロテン」

　蜜が言った。

「覚悟しよう、トコロテン」

　蝋ろうが言った。

　二人ふたりそろって僕を指さす。

　その指先で何かがきらきらと光っている。

　針だ。

　彼女たちの指先からは、糸のように細い針が突き出ているのだ。

　おそらく毒針。

　それがビー・シスターズの名前の由来なのだろう。

「みんな逃げろ」

　僕はナツメグたちの方を振り返って言った。

「こいつらは僕が目的だ。とばっちりを受けないうちに早く逃げろ。こいつら、シャレになんないぞ」

「テングサも逃げようよ」

　ピカビアだ。

「僕は大丈夫。僕が相手をしている間に」

「駄だ目めだよ、テングサも逃げるの」

「だからこいつらは僕が目的なんだから」

「それでもいいから逃げようってば」

　と、もめている間に「おい、おまえたち」

　と声を掛け一歩前に出たのは国こ府う田だだった。

「俺おれの身内に、なんてことをしてくれるんだ」

　ドスのきいた声だ。町で肩がぶつかった相手にこんな声を出されると、間違いなく小便をちびる。

　しかもさっきまでの笑え顔がおとは大違いの、凶悪な顔だ。

　だが彼女たちがそんなことに臆おくすることはない。

　蜜みつが言った。

「何か問題？」

「問題も問題、大問題だ。いいか、俺はガルティモテの代表だ」

　二人の美少女がまたくすくすと笑う。

「癇しやくに障る小娘どもだ。あのなあ、今俺たちはここで果たし合いをしようとしていたところなんだ。きちんと審しん議ぎ会かいの許可を得てな。それを邪じや魔まするってことは、邪じや神しん協定にも違反した行為だ。審議会が黙だまってないぞ」

　言って木きの下したを見たら、声の大きい男は慌あわてて目を伏せた。サイボニマニの名に怖おじ気けづいたのだ。大きいのは声だけで、度量も肝きもも小さいようだ。

　ちっ、と国こ府う田だが舌打ちした。

「とにかくだ、サイボニマニの仮か想そう人じん格かくだかなんだか知らないが、それなりに筋は通してもらわないとな」

「あのねおじさん、私たちは人を殺すこともできるんだよ」

　にやにや笑いながら蜜みつが言った。

「殺さないこともできるけどね」

　蝋ろうがどうでもいいようなことを付け加える。

「普ふ段だんおじさんが使ってるそこら辺のへなちょこ仮想人格とは根本的にできが違うの」

「そう、違う違う」

「邪じや神しんが憑ついてる人を殺しちゃうこともできるんだな」

「できるんだな」

「っつうか、そういうコンセプトで生まれた仮想人格なの」

「なの」

　何か言うたびに二人ふたりともくねくねと身体からだを動かす。

「クソガキどもが、舐なめんじゃねぇぞ」

　一声恫どう喝かつし、国府田は一歩二人へと近づいた。

「駄だ目めだよ、国府田さん」

　僕は後ろから国府田の肩を摑つかんだ。

「こいつら本気だよ」

「ああ、そうだろうな」

　言って僕の手を払った。

　こうなったら仕方がない。

　僕は国府田と並んで前に出た。

「おい、おまえら。俺おれが目的なんだろ。早くこっち来いよ。他ほかの人間の相手する暇ひまなんてないんだろ」

「ま。えらそう」

「ほんと、えらそう」

　二人が顔を見合わせて言った。

　また舌打ちしたのは国府田だ。

「人間様に、まして邪神を憑ひよう依いさせている人間様に手を出したらどうなるか教えてやるよ」

　国府田がずい、と前に出る。

　まずい。

「国府田さん、やめろ！」

　僕がさらに前に出る。

　もう、目と鼻の先に蜜みつと蝋ろうがいる。

　びっくりするほど小さな顔に猫系の気品のある目鼻立ちがすぐそこにある。ぷっくりした濡ぬれたピンクの唇が僕を誘う。いや、ほんとは誘ってはいないだろうけど。

　僕は時と場合を無視してどきどきする。

　こういうのを吊つり橋ばし理り論ろんと言うのだろうか。

「テングサ！」

　叫んでいるのはピカビアだ。

「テンちゃん！」

　ナツメグの声だ。

　おっと、危ないところだ。

　ぼおっとしている間に殺されるところだった。

　僕はさらに一歩前に出て、二人ふたりを睨にらみつけた。

　あまり慣なれないことはするものではない。

　僕の目は二人を交互に追って、なんだか卓球を観かん戦せんしている子供みたいだ。

　それでも僕は国こ府う田だと姉妹の間に立っていた。

　逃げ出さない僕を誉ほめてやって欲しい。

「クソガキども」

　すぐそばで声がした。

　多少しわがれてはいるが、ネチカの声だ。

　見ると、腫はれ上がった喉のどを自ら裂き、血ち膿うみを噴ふん水すいのように押し出しながらネチカが立ち上がっていた。

「姐ねえさん！」

　巨大ななまこのようになって使い物にならない腕を引きずり、ゲスチエが駆かけ寄ってきた。

　一触即発とはまさにこのことだ。

　何もかもがこの時間、この場所の一点で衝しよう突とつしかけていた。

　おそらく僕も、そして喧けん嘩か慣なれしてそうな国府田にしても、あの双子の姉妹に触れることすら出来ないだろうなあ、とどこかのんびり考えている。

　どうやら僕は、最後まで真剣になれない人間のようだ。

　口こう角かくをにっと上げて姉妹が笑う。

　先頭に立った蜜の指先は僕の心しん臓ぞうをさしている。

　その細い毒針が、後数ミリで僕の胸に達する。

　死ぬぞ、死ぬぞ、死んでやる。

　心の中では叫んでいるのだが、喉がぎゅっと締しまって声が出ない。

　まさかこんなところでこんなことで死ぬとは思ってなかったなあ。せめて美少女に殺されるのだからよしとするべきかも。中年のデブのおっさんに、額ひたいの汗を拭ふき拭き、加か齢れい臭しゆうぷんぷんさせながら迫られて死ぬのよりも数十倍ましな人生だったとか、思えないこともない。

　などと猛烈な勢いで様々なことを考えていた、その時だった。

　何かが飛んできた。

　飛んできたと言うよりは流されてきたという方が正しい。風に乗ってふわふわと、タンポポの綿毛のように蜜みつと蝋ろうに近づいていく。

　それは土つち色いろをした毛糸玉のようだった。

　ただしボーリングの球ほどもある毛糸玉だ。

　ゆっくり飛んできたそれは、蜜の横に来るとそれまでのふわふわさ加減が噓うそのような速度でびゅんと彼女の腕に絡みついた。
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　それが鳴いた。

　猫のようにも見えるが、原始的な猿にも似ている。黒く大きな目と長い耳はわかるが、口と鼻がどこにも見あたらない。

　くしゃくしゃの毛が生はえたそれは、自在に形を変えながら腕全体を包み込んでいく。

「やだ、こいつ何」

　蜜が腕を振り回した。

「きえ～！」

　悲鳴混じりの気合いをあげたのはネチカだ。

　大振りした乗馬鞭むちから白く光の矢が飛ぶ。

　至し近きん距きよ離りからでもあったし、何より腕に絡まる毛玉の化け物に気を取られていたのだろう。

　今度はまともに蜜の肩を射抜いた。

　肩から胸にかけてざくざくに切り裂かれる。

　傷口からはしゅうしゅうと音を立て、黒煙が立ち上り始めた。

「蜜姉ねえさん！」

　叫び、蝋は毒針をそのもふもふに突きつけた。

　だが悲鳴をあげたのは蜜の方だった。どうやら毒針は毛玉を突き抜けて蜜の腕に刺さってしまったようなのだ。

「何するのよ、蝋のバカ」

「私、バカ？」

「そう、バカ！」

「そうか、バカか」

　得とく心しんする蝋へ、バイタがああああ！　と怒ど声せいをあげつつゲスチエが突進した。

　片手で支えた日本刀を腰にためての体当たりだ。

　姉にバカと言われたのがショックだったのだろうか。蝋ろうは避けることができなかった。

　日本刀は蝋の脇わき腹ばらを貫かん通つうしていた。

　ぐわっ、と叫びゲスチエを突き飛ばす。ゴムボールのようにゲスチエは飛んだ。

「いたいいたいいたいよういたいよういたいよう」

　壊こわれた機き械かいのように蝋が繰くり返した。

「ああ、もう無理」

　蜜みつが吐き捨てるように言った。

「私帰る」

　妹の身体からだから日本刀を一気に抜き取ると、それで自らの腕を払い落とした。

　毛玉に絡まれ、毒液で腐りつつある腕がぽとりと落ちる。

　そして何事もなかったかのようにすたすたと国道を渡って戻っていく。

「待ってよ、姉ねえさん」

　蝋が追う。

「またね、トコロテン」

　振り向いてそれだけ言うと蜜に追いつき、二人ふたりして闇やみの中に湯気のように消え去ってしまった。

　既すでに溶け、肉色の水たまりとなった腕から離はなれ、巨大な毛糸玉はころころと僕に近づいてきた。血と肉にく汁じゆうで汚れている様は、水たまりに落とした毛糸玉そのものだ。それがミューミュー鳴いて跳んだりはねたりしている。

　明らかにこの世の生き物でない。

　にもかかわらず、僕にはそれが仮想人格なのか本物の生き物なのか区別がつかなかった。

　ということは間違いない。

「どうやらこれがジゴ・マゴの仮か想そう人じん格かくみたいだね」

　僕は言った。

「きゃー、可愛かわいい」

　近づいてきたピカビアが、いきなりそれを抱き上げた。

　みゅーみゅーとそれが鳴く。鳴きながら手から逃のがれようともぞもぞと身み悶もだえする。

「おまえはミュー子こ。決まり」

　びっくりするほどセンスのない名前を付けられたそれは、知ってか知らずかただみゅーみゅーと鳴いている。

　それからすがるような目で僕を見た。

「ほら、テングサのところに行きたがってるよ。やっぱり飼い主が恋しいんだ」

　ピカビアが少し悔くやしそうに言った。

「飼い主ってわけじゃないんだけど」

　言いつつそれ──ミュー子こと便べん宜ぎ上じよう呼ぶけれど、決してその名を気に入ったわけではない──を抱いた。

　なんだか水のたっぷり入ったゴムの袋を抱いているような感触だ。

「相変わらずモテモテだな」

「わあっ！　サトル、いつの間に」

「さっき来たんだけど、なんかもうすっかり終わった後って感じだよね」

　この季節、どこで入手したのかリンゴ飴あめをかじりながらサトルは言った。

「そのとおりだよ。いいところは見逃したな。せっかくヒーロー誕たん生じようの瞬しゆん間かんを見るチャンスだったのに」

「誰だれだよ、そのヒーローってのは」

　僕は人差し指で自分をさす。

「あのね、おまえがヒーローになれるなら、俺おれならヒロインになってやるよ」

「それは無理」

「なんで無理なんだよ」

「なんでって質問すること自体わかんないけど、ヒロインってのはだな」

「だから俺ぐらいになると男女の垣根を越えてだね」

「ご歓かん談だん中ちゆう申もうし訳わけないけど」

　青ざめた顔のネチカが間に入ってきた。

「悪いが、今日きようはもう果たし合いなんかできる状態じゃないようだ」

　ざっくりと裂けた喉のどから、まだ心しん臓ぞうの鼓動に合わせてぴゅうぴゅうと血が噴ふき出している。

「このまま戦ったら我われ々われにとってあまりにも不利すぎる。それはわかってもらえるな」

「そのとおりだ、若いの。なあ、またやり直すってことでどうだ」

　国こ府う田だが後ろから顔を出した。さっきまでとは打って変わって満面の笑え顔がおだ。

「そうですね」

　僕も好青年の笑顔で言う。

「今度は僕から果たし合いの申しん請せいをしておきますよ。今日きようは命を救っていただいたんだし」

「ええ、そうなの」

　サトルが僕の顔を見る。

「そうさ。ネチカとゲスチエのおかげで命拾いしたんだ。ありがとう」

　僕は頭を下げた。

「いや、それほどのことしてないけどね」

　ゲスチエが残った手で頭を掻かいた。もう一本の方は肩から溶け落ちてしまったのだ。

「じゃあ、また今度な。おまえの実力はその時に見せてもらうからな」

　ネチカがミュー子を指さした。
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　みゅー、とミュー子こが楽しそうに鳴いた。

　可愛かわいい！　という顔をネチカがしたのを、僕は見み逃のがさなかった。
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「絵を描かくと屁へをこくって似てるよな」

　すごいことを思いついたという顔でサトルが言った。

「これはやっぱり、どこかが本質的に似ているからかもな」

「絵と屁が？」

　訊きき返したのはあっちゃんだ。

「そう、絵と屁」

　なぜかふんぞり返ってそう言う。

「本質が似てたりはしない」

　あっちゃんが言った。

「そういうのは語ご呂ろが合っているっていう」

　いつもながら冷静な意見だ。

　でもその顔は赤を通り越して煉れん瓦がみたいな色になっている。

　今日きようは我わが家やで酒盛りをしているのである。

　さすがに非合法なことをするのに『不ふ眠みん症しよう』を選ぶとマスターに迷めい惑わくを掛けるので、我が家となった。

　親おや父じはどこに行ったのか知らない。

　その親父の秘蔵ウイスキーを勝手に持ち出しての宴えん会かいだ。

　こっちは親父の勝手な行動で、命のやりとりまでしているのだ。親父のウイスキーぐらい飲んでもかまわないだろう。多少の非合法も許せ。

　そのかわり俺おれが世界を救ってやる。

　なんだか気が大きくなっているが仕方ない。実は三人ともまともにアルコールを口にしたのは初めてなのだ。

「舞まい茸たけと巻いた毛は似ているよな」

　サトルが言った。

「それにしても舞茸ってなんで舞茸なのよ」

「舞まうからじゃない」と僕。

「キノコが？」

「キノコが」

「んな馬ば鹿かなことはないでしょ」

「舞まい姫ひめとか関係ない？」

　これはあっちゃんの意見だ。

「舞姫って何」

　サトルが尋たずねる。

「知らないのかよ、バカ」

「わあ、ストレートな悪口。それはないんじゃないの」

「バカはどう取とり繕つくろってもバカでしょ、な、バカ」

「あのなあ、もし仮にバカだとしてもそこまでバカバカ言われたら傷つくぞ」

「へんなの」

「ヘンじゃないだろ、ヘンじゃ」

「それより舞姫」

　あっちゃんが話を戻した。

「ほれ、あの小説だよ」と僕。

「だからどの小説」とサトル。

「ほら、あのひげの生はえた人が書いた」

「聖しよう徳とく太たい子し」

「小説は書いてないでしょ」

「蘇そ我がの馬うま子こ」

「ひげ生はえてないし」

「小お野のの妹いも子こ」

「なんでその時代から離はなれない」

「何を思い出そうとしてたんだっけ」

「そこからかよ」

「だから舞まい姫ひめの作者」

　軌道修正するのはあっちゃんの役目だ。

「あっ、あれだ。思い出したぞ」

　サトルがぽんと手を打った。

「山やま岸ぎし凉りよう子こ」

「間違っちゃいないけど、間違い」とあっちゃん。

「ＣＬＡＭＰ」

　僕が答えた。

「誰だれだよ、それ」とサトル。

「ＣＬＡＭＰってひげ生えてるの？」と珍しく乗ってきたあっちゃん。

「だから誰それ」

「舞姫の作者」

　と僕が言うと、サトルの顔がぱっと明るくなった。

「ああ、わかった！　ほんとに思い出した。ＣＬＡＭＰじゃないぞ」

「誰、誰、誰の小説だったっけ」

　自慢じゃないけど僕もわからなかったのである。

「夏なつ目め漱そう石せき？」

　自信なさそうにサトルが言った。

「近い」

　あっちゃんが言う。

「知ってるなら教えてよ」と僕がねだると「駄だ目め」と一言。

「それじゃね…………うえっぷ」

　喋しやべっている途中で急に無口になったかと思うと、いきなりサトルがマーライオンみたいな状態になってしまった。

「洗面器！」

「新聞紙！」

「タオル！」

「洗面所へ！」

「トイレへ！」

　なんだかＥＲみたいな大おお騒さわぎになってきた。

「もう、おまえそっちで寝てろよ」

　ゲロの後始末をしながら、僕はサトルに言った。

　がらがら。

　玄関で扉とびらの開いた音がした。

　そういえば鍵かぎを掛けてなかったっけ。

「うわっ、扉が開いたよ。親おや父じが帰ってきたよ」

「何を慌あわててるんだよ。さっきまでどんと来いオヤジとか言ってたくせに」

　気持ちの悪さを堪こらえて（なんで堪えてまで）サトルが言った。

「言ってないってば」

「言ったよ、腐れオヤジとか、死しに損ぞこないとか」

「死に損ないの方は言ってない」

「腐れオヤジの方が何となく酷ひどくないですか」とあっちゃん。

「酷くない」と僕は即座に否定する。

「うひゃ～、何かと臭くせぇ～」

　その声は、ピカビア。

　見ると顔をしかめてそこに立っている。素っ気ないＴシャツにショートパンツの普ふ段だん着ぎバージョンだ。

「何かとってなんだよ。ってか、ピカビア、何しにきてんの」

「何か悪そうな顔して今日きよう相そう談だんしてたから、絶対何か面おも白しろそうなことをするだろうと思って、遊びに来てみました」

「なんでここだってわかったんだよ」

「三人の家に順に電話を掛けたら、ここだけは返答がなかったから」

「返答がなかったら普通は留守だと思うんじゃないの」

「悪いことをしている人間は電話には出ないのよ」

「絶対何か間違ってる」

「でもこうやって会えたもん。でも臭ぇ～」

　しばらくトイレに消えていたサトルが、ぐたぐたに疲れて戻ってきた。戻ってきてピカビアを見つけると、胸をむりやり張って言った。

「俺おれたちはなあ、命いのち懸がけでこの世界を守ってるんぬふふへえっぽ」

　途中から意味不明のことを言いながら、またトイレに駆かけ込んだ。

　マーライオン状態になっているであろう音が派は手でに聞こえてくる。

「私も飲む」

　僕の隣となりに座ったピカビアが言う。

「駄だ目めだよ」

「どうして」

「法律で禁じられているからだ」

「わかったよ、それじゃあジュースを飲ませろ」

　意外と素す直なおだ。

「自分で取ってくるよ」

　みんな何度も家に来ているので、ほとんど自宅並みになんでも知っている。この間なんか、どこにやったのかわからなくなって三日間捜していたエアコンのリモコンを、遊びに来たサトルがすぐに見つけ出した。

　ピカビアは立ち上がり、台所へと向かう。ぴちぴちのショートパンツから伸びた脚あしがなんだか生々しくてどきどきする。いかんいかんと首を振った。

「それにしてもおかしいことが……」

　あっちゃんだ。

「なんだよ」

「やつら、なんでテングサを狙ねらったんだ」

「それは……」

　あれれ、あの時僕は、二人ふたりが僕を狙いに来たのは当然だとなんとなく思っていたのだけれど、確たしかに考えてみると、サイボニマニに僕が狙われる理由は思いつかない。いったいなぜなのだろう。

「そういえばおかしいよな」

「あの邪じや神しんの狙いはナツメグだ。なのにナツメグには目も向けなかった」

「確かに」

「じゃあ、どうしてテングサを狙ったか」

　ふむ、と腕組みして考え込んだら、すぐに思いついた。というか思い出した。

「それがさあ、これ見て」

　僕はケータイのメールをあっちゃんに見せた。

「ほら、あの母親からのメールなんだけどさ」

　そこにはこう書かれたあった。

「サイボニマニに呪じゆ詛そ届けを出したら通った。おまえの死は確かく実じつだ。ざまあみろ」

　まるで子供の喧けん嘩かだ。

「これが原因だよね、きっと」

　逆さか怨うらみも甚はなはだしいが、これも運命と諦あきらめるべきなんだろうか。

「でもさあ、よくサイボニマニが呪詛届けを許可したね。あそこは個人で申しん請せいすることなんてできないんじゃないの」

　言われてみればそうだ。

「なんでだろう」

「うん、そうだなあ」

　あっちゃんが考え込む。

　しばらく考え込む。

　ずっと考え込む。

　寝息が聞こえてきた。

「あ、あっちゃん寝てる」

　紙パックに入っていたオレンジジュースをコップに入れて、ピカビアが戻ってきた。

　その台詞せりふをきっかけにして、あっちゃんの姿勢がぐらりと崩れる。

　僕は肩を支えて、あっちゃんを横にした。

　ピカビアは僕の隣となりに座って、コップのジュースをごくごくと飲んだ。

「ぷふぁー、うめぇ」

　口のまわりを手の甲で拭ぬぐう。

　可愛かわいいと思ってないか？　おまえ可愛いと思ってやってるだろ。くそ、騙だまされないぞ。騙されてたまるもんか。

「また私に見とれてる」

「見とれてなんかないって。っつうか、もっと離はなれろよ。くっつきすぎだよ」

「ええ、いいじゃん」

　よけいにそばによってくる。なんかいい匂においがする。

「よくないっつーの」

　離れる。

「いいじゃん」

　また寄る。

　お尻しりがひっつく。

「やめろよ」

　つい、腕で突き放す。

　倒れはしなかったけれど、よろめいて僕を睨にらむ。

「なんでそんなことをするの」

「くっつくからだよ」

「好きな人にくっついて、何が悪いのよ」

「あのさあ、ピカビア」

　僕は真ま面じ目めな顔をして言ってやった。

「普通、高校生男女の間で『好き』って言っちゃったら、それはもうつきあって下さいっていうか、恋愛してるっていうか、そういう関係になりたいなというか、なってもいいですって時に言う言葉だと思うんだよね」

　アルコールが言わせているのだと思う。そうでなければピカビア相手にこんなことを真ま面じ目めな顔で言い出せなかっただろう。

「男子相手にそんなに気軽にンなこと言ってると、勘かん違ちがいされるぞ」

　ピカビアは僕からするすると身体からだを離はなした。それからうつむいて、しばらく黙だまっていた。

「あっ、べつに偉そうに説教するつもりはなかったんだけどさ、あんまりそんなことしていると、男子もいろいろと困るだろうしさ、ピカビアも勘違いされて困ったことになるかもしれない……」

　ピカビアが泣いていた。

　しくしくと泣いていた。

　僕はもう完全に動転していた。

「え、ごめん。あの、僕は」

「……なんでそんなこと言うのかわかんない」

　嗚お咽えつを堪こらえながら、必死になってそれだけ言う。

　それからまた沈ちん黙もく。

　僕は掛ける言葉を何も思いつかない。ちょっと腕で押しただけだぞ。なんで泣く。

「ちっともわかんないよ」

　ピカビアはそう言って、きっ、と顔を上げた。

「だって、ずっとべたべたしてたじゃない」

「えっ、なんのことだよ」

「あれでどうしてわからないのよ」

「何がだよ。なんの話だよ」

「好きだって何度も何度も言ってんじゃん。いつもくっついてるじゃん。もうあれ以上無理。アレが限界だもん。あれ以上できないよ。いっぱいいっぱいだよ。精一杯だよ」

　これってつまり告白してるってこと？

「……だからさあ、ピカビアってみんなにそんな風ふうにするからさあ」

「してないってば。あんなこと誰だれにもするわけないじゃん。私が他ほかの誰かに身体をくっつけるの見たことある？　触ったの見たことある？　好きって言った？　テングサにしかしてないもん。絶対してないもん」

　そう言われてみると、まったく自信がないのだ。もしかして、誰にでも馴なれ馴なれしかっただけなのかもしれないよなあ。

「態度がべたべたして見えるのは仕方ないじゃん。そんな性格なんだもん。男の人だと頼っちゃうし、いろんな人とすぐ仲良くなるけど、でも本気なのは一人ひとりだよ。それがなんでわからないんだよ、バカ！」

　最後は怒ど鳴なっていた。

　真まっ赤かな顔で怒鳴り、立ち上がり、それから部へ屋やを駆かけ出て行った。

「追いかけなくていいの？」

　見るとサトルが青ざめた顔で立っていた。

「おまえ、いつから聞いてた」

「『てめぇら、俺おれの尻しりを舐なめな』ってあたりからかな」

「んなこと言ってねぇよ」

「っちゅうか、追いかけなくていいの？　定番だよ。ここで追いかけていって抱きしめるのって」

「んなことできるわけないだろう」

「まあ、できんわな。俺でもできない。しかしこれで確かく実じつに脱落な」

「なにがだよ」

「こんなことがあって、なおもナツメグのことが好きだと言えるだろうか。いや、言えない」

「うっせ、バカ」

「バカはやめろ、バカは。いろいろと傷つく人間がいるから」

「真実を言い当てられた人間は、往おう々おうにして激はげしく怒る」

「あっちゃん！」

　朦もう朧ろうとして起き上がり、それだけ言うとまた横になった。

「それでだな、ええとなんだったっけ」

「とにかく追いかけるのだ。男ならこのままにしてはおけまい」

　おかしな言葉遣づかいでサトルは僕を無む理り矢や理り立ち上がらせた。

「さあ、行くのだ。若き勇者よ」

　僕の背中を押した。

　その勢いのままに、僕はふらふらと家を出て、ピカビアの後を追った。

　その後ろ姿すら見えなかった。

　ピカビアは全校で一、二を争うほど足が速いのだ。

　僕はダッシュした。

　走って走って走り続けた。

　すぐに気分が悪くなった。

　道の脇わきに寄って吐いていると、背中を撫なでられた。

　振り返ると、よく下校時に僕が総そう菜ざいを買って帰るおかず屋のおばさんだった。

「大丈夫かい、トコロテン君」

　小学生の時から僕を知っているおばさんは、背中を撫なでてくれながらそう言った。

　名前を訂正する余裕はなかった。

「はい、大丈夫です。すみません」

　そう言うと、また僕は盛大に地面へと向けあれこれぶちまけたのだった。
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　食事のトレイがキャスターに山やま積づみになっていた。病院の夕食は早い。僕が放ほう課か後ごに行くと、もう既すでに食事は終わっている。

「まあ、天てんちゃん、よく来たね」

　また祖母は僕を父と、つまり自分の子供と間違っているようだ。でも機き嫌げんはよさそうだった。問題があって病院に呼ばれる時とは大違いで、笑え顔がおの祖母を見ると僕も嬉うれしい。

「顔色が悪いよ」

　じっと僕の顔を見ていた祖母がそう言う。

「えっ、そうかなあ」

　スチールの椅い子すを出して腰を下ろした。

「困ったことがあるなら、なんでも言ってごらんよ。言うだけでも楽になることがあるからね」

　にこりと笑う。それだけでなんとなく救われたような気になって、ついついいらないことを言ってしまった。

「あのさあ、ヘンなことを訊きくけど、もしだよ、もしおばあちゃんが誰だれかに命を狙ねらわれたとするよ」

　しっ、と祖母は指を唇に当てた。

「ここでそんなことを言うんじゃない」

「あっ、はい」

　そうだ。もし仮に、どころじゃない。祖母は本当に自分が狙われていると思っていたのだった。

　祖母は怯おびえた目で周囲を見回し震ふるえている。

「ごめんなさい。もう言わない。ええと、ちょっと相そう談だんしたいことがあるんだ」

　僕は一いつ生しよう懸けん命めい話題を変えた。

「あのさあ、好きな子ができたんだ」

　そんなことを言うつもりなどなかったのだけれど、祖母の気を引くためについつい口が滑すべってしまった。

「あらまあ」

　しかしその作戦は成功したようだ。祖母が話に乗ってきた。

「それはよかったわね。おめでとう」

「いや、でもそうおめでたくもないんだよね」

　僕はこの間僕の家であったことを全部説明した。

「彼女の名前はなんというの」

「ピカビア。江え戸ど川がわピカビア」

「ぴかぴか？」

「違うよ、ピカビア。へんてこな名前だけど本名なんだよ、江戸川ピカビア。それで、僕はこれからどうしたらいいんだろうか」

　半ば本気の相そう談だんだ。

「天てんちゃんは、思うようにやればいいさ。だって結局なるようにしかならないんだからね」

「そりゃそうだけど、でもね……」

「で、天ちゃんはその子のことがほんとに好きなの？」

「正直に言っていい？」

「当然よ」

「わかんないんだ。それまで意い識しきもしてきたし、ええと、嫌いじゃないのはわかるけど、本当はどうなのかわかんない。これで向こうがこっちのことをどうやら好きだってことがわかったけど、それが嬉うれしいっちゃあ嬉しいんだけど、好きだと言ってくれたから、なんだかこっちも好きでいいよ、みたいな感じって不純かなあ」

「不純だよ」

「やっぱり」

「でも不純で悪い？　そうそう純粋な行動って人間はしないよ。好きになられたから好きになる。ぜんぜん悪くないよ」

「そうかなあ」

「そうだよ。そのかわり、今度はこっちがものすごく好きになったらいいんだから」

「だよね」

　偶ぐう然ぜんだけれど祖母に話すとなんとなく楽になったような気がする。友達相手だと、たとえあっちゃんやサトルが相手でも、なんだか自慢してるみたいっていうか、恥ずかしさは親しければ親しいほど倍増する。僕だけのことなのかもしれないけど。

「でも天ちゃんもよくないよ」

「えっ、何が」

「その子を傷つけたこと」

「あ、ああ……それは僕も悪いと思うんだけど、でも、よくわかんないんだよね」

「何が」

「ピカビアの気持ちが」

「どこがわかんない？」

「何がわからないかもよくわからないけど……なんであんなに怒るのかってことが一番、かな」

「それは駄だ目めだぞ」

　大声で言った。周りの患者たちが振り返るほどの大きな声だった。不意の大声に僕はびっくりした。

「気づいてたんだよ、君は」

「えっ、何が」

「ほら、それだ。それがイライラさせたんだよ、きっと」

　やっぱり祖母も女なのだ。僕にはどうにも女の言うことはよくわからない。

「えっ、何がだよ」

　ついつい友達に話すような口く調ちようになってしまった。

「好きだって言ったら好きだってことじゃない。当たり前のことがわからない方がおかしいでしょ」

「だって、ピカビアはいろんな人に馴なれ馴なれしい人間なんだってば。特に男に対してはべたべたしてるみたいに見えるんだってば。おばあちゃんは見たことないからわからないかもしれないけど」

「これだけ生きてきたら、そんな人間の一人ひとりや二人ふたりと出会ってますって。だから言うけど、それはやっぱり相手のことをきちんと見てたらはっきりわかるよ。ていうより、天てんちゃんはわかってたんだよ。わかってたけど、怖かったんだ。それが一番君の駄だ目めだったところ」

「どういうこと？」

　本当に祖母の言っていることがわからないのだ。

「君はぴかぴかの気持ちをわかっていた。わかっていたけど、もしそれが勘かん違ちがいで、勘違いなのに『俺おれ、惚ほれられてるんだよね』みたいなことを言って、バカじゃないのって思われるのが怖かったんだ。だから彼女は誰だれにもこんな態度をするからって思い込もうとしてた。傷つくのが怖くていい恰かつ好こうしたかったってこと」

　手て厳きびしい。でも、確たしかに僕はなんとなく気が付いていた、のかもしれない。

「かも」と僕。

「かもじゃなくて、そうだって。あのね、バカだって思われることってそんなに怖がる必要はないよ。だってバカがバカだってことはちっともかっこ悪くないってば。バカはバカなんだから、それ以上でもそれ以下でもないのよ。かっこ悪いのはバカを隠そうとした時だよ。バカを認めて「惚れられちゃってるよ、俺」とか嬉うれしそうに言ったとして、それでもし本当に相手に騙だまされたにしても、それはその時だよ。だいたい騙すやつが悪いわけで、何も天てんちゃんが悪いわけじゃないんだから。バカでいいんだよ。男の子はずっとバカで」

　祖母はかなり調子がよいのだろうか。ものすごく理り路ろ整せい然ぜんとした意見に、僕はものすごく納得した。

　でも、

「そうなのかな」

　と言ってしまう。

「私は徹てつ底てい的てきにバカなら許しちゃうな。それより問題は誠実でないことの方だよ。君は誠実さが足りないです。バカになるのを恐れて、それで彼女を傷つけたんだよ。彼女は精一杯傷つくことを覚悟してやってきてるのに、だよ。そこで君が謝あやまらなくて、いったい誰だれが謝ってくれるの」

　そうだ。そう言えば謝るなんて気持ちはまったくなかった。なかったから、もちろん謝ったりはしていない。ただただ自分が困った困ったと思っていただけだ。

「結局天てんちゃんが鈍どん感かんだから、っていうか鈍感なふりをしていたから、彼女は怒ったわけだよ。鈍感なふりをするぐらいなら、バカだと思われてなさい。バカで結構。居直りじゃなくてそう思いなさい」

「でも」

「でもじゃない！」

　今日きようの祖母はものすごく元気だ。声にもハリがある。思わず僕は姿勢を正してしまった。

「あのね、バカと思われたくない男子高校生なんて矛む盾じゆんした存在なんだってば。だって男子高校生であることが、そのままバカを意味するんだから。だから君がバカと思われたくない、なんて思うこと自体がおかしいね。バカはバカだ、ぐらいの勢いで生きなさい」

「はい」

　僕は元気よく返事した。

　本当に元気が出ていた。

「ありがとう、おばあちゃん」

「君の助けになれたら私も嬉うれしいよ。それで私からもお願ねがいがあるんだけど」

「何、僕でできることならなんでもするよ」

「悪いけど、ここから出してもらえるかなあ」

　あ、それか。

　僕はちょっとだけがっかりした。

　今日はすごく調ちよう子しがよかったから、そんなことは──祖母が病気だということをすっかりと忘れていた。

「あのね、おばあちゃん」

　気を取り直して、いつもの説得モードに入る。

「それは無理なんだよ。おばあちゃんは、まだまだ病気が治っていないんだよね。もうすぐだとは思うよ、完治するの。けど、まだちょっと治ち療りようを続けなければいけないんだ」

「そこをなんとかしてもらえないかなあ。だってね」

　祖母は私を手招きした。

　僕は顔を近づける。祖母は耳元に口を近づけた。

「ここにはどうにもスパイが多くて、いろいろと問題山やま積づみなんだよね。もしかしたら人殺しの仮か想そう人じん格かくが混じってないかと思って、私はここにいると怖くて怖くて、心配なのよ」

「何も心配なことはないさ。あのね、仮想人格は直接人を殺したりはできないんだよ。そういう風ふうになってるの。だからそんなことを心配する必要はないんだよ。ほら、だって今はなんともないでしょ」

　不安そうな顔で頷うなずく。

「それはつまり、これからもなんともないってことだよ。大丈夫だよ、おばあちゃん」

　僕は冷たい紙のような祖母の手を握った。

「大丈夫、もし何かあったとしたら、その時は僕が絶対に助けるから」

　一度言ってみたかった台詞せりふだ。

「大丈夫、僕が助ける」って。

　僕は誰だれかに「大丈夫だ」と断言したことなんて今まで一度もない。

　言ってせいぜい「大丈夫だと思うよ」だ。

　でも今は、それじゃあ駄だ目めだと思ったのだ。自分がどう思っていようが、ここは大丈夫だって言い切らないと。それが噓うそかほんとかが問題じゃないんだ。それはただ僕がどう思っているかを説明しているだけなんだから。そしてその言葉が、言葉自体が愛する人を救うかもしれないのだから。

　祖母が僕の手をぎゅうと握りしめる。

「ありがとう」

　祖母は本当に嬉うれしそうな顔になってそう言った。

「ありがとう、天てんちゃん」
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　ここ数日、ずっと僕はニコニコしている。何が楽しいというわけでもないのだけれど、というよりいろんなことがあって不安で堪たまらないのだけれど、何がなんだかわからないぐらい悩み事を抱えると、意味もなくにやついてしまうのだ。どうやら元々そんな性格だったらしい。今まで一度もこんなに追い込まれたことがなかったから知らなかったのだけど。

　というわけで、

「おまえ、なんか気持ち悪いよ」

　とサトルに言われてしまった。

「あれ、そう？」

　わかってはいるのだが……。

「あのさ、おまえは命、狙ねらわれてるんだぞ」

「そうなんだよね」

「なんでそうニヤニヤしてるわけ」

「いわゆる、笑うしかないって状態？」とあっちゃん。

「かもね」

　ずずずと底に残っていたオレンジジュースをストローですすった。

　そう、僕たち三人はやっぱり『不ふ眠みん症しよう』にいる。

「あの、ミュー子こはどうしてる」

　なぜか恥ずかしそうにあっちゃんが尋たずねた。

「必要な時だけ現れるみたい。すぐに消えちゃうんだよ」

「可愛かわいいよね、あれ」

　あっちゃんの頰ほおが赤らむ。

　なんだ、こいつ。

「今日きようはナツメグは来てないんだよね」

「病院だって」

「病院って、産科？」

　わかっていながら訊きいてみる。

「当然でしょ」

「大丈夫なのかな」

「マスターがついて行ってるから大丈夫じゃない？」

　そう。今『不眠症』にはマスターもナツメグもいないのだ。

　じゃあ今ここは誰だれがやってるのかというと、

「オムライスは諦あきらめろ」

　厨ちゆう房ぼうから悪人丸出しの顔が出てきた。

　手に皿を持っている。その皿に載っているのは、茶ちや色いろいご飯の塊かたまりだ。

「はいこれ」

　サトルの前に置いた。

「ゲスチエ、ちょっとこれはないんじゃないの」

　サトルが文句を言う。当然の主張だと思う。今テーブルに載っている代しろ物ものは、あまりにもオムライスから遠い存在だ。

「仕方ないだろ。姐ねえさんにオムライスは無理だ」

　そうなのだ。厨房の中にいるのはネチカである。こんな店、僕たち以外にいったい誰が来る。

　この二人ふたりは、とにかく果たし合いがあるまでは僕を守るべく、ここでバイトすることになったのだ。

　僕にとっても、そして『不眠症』にとっても迷めい惑わくな話なのだが、当人たちは必死だ。そして仮か想そう人じん格かく同士何かわかり合えるものがあったのか、マスターはあっさりと二人を雇ったのだ。

　ゲスチエは失ったはずの腕をまた生はやしているし、あれほど重傷だったネチカもぴんぴんしている。仮か想そう人じん格かくはほとんど不死身なのだ。

「文句があるのかい」

　奥からメイド服もどきを着たネチカが現れた。おそらく三十代前半を設定しているのであろうネチカにメイド服はかなりきつい。猥わい褻せつな感じすらする。しかもそのメイド服は、そのエプロン部分が本当にエプロンとしての役目を充分に果たしており、ケチャップやら醤しよう油ゆやら、得え体たいの知れないあれこれで点々と汚れているのである。

　その容姿とともに、殺人鬼メイドとしか言いようのない恰かつ好こうだった。そう言えば片手に持っているのは包丁ではないか。

　もちろんサトルも、直接ネチカに文句を言えるほど勇気のある人間ではない。

「いえ、結構です」

　とベージュのご飯をスプーンですくい食べ始めた。
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「不ま味ずくはない」

　と微妙な評価を下す。

　からんころんとカウベルが大きな音を立てた。

　一いつ瞬しゆん、室内の大気が凍りついた。みんな同じ姿勢で、入ってきた二人ふたりの少女を見つめている。

　それは蜜みつと蝋ろう。

　あの殺人蜂姉妹だ。

　最初に反応したのはネチカだ。

　さすがの反射神経でカウンターを一気に飛び越える。

「おっと」

　着地と同時に蜜みつがネチカを制する。

　毒針の指先がネチカをさしていた。

「今日きようはちょっと挨あい拶さつをしに来ただけなの」

「挨拶だよ。戦う気はないよ」

「本当だってば」

「本当本当」

　二人ふたりとも前とは微妙にデザインの違うブレザーの制服を着ていた。何か狂っているのではと思わせるほどスカートが短い。

「あのね、担当が変わったのよ、ね」

「ね」

　二人で顔を見合わせてくすくすと笑う。

「考えてみたら、あなたなんか」

「あなた、あなた、そこのあなた」

　蝋ろうが僕を指さす。

「あなたはね、私たちが担当するほどの人間じゃないのよ」

「だから、私たちは別の人間の担当になりました」

「なりましたよ」

「別って？」

　僕が尋たずねる。

　蜜と蝋が周りをきょろきょろと見回す。

「あれ、あの女は？」

「女は？」

「ナツメグのこと？」

　サトルが言った。

「ナツメグ？」

「夏なつ恵めぐみさん」

「ああ、それそれ」

「そのナツメグミ」

「どういうことだ」と僕。

「そっちの方が邪じや神しん界かいでは問題だってことらしくて」

「第一、男より女の子の相手の方が私たちも楽しいし」

「ほんと、楽しいし」

「男たちって臭いから」

「臭い臭い」

「臭くてお下げ劣れつ」

「そうそう、臭くてお下劣。特にこいつら」

「うっせいよ、バカ」

　と小声で言ったのはサトルだ。

　蜜みつが椅い子すに背後から近づく。サトルはうつむいて震ふるえていた。震えるなら言わなきゃいいのに、言ってしまうのがサトルなのだ。

「なんか言った」

「言ってません」

「バカって言った？」

「私は馬ば鹿かですって言ったかな、もしかしたら」

「なんでそんなことを言ったの」

「自己紹介、かな」

「蜜姉ねえさん、そんなデブの相手してると太るよ」

「そうだね」

　また蝋ろうの隣となりに立つ。

「ちょっと訊ききたいんだけど」

　立ち上がったのはあっちゃんだ。僕の友人たちは、意外に命知らずが多い。

「なあに」

　蜜は笑え顔がおだ。あっちゃんが美少年だからか。そうなのか。

「なぜ夏なつさんを狙ねらわなければならないんだ」

「原因だから」

「結果が生まれるから」

「それって、夏さんが妊娠しているってこと？」

「ややこしいことを説明する気はないけど」

「だから簡かん単たんに言うけど」

「簡単に言うとね、未来が幻視されたんだよね」

「未来が見えて、それは邪じや神しんの滅亡だったのね」

「その原因がナツメグミ」

「正せい確かくにはナツメグミの子供」

「おい」

　僕は口を挟んだ。

「ナツメグに手を出したら承知しないからな」

　強気な台詞せりふを言ってみる。一言で言うなら強がりというやつだけれど、僕も言わずにはいられなかったのである。ほんとならナツメグに直接見せたい勇姿である。

「心配しなくてもいいよ。今日きようは何もしないから」

「しないしない、なんにもしない」

「私たちはただ挨あい拶さつに来ただけだし。不意打ちはなし。する意味もないしね」

「ないない。いつだってできるんだし」

「ナツメグの子供がどうして問題なんだ」

　話を元に戻すのはいつもあっちゃんの役目だ。

「ナツメグミの子供が世界最強の邪じや神しんをこの世に降こう誕たんさせて、邪神界そのものを滅ぼしてしまう、っていうのが幻視の内容だから。これ邪神界の常じよう識しきだよ」

「常識、常識」

「いいか、覚えとけ。ナツメグには指一本触れさせないからな」

　再びの強がりである。

「それさっき聞いた」

「芸がないよね」

「ないない」

「それに、あんたはそんなこと言ってる場合じゃないと思うな」

「私も思うな」

「ほら、そういうわけだから、あんたの方には、別口で化け物を送り込むことになってるから」

「化け物、怖いぞ」

「ほんと怖いよ。私たちみたいに話ができる相手じゃないし、第一私たちみたいに美しくないし、やたら見苦しいやつらばかりだし。まあ、よろしくね」

「よろしくね」

　蝋ろうが僕に手を伸ばした。

　握手するつもりかと手を差し出す。

　すると蝋は「変態！」と言って手をさっと引っ込めた。

　そして僕が抗こう議ぎする前に、僕の頰ほおを思い切り平手で殴った。

　悔くやしいぐらいいい音がした。

「な、な」

　なんでだよ、という僕の声は、カウベルの脳天気なからんころんという音にかき消された。

　二人ふたりがさっさと外に出て行ったからだ。

「おい、なんでへらへら笑ってるんだよ」

　サトルが言った。

　どうやら僕はへらへらしているらしい。自分では何もわからない。

「おまえもしかしてＭ？」

「違うって」

　僕は慌あわてて否定した。

「何がなんだかわからなくてどうしようもない時って、人間はへらへらするだろ」

「しねぇよ」

「するって。ほら笑うしかないっていう状態。なっ」

　あっちゃんに相あい槌づちを求めると、あっちゃんは真剣な顔で言った。

「確たしかにテングサはＭ顔だ」

　何がツボに入ったのか、ゲスチエとネチカが腹を抱えて大笑いした。




　　　　３




　どれだけ寂さびしがり屋であったとしても、人間というものは時には一人ひとりきりになりたくなるものだ。

　だからずっと僕についてこようとするゲスチエを追い返したのは当然のことなのだ。何しろびっしりと僕につきまとい、四日前の晩に至っては、学校からそのまま僕の家に来て父親に挨あい拶さつして二人ふたりで酒盛りして（言い忘れていたけれど、秘蔵ウイスキーを飲み干してしまったあの日の深夜、帰ってきた親おや父じに飲んでやったぞと報告したら、妙に真ま面じ目めな顔で、おまえもそんな歳としになったか、などと言い出してびっくりしたのだった）、翌朝酒臭いゲスチエが学校にまでついてこようとするから、僕は怒ど鳴なったのだ。二度と来るなって。

　ね、これは当たり前でしょう。

　そこで意外にも素す直なおにゲスチエが帰ったのは、やっぱりその後に作戦があったからで、その時から僕の周りをあいつがうろちょろするようになったのだった。

　前から来る女子高生がそれを踏みそうになって、ぎゃっ、と悲鳴を上げた。

　それはちょこちょこと僕を追いかけてくる。基本は耳だ。見覚えのある福耳のそれが、ゲスチエの耳であることは間違いない。そしてその耳には四本の指が生はえていて、その指でちょこちょこと歩くのである。これはゲスチエが自らの肉体を使って作った歩く盗とう聴ちよう装置なのだ。学校にこれが現れた時は、間違えて教室に鳩はとが入ってきた時以上のパニックになった。

　しかし人はこんなものにも慣なれるのである。まとわりつくハエ並みに、鬱うつ陶とうしいけど驚おどろきはしない。

　今気になるのはナツメグの動向だけだ。

　二人ふたりがわざわざ挨あい拶さつにやって来たあの翌日。いつあの姉妹が現れるかと、僕たちは学校を完全にさぼってナツメグと一いつ緒しよにいたのだ。その結果として、ナツメグから、僕がゲスチエを追い返したのと同じことを言われたのだった。

　もう帰ってくれ、と。

　当然だろう。三日にわたって男子高校生が三人、つかず離はなれずそばにいるのである。家にいる時は、その周辺で見張っているのである。あんパンと牛乳を買ってきて、張り込みをする刑事ごっこをしたりしているのである。しかも平日の昼間から夜までみっちりである。途中警けい察さつに補ほ導どうされかかり、大おお騒さわぎにもなった。

　誰だれだってついてくるなと言いたくなるだろう。とりあえず学校行けよ、と。

　そういうわけなので、それからは真ま面じ目めに学校に行っている。ナツメグの危き機きの時には、きっと何か胸騒ぎがして駆かけつけることができると、楽天的というか前向きというかポジティブというか、そんな風ふうに僕が思っているのも事実だ。

　あの姉妹がすぐに襲おそってこない理由はわからないが、なんとなくこうなるとまだ先のような気もする。

　というようなことがいろいろとあっての今日きようなのだ。

　僕は一人ひとりで『不ふ眠みん症しよう』へと向かっていた。歴史のテスト結果があまりにもあまりだったので、放ほう課か後ご職しよく員いん室しつに呼び出されていたのだ。あっちゃんとサトルはとっくに行っているはずだ。

　実はまだピカビアに謝あやまっていないのだった。あの時はすぐにでも謝ろうと決意したのだけれど、家に帰る前のわずかな時間に頭の中で何度かシミュレーションしてみたのだけれど何度やってみても上う手まくいかず、その時点で挫折していたのだった。

　どうして謝ったらいいのかがわからないのだ。ほんとに困ったものだ。

「よ」

　肩を叩たたかれた。

　えっ、と振り返るとピカビアだった。自転車を押して僕の横に並ぶ。僕たちよりちょっとだけ自宅が離はなれている彼女は自転車通学なのだった。

「ゴメンね」

　彼女は僕の顔を見ると神妙な顔で言った。すっかり先を越されてしまったじゃないか。

　理り不ふ尽じんだとは思いつつ、ちょっと腹が立った。

「勝手に騒いで勝手に怒ってゴメン。でもね」

　横に並んで腕を組んできた。

「仕方ないっていうか、あの、あんまり重い女だって思われても嫌いやだから言っておくけど、好きっていうのはかる～く好きだってことだから。だから嫌いってことじゃないっていうか、好きは本当なんだけど、だから普通よりはどっちかと言えば好き寄りっていうか、とにかく、そこのところだけわかっててもらえたらいいや。つまり」

　ピカビアは僕をじっと見て、それから急に目をそらせて早口で言った。

「テングサのことが好きだってとこだけな」

　僕は黙だまって聞いていた。少しだけ意地悪な気持ちになったからだ。そして「もういいよ」と乱らん暴ぼうに答えた。

　なんだかどうしようもなく駄だ目めな受け答えをしている気分だった。男としての価値が試される局面に立たされているのだと思う。男らしい男が、素す直なおに謝あやまっている女子相手に意地悪な気分になったりするか？　それはない。絶対にあり得ない。などと思いつつも、口は勝手に動く。

「要するに、友達だって言いたいわけだろ。それでいいよ。ややこしいこと言うからわかんなくなるだけで」

「そうだよね、ゴメン」

　頭を下げる。

　罪悪感がむくむくと持ち上がるけど、素っ気ない態度は崩せない。気まずさがどんどん増して、とうとうピカビアも喋しやべらなくなる。

　駄目だ駄目だ。僕はなんて駄目な男なんだ、などと思っているものだから、次の言葉がどうしても出てこない。

　まだまだ陽ひがある。

　西日が射さす国道を、僕たちは黙って歩く。

　この状態が永遠に続く〈気まずさ地じ獄ごく〉に突き落とされた気分だ。この状態から抜けられるなら、アクマにでも魂たましいを売ろうぞ、と心の中で宣言したとたん、突然後ろで、ばちばちと火が爆はぜるような音がした。

　驚おどろいて振り返ると、音以上に驚くものがそこにいた。

　直立した羊のようだった。

　泥で汚れた大量の毛がそれを覆おおっている。そしてその毛の隙すき間まから、ぱちっ、と音がしては火花が散るのだ。

「おれぁ、でんきしにがみ」

　さらに激はげしく火花が散った。

「電気……死しに神がみ？」

　僕が言うと、それは毛だらけの顔の隙間から真まっ赤かな舌をだらりと垂らして、頷うなずいた。

　その舌先からも青白く放電がほとばしる。

「おでは、電気死神たつひご。おみゃ、やぁなぎはぁらところてぇーんだな」

　明らかに人とは構造の違う口でそれは喋しやべっている。

「だ～か～ら～、トコロテンじゃねぇって言ってんだろう！」

　僕は精一杯の虚勢を張って怒ど鳴なりつけた。

　ばりばりっ、と大気を裂いて稲いな妻ずまが走った。

「死ねや」

　それだけは妙にはっきりと発音して、それは僕に向かって突進してきた。大きな頭には、ねじ曲がった左右非対称の角つのが生はえていた。

　その先端を僕に向けて、全速力で突進してくる。

　声も出ない。

　ただ立ちつくし、それを見ていた。ピカビアが悲鳴を上げなければ、そのまま突き殺されていただろう。

　その時ピカビアのことを真っ先に考えることができた僕を、今となっては誉ほめてやりたい。

　僕はピカビアを自転車ごと路肩に突き飛ばして言った。

「逃げろ！」

　それから僕は走った。どう考えてもこいつはサイボニマニの仮か想そう人じん格かくで、僕を狙ねらっている。この場から離はなれれば、少なくともピカビアに危害を加えることはないはずだ。だから、

　僕は走った。

　必死で走った。

　必死とは必ず死ぬと書くのだけれど、僕は死にたくないから必死で走るのである。どちらかというなら、必死ではなく必生と書いて欲しい。誰だれに頼んでいるのかわからないけど。

　ああ、なんでこんなどうでもいいようなことを考えてるんだ。

　これはこれである種の逃とう避ひだよな、などと思いつつもとにかく逃げる。

　逃げ足はそこそこ速いのである。恐怖に追われてようやく発揮できる特技である。ちっとも威い張ばれないけど。

　かなり引き離したような気がした。

　それでも脚あしを止める気はしない。怖いからだ。でも恐怖に後押しされることで手に入れた実力以上の力を、そうそう長く出し続けられるものではない。

　すぐにつけを払う時が来た。

　急に脚が動かなくなった。よろよろと走ってきた勢いで数歩歩いて、そこでもう歩けなくなった。すっと手足から熱ねつが失うせる。胸の奥で心しん臓ぞうが暴あばれ回っている。立っていることもできなくなって、そこにしゃがみ込んだ。とたんに吐いた。もう無理だった。これ以上一歩も前に進めない。

　そう思って振り返ると、ばりばりとミニサイズの稲いな妻ずまを放ちながら、やつが国道を挟んですぐそこにいた。

　ふわぁ、と空気が抜けたような情けない声を出して、なんとか這はった。生まれたてのウミガメでももっと上う手まく這うだろう。

「こどしてやろうぞおおお！」

　叫び、電気死しに神がみは突進してきた。

　ちょうどタクシーが突っ込んできた時だった。

　急ブレーキのすさまじい音は一いつ瞬しゆんだった。

　次の瞬間、運の悪いタクシーは電気死しに神がみの角つのに引っかかった。

　電でん撃げきが走った。

　タクシーが風船のように膨ふくらんだ。

　車体に赤くひびが入り、中から炎が噴ふき出す。

　爆ばく音おんが一拍遅れた。

　やがて四散したタクシーが紅ぐ蓮れんの炎に包まれ、その炎を押しのけるようにして、ムリムリと黒煙が立ち昇った。

　その煙を裂いて、電気死神が現れる。

　猛スピードで僕の方へと突進してくる。

「無理、無理ィイイイイ！」

　悲鳴を上げながら、僕は這はった。背後で火花が散る音がした。

　僕は横に転がった。

　怪物の角が今まで僕のいた場所のコンクリートを砕くだいた。

　最初の一撃だけはなんとか避けたようだ。

　運動神経と言うよりは、半分以上運である。

　天てん上じようの（あるいは海底のか地中のか異世界のか知らないけど）邪じや神しんジゴ・マゴが与えてくれているはずの強運に感かん謝しやする。

　しかし運がどこまで味方してくれるかはわからない。

　というか、既すでに味方はいないような雰囲気だ。

　僕は仰あお向むけになって横たわっていた。もう足腰が立ちそうになかった。

　電気死神は目と鼻の先にいた。

　角は僕の胸をさし、その先端からばちっばちっと火花が飛んでいた。

　次の一突きで、僕はあの哀あわれなタクシー運転手のように爆発してしまうのだ。血と肉を四方に撒まき散らして、それで終わりだ。

　覚悟は到底できそうになかった。もっと楽しいことをいっぱいしたかった。その前に謝あやまらなきゃならない人がいっぱいだよ。このまま死ぬのは気持ち悪いなあ。みんなに順番に挨あい拶さつする間ぐらい死神も待ってくれればいいのになあ。

　最後の最後までくだらないことを考えながら、僕は目を閉じた。

　何も起こらない。

　死神も何かを待っているみたいだった。

　ふうふうと荒い息が聞こえる。

　目の前にそれがいるはずなのだ。

　一歩前に出るだけで決着がつくのに、どうしてそれをしないのだろう。

　僕は恐る恐る目を開いた。

　目を開いた瞬しゆん間かんに殺すという、意地の悪いことをやつが考えていたらどうしよう、とかいらぬ想像をしつつも恐る恐る。

　すると、僕と電気死しに神がみの間に、日本刀を持った見み慣なれた男が仁に王おう立だちしていた。

「ゲスチエ……」

「よお、ぼうず」

　振り返ることなくゲスチエは言った。

「ちょっと待ってくれ。今こいつを片づけるから」

　上段に構えるその姿は、なかなか様になっている。もしかしたら本当に剣道の有段者（という設定）なのかもしれない。

　キィエィイイイイ！

　奇声とともに、ゲスチエは剣を振り下ろした。

　電気死神はそれを曲がった角つので受けた。

　盛大に火花が散り、大気に幾筋もの電光が放電されていく。

「じゃますうな！」

　電気死神が喚わめいた。

　その怒りが電光となってゲスチエを襲おそった。稲いな妻ずまが直接落ちたようなものだ。

　爆ばく音おんとともに、ゲスチエは大きく後ろに吹き飛ばされた。

　横になった僕の上を、ゲスチエが飛んでいく。

　その顔がはっきり見えた。

　笑っていた。

　しかも僕を見ながらウインクした。

　きりきりと回転して、綺き麗れいに着地する。

　悪役の禿はげ親おや父じが、むちゃくちゃかっこよく見えた。

　いや、感心している場合ではない。

　僕はなんとかうつぶせになって、焦あせったナマケモノみたいに這はった。

　逃げろ逃げろ逃げろ！

　頭の中で連れん呼こしている。だが身体からだはちっとも言うことをきかない。

　と、その襟えり首くびをぐいと摑つかまれた。

　もう終わりだ。

　さすがに覚悟した僕の耳元でそれは言った。

「そっちで見てな」

　びゅん、と僕は放り投げられた。

　路面にごろごろ転がり、そして見た。

　今度電気死しに神がみと対たい峙じしているのは、どう見ても戦うのに不向きな深しん紅くのひらひらしたロングドレスを着たネチカだった。

「ゲスチエ！」

　アカデミー賞しようの授賞式にやって来た女じよ優ゆうみたいな恰かつ好こうのネチカが呼ぶと、律りち儀ぎな犬のようにゲスチエが走り寄ってきて足あし下もとにひざまずいた。

「剣をお出し」

　言われたゲスチエが大口を開いて上を向いた。

　顎あごががくんと落ちる。

　口が裂けそうだ。

　その中にネチカが手を突っ込んだ。

　手首まで中に埋まる。そして中から何かを摑つかみ出してきた。

　柄つかだ。

　ネチカは一気にそれを引き抜く。

　ゲスチエの喉のどから、長い長い両もろ刃はの剣がずるずると出てきた。

「そこまでだ、静電気野郎」

　下段に構えて、ネチカはさらに一歩前に出た。

　走ったようには見えなかった。なのに、次の瞬しゆん間かんネチカは電気死神の前に立っていた。場違いなドレスが、ばさばさと風に揺れる。

　一気だった。

　しゅ、と息を吐いて、剣を下から上に跳ね上げる。

　試ためし斬ぎりの巻まき藁わらのように、電気死神の毛むくじゃらの身体からだが斜めに切れた。

　切り口から血しぶきのように電光が走る。

　一歩退ひき、ネチカはさらにそれの胸を突いた。

　長剣が胸を貫つらぬき、後ろから突き出た。

　電気死神が哀かなしげな声をあげた。

　ネチカは剣を抜き取り、電気死神にくるりと背を向ける。

　電気死神は立っているので精一杯の様よう子すだった。

　ネチカへとねじ曲がった角つのを向けようとするが、それも叶かなわない。

　薄うす汚ぎたない毛の塊かたまりが、幾度も周囲に電光を放つ。そのたびに周囲が白く輝かがやく。そうしながら、電気死神はどんどん小さな黒い塊へと変へん貌ぼうしていく。

　最後にそれは黒く焦こげた一抱えの岩のようになって、放電を終えた。怪物は退治されたのだ。

「果たし合いの許可はまだなのかい」

　まっすぐ僕に近づいてきたネチカが言った。

「あ、ああ、同じ内容の申しん請せいを出すと、二度目はなかなか許可が下りないんだよ。下りたらすぐに連絡するから」

「頼むぞ、坊主」

　後ろからやってきたゲスチエが笑いながら言った。

　またまた僕はこの二人ふたりに命を救われたのだった。

「おーい」

　手を振りながら近づいてくるのはピカビアじゃないか。

「テングサー！」

　叫びながら自転車で走り寄ってくる。

　今度こそ素す直なおに、僕も悪かったと謝あやまろう。

　片手を振るたびに自転車がふらふら左右に揺れるピカビアを見ながら、僕はそう思った。

　だがそれは思っただけに終わりそうだった。

　唐とう突とつに予感がした。

　──大丈夫だった？　心配したよ。私のこと助けてくれたんだよね。ありがとう、ありがとう。

　ピカビアの声が遠くから聞こえる。

　水の中で聞こえる音のようだ。

　そしてその時、僕はいきなり襲おそいかかってきた嫌いやな予感に、押しつぶされそうになっていた。

　大事な誰だれかを失ったような、絶望と悲ひ哀あいが目の前にある不安。

　──何な故ぜビー・シスターズがナツメグ担当になり、おまえにはあんな怪物が送られてくるのか。

　何者かが僕に問う。

　僕にあの姉妹を担当させるのはもったいないからだって、当人たちが言ってたよな。

　──今までナツメグは何故無事だったのか。

　それはきっと、ジゴ・マゴが守っていたから。そうだ、ナツメグはジゴ・マゴに守られていたのだ。

　──それならジゴ・マゴが第一に守らなければならないのは誰だ。

　それは……僕だ。

　──つまり？

　つまり、僕が怪物に襲われれば、ジゴ・マゴは僕のことで手一杯になる。だからその隙すきに……。

「ネチカ！　ゲスチエ！」

　去りゆく二人に僕は叫んだ。

「ナツメグがあの蜂姉妹に襲われている。お願ねがいだ。助けに行ってくれ」

　二人ふたりとも「何を言っているのだ」という顔で振り向いた。

　当然だ。ジゴ・マゴと果たし合いをしたいからこそ僕を守っていたのだ。彼らは僕の友達なんかじゃない。ナツメグのことなど、二人にはなんの関係もないのだ。

「どうしたの、テングサ」

「悪い、これ借りる」

　僕はピカビアの自転車を奪い取り、走り出した。走り出しからどうにも力が入らない。さっきまで立ち上がることもできなかったのだから無理はないのだけれど、それでも僕は必死だ。自分の脚あしで走るよりは多少は速い程度だが、それでも自転車は目的地に進む。そこで何ができるかわからないけれど、何もしないではいられない。

　だから、僕は自転車をこいだ。『不ふ眠みん症しよう』へと向かって。

　僕が危き機きになれば、ネチカたちはまた僕を助けに来るはずだ、たぶん。それにジゴ・マゴも助けてくれるはず、たぶん。

　自分の力では何もできないけれど、とにかく走れ。

　走るんだ。




　　　　４




　カウベルは鳴らない。

　カウベルごと扉とびらが吹き飛んでいるからだ。

　道路側のステンドグラス風ふうシールが貼はられていた窓はすべて割れている。

　壁かべも一部壊こわれていた。ちょうどカートゥーンで誰だれかがそこを突き抜けた跡のように。

　外がい観かんだけではない。店内はミニサイズの台風がここにだけ集中して上陸していたような惨さん状じようだ。

　部へ屋やの隅すみにテーブルを盾たてにして、ナツメグとあっちゃんとサトルが隠れていた。

　そして制服姿の蝋ろうと蜜みつが、マスターをなぶりものにしていた。

　蜜はマスターの顔を踏みつけていた。虫ピンで留められた昆虫のように、マスターはまるで動けない。

　そして蝋は横たわるマスターの横に座り込み、包丁をぐさぐさと腹や胸にデタラメに刺していた。

「あっ、来ちゃったよ」と蜜。

「ほんと来ちゃったよ」と蝋。

「やっぱ怪物系だけじゃ引き留めるの無理だったかも」

「かもね、やつら馬ば鹿かだからね」

「馬鹿すぎるからね」

　喋しやべりながらも、蝋ろうは包丁で腹を裂く。

「やめろ」

　怒ど鳴なったつもりだったが、とんでもなく弱々しい声だった。

「はい？」

　蜜みつが耳に手を当て小こ馬ば鹿かにしたポーズで訊きき直した。

「やめろって言ったんだ」

　さっきよりは大きな声が出た。

「こいつの方からやっちゃおうよ、蜜姉ねえさん」

「それがいいかもね、蝋」

　蜜はマスターの顔から足を離はなした。

「ココロ君」

　マスターが言った。

　喋ると口からごぼごぼと血があふれ出た。

「同士よ、ナツメグミを頼むぞ」

「暑苦しいんだよ」

　蝋がマスターの喉のどを包丁で掻かき切った。放ほう屁ひに似た音をさせ、血がほとばしった。首は半ばまで裂かれている。人なら即死だろう。だが仮か想そう人じん格かくはそんなことで死んだりはしない。元々虚構の存在なのだ。原則的には生きていないのだから、死ぬということがない。

　蝋は手を喉の傷口に突っ込んだ。

　粘土をこねるような音がする。

　マスターは何かを考えているかのように首を九十度傾ける。

　枝が折れるような音がした。

　みちみちと何かが裂ける。

　そしてとうとう、マスターの頭は床ゆかにごろりと転がった。

「これで終わりっ」

　宣言して立ち上がった蝋は、転がった頭を力一杯踏みつける。

　果実のようにぐしゃりと頭が砕くだけた。

　脳のう髄ずいと骨片は、たちまちじゅうじゅうと音を立てて黒い煙へと変わっていく。

　同時に残された身体からだからも、何かが焦こげるような音とともに黒煙が噴ふき出し、見る間に身体が失うせていく。あっという間にすべてが黒煙へと変わっていった。

　僕はただただ見ているしかなかった。

　やがてマスターの姿は消えてなくなった。

　飛び散ったはずの血は消え、二人ふたりの身体についていた返り血も肉片も消え失せた。

「灰は灰に」

「塵ちりは塵に」

　二人ふたりは声をそろえてけらけらと笑った。

「で、君はなんて言ったんだっけ」

「なんて言ったんだっけ」

「言ったんだっけ」

「だっけ」

「だっけ」

　だっけ、だっけと言いながら二人は近づいてきた。

　僕は立っていた。立っている以外できることはなかった。恐ろしかった。失しつ禁きんしないようにするのが精一杯だった。そして僕は待った。奇跡が起こるのを。ジゴ・マゴの作り出す運を。

「テングサばっか活かつ躍やくするのもなんだかなあ」

　右側で声がした。あっちゃんだった。

「そう、俺おれこそがヒーローに相応ふさわしい」

　左側にサトルが立っていた。

「おまえら、馬ば鹿かか」

　本当に馬鹿だ。ここで前に出たら、それは殺して下さいということだ。勇気とかとは別問題だ。こいつらの馬鹿さといったら超ちよう弩ど級きゆうだ。

「また、そんな本質的なことを言う」

　あっちゃんはいつもの真顔だ。

「結構傷つきやすいんだからな、俺は」

　サトルが拗すねてみせる。

　いつも通りだ。いつも通りだけれど、

「そんなこと言ってる」

　場合ではなかった。

　僕が言い終わる前に、蜜みつが腕を振る。ふざけているような何気ない動きだ。

　それでサトルの身体からだは、ギャグマンガの登場人物のように、割れた窓を越えて外に飛んでいった。

　ボールのようにころころと歩道を転がるのが見えた。

　やめろという間さえなかった。

　蝋ろうが腕を振る。

　あっちゃんがそれに捕まった。

　あっちゃんはカウンターを越えて壁かべにぶつかり、ずるりと床ゆかに滑すべり落ちた。

　仮か想そう人じん格かくでない生身の人間にとっては、交通事故並みのショックだったはずだ。

「やめろおおお！」

　ようやく声が出た。

「やめないよ」

「絶対やめないよ」

「そうだ！」

　いいこと思いついたという顔で蜜みつが言った。

「やっぱり友達の方から酷ひどい目にあわせてあげようかな」

　蜜は楽しそうだ。

「お願ねがいだ、頼む、やめてくれ」

　僕はひざまずいて、そう言った。

　やめてくれ。なんでもするから、と。

「やっぱ、毒よね」

「そうそう、毒よ」

「ビー・シスターズだし」

「刺しちゃうぞ」

　蝋ろうが僕を指さす。

　その指の先できらきらと毒針が光っていた。

「やめて」

　僕の前に出てきたのはナツメグだった。

「これ以上耐えられない」

「夏なつさん、駄だ目めだ」

「駄目？」

　ナツメグが振り向いた。僕はナツメグの顔をまともに見れなかった。彼女は他ほかの人間を犠ぎ牲せいにしてでも助かろうなんて考えない。そんな人間じゃない。それはわかっていた。でも、

「駄目だよ」

　そう言って僕はナツメグの横に並んだ。

「僕だって耐えられない」

「でもね、あの二人ふたりは私が狙ねらいなのよ、そうよね」

　最後の「そうよね」は蜜と蝋に向けていった。

「そうよ」

　二人は同時に答える。

「だけどあなたたち二人を一いつ緒しよに相手にしてあげてもいいわよ」

「二人一緒にいらっしゃい」

「だいたい手て応ごたえなさすぎ」

「ほんと、なさすぎ」

「二人ふたり合わせて五秒で終わらせるから」

「三秒で終わらせるから」

　そう言って二人はけらけらと笑う。

　いい加減頭に来た僕が怒ど鳴なりつけてやろうとした瞬しゆん間かんだった。

　ごぉらああああああっ！

　怒声とともに壊こわれた扉とびらから飛び込んできたのはゲスチエだ。

　いきなり蜜みつに日本刀を振り下ろした。

　きっと蜜は僕たちのことを甘く見ていたのだ。目を瞑つむっていても殺せるとかなんとか。

　蜜は油断していた。

　完全に不意打ちだった。

　頭へと振り下ろした刀を、蜜は腕で避けようとした。

　日本刀の切れ味は信じられないほど鋭するどかった。

　血しぶきすら上げず、二の腕から腕がずっぱりと切り落とされた。

　しかも刀身はそれでも勢いが衰えず、そのまま頭へと叩たたきつけられた。

　だが蜜の頭ず蓋がいは何か特殊なものでできているのか、かつりと音を立てて刃やいばが止まった。

　額ひたいから一筋血が流れた。

「やだなに」

　そう言って額を触ろうとした腕は、肘ひじから先がない。

　そこで一歩下がったゲスチエは剣を振りかぶり、間かん髪はつ入いれずもう一度踏み込んで振り下ろした。

　同じ手が二度は通用しなかった。

　蝋ろうが刀を、人差し指と親指で摘つまんで止めた。

　押しても引いても刀はびくともしない。

　女子高生姿の華きや奢しやな蝋相手に、禿はげた筋肉質の中年男が汗を流し顔を真まっ赤かにして刀を動かそうとするがどうにもならないらしい。

　その間に蜜は落とした腕を拾って、「暴ぼう力りよく反対だよ、ほんとにもう」とぶつぶつこぼしながら、切断面を合わせた。

　とたんに指が動き出す。

　もうくっついているのだ。

「ゲスチエ、来い！」

　言ったのはネチカだ。

　いつの間にここに来ていたのだろうか。ぎらぎらと光るエナメルで作ったチュチュを着ている。腿ももまであるロングブーツも同じエナメル製。どちらも目にまぶしいショッキングピンクだ。

　ネチカに言われて、ゲスチエはすぐに刀を手放し走り寄る。

「やっぱりあの剣じゃないと無理みたいだね」

　言われてゲスチエは直ただちにネチカの足あし下もとにひざまずいた。

　そして大口を開いて生きた鞘さやとなる。

　喉のど奥おくに柄つかが見えている。

　どうやらこの剣は、仮か想そう人じん格かくを斬きることができる剣のようだ。

　ネチカは開いた口の中に手を突っ込んだ。

　しかし二人ふたりは最後までそれを見ていたりはしなかった。

　一歩で間合いを縮ちぢめた蜜みつが、体たいを落とし独こ楽まのような回まわし蹴げりを放つ。

　薙なぎ払われたゲスチエが、ひしゃげた声をあげてカウンターまで吹き飛ばされた。

　それに合わせてネチカも跳んだ。

　カウンターに叩たたきつけられるゲスチエの横に滑すべり込み、その喉から一いつ瞬しゆんにして剣を抜き取った。

　振り向きざまに背後に斬りかかる。

　蜜がそこにいたのを知っていたのだろう。

　だがそこには誰だれもいない。

「上！」

　僕は叫んだ。

　頭上から蜜が飛びかかってくるのが見えたからだ。ただし、いつ蜜の身体からだが宙に飛んだのかは見えていなかった。

　矢のように蜜はネチカに襲おそいかかる。

　次の瞬間、蜜の手でまっぷたつに引き裂かれていてもおかしくなかった。

　しかしネチカはプロだ。

　見るより早く剣で突いた。

　宙で、間近から突かれた剣先を避けるのは不可能に近い。

　しかし蜜は身体をねじり、切っ先を外はずした。

　喉に深々と刺さるはずだったそれは、脇わきを裂いて終わった。

　その時には、蜜はその毒針をネチカの喉に刺していた。

　ネチカは悲鳴をあげてしゃがみ込んだ。

　瞬またたく間まに喉が膨ふくれ上がり、伸び切った皮ひ膚ふで顔が引ひき攣つる。

「顔、私の顔」

　パニックになるネチカに、蝋ろうが飛びついた。

　にやりと笑って、その顔に針を刺す。

　ネチカが絶叫した。

「やめろ！」

　叫び、ゲスチエが飛び込んだ。

　見ていられなかった。

　蜜みつと蝋ろうは圧倒的に強かった。

　よほどの策が、いや策があったとしてもネチカたちに勝ち目はなかった。

「逃げよか」

　すぐ横で声がしてびっくりした。

　サトルだった。

　顔が半分真まっ青さおになって腫はれ上がっている。

「ナツメグ連れてね」

　あっちゃんだ。

　珍しくしかめっ面つらだが、それは左腕がぶらぶらしているのを見ると無理がない。しかめっ面だけで終わらせているあっちゃんの気力に驚おどろいた。どう見たってこれは脱だつ臼きゆうしている。

　僕にはたった一つだけ案があった。

　一か八かの捨て身の案が。

　そして僕にならそれができた。

「お願ねがいがあるんだ」

[image: ]

「一いつ緒しよに戦ってくれとか言われても無理」

　サトルが冷たいことを言う。

「戦うんじゃない。僕のかわりに届け出をして欲しいんだ」

「届け出？」

　あっちゃんがそう言った。

「そう。緊きん急きゆう呪じゆ詛そ申しん請せい」

「何、テングサが申請をするわけ？　どこの邪じや神しんに」

　立て続けにサトルが訊きく。

「ジゴ・マゴに僕が呪詛を申請するんだ」

「それって駄だ目めなんじゃないの」

　あっちゃんが訊く。

「ああ、憑ひよう依いされている人間が憑依している邪神に呪詛申請することは禁じられている」

「じゃあ、無理じゃん」

「無理じゃないだよ。それには法的強制力がないんだ。前例がないからしてはいけないことになっていて、それに、もししたとしても、絶対に憑ついてる邪神が受理しないからなんだけど、申請が受けつけられないわけじゃない」

「テングサはジゴ・マゴがそれを受けると思ってるの」

　あっちゃんが不ふ思し議ぎそうに尋たずねる。

「思ってる。ジゴ・マゴは僕を守らなければならない。そして僕を守るためにナツメグも守らなければならない。なぜなら僕は命をかけてでもナツメグを守る覚悟だから」

「……かっこええ」

　サトルが呟つぶやいた。

「そう、僕はなかなかかっこええ」

「で、僕たちにそれができるの。ていうか、テングサ未成年じゃんか。元々申請できないよ」

「ふふふふ」

　僕は不敵に笑った。

「命いのち懸がけで邪神を憑依させている人間には数々の特典があるのさ。憑依させている限りは申請に年ねん齢れいなど関係なし。さあ、これ」

　僕は一冊のリーフレットをあっちゃんに渡した。

「ここに申請方法は書いてある。今からなら」

　僕は時と計けいを見た。午後五時ちょうどだ。

「市役所の生活文化部で邪神法人の担当を呼んでもらって。高たか橋はしさんなら僕のことも知っているから一番いい。二人ふたりとも学生証は持ってる？」

「持ってるさ」

「ハンコは持ってないよね。ええと」

　僕は財さい布ふをそのまま渡した。

「ここに申しん請せい料金を払ってもおつりがくる程度の金が入っている。それを使って、ほら、あの校舎近くの小さな文房具屋」

「アオイ！」とサトル。

「そうそう、アオイ。そこでハンコを買って──あの、朱肉をつけて押すハンコじゃなきゃ駄だ目めだからね。あれを買って、窓口に持って行って手続きしてきて。それで、ええと」

　僕は鞄かばんの中を掻かき回して、一枚の書類を取り出した。

「僕の代理を立てるのにこれがいる」

　僕は名前を書きハンコを押した依頼書を渡した。

「あのさあ、面めん倒どうがってるわけじゃないんだけど」

　サトルが言った。どうも面倒がっているようだ。

「テングサが直接邪じや神しんに頼んだりできないの」

「できないよ。会話が成り立つ相手なんかじゃないんだよ、邪神ってのは。だからいろいろと手続きが必要なんだ」

　僕はサトルに渡した書類を見た。

「あとこれに、僕の自己証明が必要なんだけど、それがさっき、僕のそばに現れたんだ。それでこんな方法を思いついたんだけど、これがあれば、確かく実じつに僕、というかジゴ・マゴの証明ができる。ね、君なら僕を助けてくれる。そうだね」

　僕はポケットから、毛むくじゃらの生き物を取り出した。

　みゅう、とそれは愛らしく鳴いた。

「ミュー子こ」

　片腕脱だつ臼きゆうしているはずのあっちゃんがとろけるような顔をした。

「僕がジゴ・マゴを憑ひよう依いさせている証明に一番確実なのがこれ、ジゴ・マゴの仮か想そう人じん格かくを見せることなんだ。これを見せれば、すぐに申請が通るはずだよ」

　ネチカの悲鳴が聞こえた。

　怖くて、何が行われているのか見ることができない。

「頼む、もう行ってくれよ」

「いいけど、なんでテングサは一いつ緒しよに来ないのさ」

　不満そうにサトルが尋たずねた。

「ここに僕がいるから、ジゴ・マゴはナツメグを守ってくれてるんだ。だから僕がここを離はなれるわけにはいかないんだよ」

「ねえ、テングサ君。私のことなら──」

「駄だ目めです」

　僕はナツメグの言葉を遮さえぎる。

「大事な人を守れなかったら、ここで逃げたら一生悔くやむことになります。みんなでこの危き機きを乗り切るんです。大丈夫、僕には運がついているんだから、なんとかなりますって」

　自信の元が「運がついている」というのでは、あまりにも説得力なさすぎだが……。

「じゃ、行くね」

　片手でミュー子こを抱えてあっちゃんが言った。

「ありがとう。よろしくお願ねがいします」

　僕は頭を下げた。

　サトルが敬礼した。

　こいつは絶対軽い気持ちで引き受けている。あからさまに遊び半分だ。最後の最後まで現実を見ることのできないタイプらしい。

　あっちゃんが片腕をぶらぶらさせて走っていく。スキップしそうな勢いなのは、ミュー子を抱えているからなのか。こっちはこっちでどうかと思う。

　僕たちは確たしかに愚おろかかもしれない。が、この一時の興こう奮ふんが醒さめれば、それぞれがバラバラになって、もしかしたら二度と会おうとはしないかもしれない、ぐらいのことは想像がついている。友情が永遠に続くと思えるほどはおめでたくないのだ。それにナツメグへの気持ちも。

　でも、それでも僕たちは友達のために、愛する人のために愚かな道を歩むのだ。ふざけ半分で。

　悪いか。

　去っていく二人ふたりをしばらく目で追っていた。これは逃とう避ひだ。今目前で行われていることから目をそらしたいだけだ。しかしずっと目をそらし続けているわけにもいかない。

　僕は今目の前で何が行われているのか、見ようとした。




　ぶうぅうううん。




　頭の中で奇妙な音がした。

　巨大な蜂が頭の中で飛んでいるような、そんな音。

　それと同時に、視界の端にヘンなものが現れた。それは四角く切り取られた半透明の景色けしきだ。それを透すかして向こう側が見える。

　現れた画面はがたがたと揺れて見にくいけれど、それは馴な染じみの学校へと向かう道路のようだ。

　荒い息いき遣づかいに混じって声がした。

　──あっちゃん、腕大丈夫？

　えっ、この声はサトル。

　──可愛かわいいよ、可愛いよ。

　この猫ねこ撫なで声ごえはあっちゃん。

　ということはこの画面は……どうやらミュー子こが見た風景、聞いた音が僕に伝わっているようだ。

　ゲスチエが耳と指で動く盗とう聴ちよう器きを造ったのと仕組みは同じだ。

　あー、もしもし。

　僕は頭の中で語りかけた。

　──ひゃあ、喋しやべった喋った。

　嬉うれしそうなあっちゃんの声。

　やっぱり相互に会話ができる。思った通りだ。

　僕だよ、僕。

　──ぼくぼく詐さ欺ぎ？

　馬ば鹿かか、サトル。そんな詐欺ねぇよ、僕だってば。テングサだよ。

　──どういうことよ？

　ミュー子を使って見たり聞いたり喋ってりできるみたいなんだよ。

　──なるほど、でもさ、そんなことしてる暇ひまあるの？

　サトルが言った。

　おっとそうだった。

　僕はちらりと正面で行われていることを見た。

　ネチカとゲスチエの必死の、そして凄せい惨さんな戦いを、サトルたちに伝える気はない。

　じゃあ、後で。

　──バイ。

「夏なつさん」

　僕はナツメグの手を引いた。

「逃げましょう」

「えっでも」

「大丈夫、二人ふたりは不死身ですよ、不死身」

　とは言えないような状態だったけれど、僕はそれを押し通した。二人には悪いけれど、僕の中の優ゆう先せん順位ではナツメグが一番なのだ。

「さあ、行きましょう」

　とにかく無む理り矢や理りにでも手を引き、外に飛び出した。

「でもどこに逃げるの」

　当然の疑問だ。しかしそれにも解答はあるのだ。馬鹿は馬鹿なりに考えているのだ。

「僕の家です。家は邪じや神しん法ほう人じんに登とう録ろくされている住所ですから、いわばジゴ・マゴの本拠地。つまりはジゴ・マゴの結界の中です。いくら無法なあの二人でも、他ほかの邪神の結界を破るわけにはいかない。それは他ほかの邪じや神しんの仮か想そう人じん格かくを殺すのとはわけが違う、大きなタブーなんですよ」

「でも、もしあいつらがそれを無視したら」

「そんなことをしたら、もうジゴ・マゴとサイボニマニの邪神直接対決になっちゃいますよ。いくらなんでも、そこまではしないでしょう」

　喋しやべりながらも、ナツメグの手を引いて走っていた、つもりだったのだけれど、途中からはナツメグに手を引いてもらっていた。

　もう、まともに足が動かないのだ。

　──なんじゃあれ。

　サトルの声が聞こえた。

　──仮想人格？

　今度はあっちゃんだ。

　なんてこった。

　視界の隅すみにある〈ミュー子この画面〉に映っているのは、巨大なカマドウマだ。サイズは、それこそ本物の馬ほどある。あのしましまの、いやらしくもぷっくりと膨ふくらんだ胴がたまらなく気持ちが悪い。

　しかもその巨大カマドウマは、青地に黒の縞しま模様だった。その青も、気味が悪いほど鮮あざややかな青なのだ。

　──我われはペイルウマなり。

　どこが口なのかわからなかったけれど、酷ひどく神こう々ごうしい口く調ちようでそれは言った。

　──どうする、あっちゃん。

　──どうするって、逃げるしかないんじゃないの。

　──だよね。

　のんびり会話をしている。

　逃げろ！

　僕は頭の中で大声を上げた。

　もう冗じよう談だんじゃすまなくなっているんだぞ。

　──早く逃げろ！

　必死で叫ぶ。

　激はげしく画面が揺れた。

　どうやら二人ふたりで走り出したようだ。

　いや、違う。

　目の前にペイルウマの頭があった。

　画面が酷く揺れる。

　──わあ！

　──すげぇ！

　──怖っ！

　びしゃ、と何かがはじける音がした。

　──強っ！

　どっちが言ったのかよくわからない。

　そして画面には、ぐしゃぐしゃに腹を裂かれ潰つぶされ横たわったペイルウマが映っていた。

　その横をサトルが走り抜けていく。

　なんだかよくわからなかったけれど、どうやらミュー子こがあの怪物を倒したようだった。

　とりあえずは一安心か。

「やつらが来たわ」

　ナツメグが言った。

　ちっとも安心はできないようだった。

「おーい、待ってよー」

　もちろん待つ気はない。

　ひいひい言いながら、とにかく走り続ける。

「酷ひどいなあ、追おいてっちゃうんだから」

　蜜みつと蝋ろうの声だ。

「もっと私たちのこと知ってくれなきゃ」

「知って欲しいなあ」

「教えてあげるよ」

「教えてあげる」

「私たちの毒は」

「なんでも溶かす毒」

「むちゃくちゃにする毒」

「死んじゃう毒」

「破裂する毒」

「とけちゃう毒」

「捕まえた」

　僕の肩に手が掛かった。

　僕は振り返った。

　蝋がそこにいた。

　驚おどろくべきことに、その片方の目がえぐり取られていた。

　ネチカたちもただではすませていなかったのだ。

「酷い目にあっちゃったわ」

「ほんとほんと」

「さて、身重のお姉ねえさんからいこうかな」

「それともこっちの身重の男子からいこうかな」

「身重じゃない」

　とりあえず否定しておいた。

　目の端で、サトルが文房具屋に入ったのが見えた。ああ、それはスタンプ印だよ。違うよ、その横の、そうそうそれそれ。

　急いでくれ。

　もう間に合わないよ。

　蝋ろうがナイフを取り出した。

「毒を使うと人間ってすぐ死んじゃうんだよね。あっけなくて面おも白しろみゼロ。だからやっぱりこいつだよね」

　ナイフを目の前でひらひらと動かして見せた。

「やめて。その子を傷つけないで」

　ナツメグは僕の前に立った。

「ナツメグに手を出すな」

　僕も前に出る。

　蜜みつは苦にが笑わらいだ。

「なんで私たちに命令できるなんて思ってるんだろう」

「なんでだろう」

「不ふ思し議ぎだよね」

「ほんと人間って不思議だよね」

「じゃあ、こうしようか」

　なんの考えもなく僕は言った。

　完全に時間稼かせぎだ。この先のことなんかなんにも考えていない。

「ええとね、とにかくこの場はじゃんけんで決めるってのはどうかな」

　二人ふたりは何も言わずに僕を見ている。

「だから、邪じや神しん同士の争いなら、その力っていうのは、運を操そう作さするというか、その部分にあるんじゃないの」

　どうなの、と二人を見るのだが、なんの反応もない。

「だからこんな戦いとかしなくて、じゃんけんで決めた方が手っ取り早かったりしないっすか」

「じゃんけん」

　蝋がいきなり手を振った。

「ぽん」

　慌あわてて手を出した。

　パーだった。

　そして蝋ろうはチョキ。

「勝ったけど」

　蝋は笑った。

「だから言ったでしょ。三回勝負だって」

　言ってみた。

　ひゅっ、と風を切る音がした。

　頰ほおがひんやりとした。

　痛みが後からついてきた。

　あれっ、と思って手で触れると指先が真まっ赤かに染まっていた。

　蝋にナイフで切られたのだ。

　血を見て初めてそのことに気がついたのだった。

「さてと」

　退屈そうに蜜みつは言う。

「時間稼かせぎして何を企たくらんでるんだろう」

「何を企んでるんだろうね」

「そんなに死ぬまでの時間を長引かせたい？」

「それなら長引かせてやろうかな」

「もう殺して下さいって言うまで」

「殺して下さいお願ねがいしますって頭を下げるまで」

　僕はナツメグの背中を引っ張りながら、後あと退ずさった。

　他ほかの仮か想そう人じん格かくと違い、この二人ふたりは本気で直接人間を攻こう撃げきできる。殴り飛ばされたサトルとあっちゃんみたいに。だから二人が言うとおり、殺すこともできるのだろう。たとえ相手が邪じや神しんを憑ひよう依いさせた人間でも。

　僕はまた邪神ジゴ・マゴに祈った。

　助けて下さい。

　身勝手だとは思うけど、それでも祈る。

　他た力りき本ほん願がんだと思うけど、それでも祈る。

　情けないなあと思うけど、それでも祈る。

　視界の中でサトルとあっちゃんが市役所に入っていくのが見えた。緊きん急きゆう呪じゆ詛そ申しん請せいまで後わずか。

　もう少し時間を稼がなければ。

　なんとかしてください、ジゴ・マゴ様。

「さあ、じゃあゆっくり楽しませてね」

　蝋ろうがナイフを突き出した。

　ほんとは突き出したのかどうかわからない。

　ナイフ捌さばきは早すぎてまったく見えなかったからだ。

　じゃあ、どうしてわかったかというと、激げき痛つうを感じたからだった。

　痛みは唐とう突とつだった。

　ナイフの刃先が──ほんとに刃先だけだけど──僕の肩に刺さっていた。

「いてっ！」

「あれ、痛かった？」

　肩にナイフを刺した張本人がにやにや笑いながらそう言う。

「ゴメンね、痛くて」

「でももっと痛くなるかも」

「なるかもね」

「たとえばさあ」

　蝋が肩に刺さったナイフをくねくねと動かした。

「そっちの妊娠中のお姉ねえ様さまは」

「間違いなく仕留めるように針で」

「毒針で」

「お姉さんは毒針で」

「自慢の毒針で」

　嬉うれしそうに言っていた蝋の右腕が、ざくざくざくと、まるでかまいたちに襲おそわれたかのように裂けた。

　金属音がして、蝋が持っていたナイフが吹き飛ぶ。

　どこかから白く輝かがやく光の矢が飛んできたのだ。

「クソアマが！」

　ネチカだった。

　いや、たぶんネチカだろう。

　さっきまでネチカの着ていたピンクのチュチュを着ている。そうでなければわからなかっただろう。

　それには、顔がなかった。

　顔の皮が一枚剥むけて、筋肉もとろけている。毒液で溶かされたのだ。

　裂けた喉のどからどろどろと汚らしい体液が流れ続けていた。

　その手に乗馬用の鞭むちを持っている。果たし合いの時に持ってきた、アレだ。

　それを再び振った。

　光の矢が幾本も飛ぶ。

「坊や、逃げて！」

　ネチカが絶叫した。

　唇のない剥むき出だしの顎あごが大きく開き、血ち膿うみがほとばしった。

　あまりにも凄せい惨さんなその姿に、僕は動けなくなっていた。

「ぼうず」

　肩を叩たたかれた。飛び上がりそうなほど驚おどろいた。

「姐ねえさんがああおっしゃってるんだ」

　ゲスチエだった。手で腹を押さえているのだが、毒に溶けたそこから、だらだらとあふれているのはどう見ても内ない臓ぞうだ。

「早く逃げな」

　ありがとうと言ったつもりだったが、口をぱくぱく動かしただけだった。

　僕はナツメグの手を取った。

「逃げよう」

　かすれた声がようやく出た。

「うん」

　ナツメグがこくりと頷うなずいた。

　絶対生き延びてみせる。

　少しでも先に進む。

　決意して脚あしを進めるのだけれど、とても走っているとは言えない。ナツメグに支えられてふらふら歩いているだけだ。

「すみません。かっこ悪いですね、僕」

「そうだね、かっこ悪いね」

　ナツメグは微笑ほほえむ。この人には勝てそうにないけれど、でもきっと僕が助けてみせるんだ。

　よたよたのふらふらだけれど、それでも脚を前に出し続けている間は目的地に近づくのである。

　もう少しで僕の家だった。

　そこまで逃げればなんとかなる、かもしれない。

　最近できたばかりのコンビニの角を曲がる。

　出た。

　ぼくん家ちだ。

「あそこです」

　僕は指をさした。

　見み慣なれた我わが家やを、これほどありがたいと感じたことはない。

　ポケットから鍵かぎを出し準備する。

　飛びつくように鍵を差し込み扉とびらを開く。

「どうぞ」

　憧あこがれのナツメグが僕の家にやってきたのだけれどなあ。思っていた、というか妄想していた状況とは大違いだ。

　何しろ僕は血ち塗まみれだし。

　後ろ手で扉を閉め、錠じようを掛ける。それがあの姉妹に対してあまり意味があるとは思えないけど。

「ささ、こっちこっち」

　リビングに案内する。こんなことならもう少し掃除をしておくんだった。電気ポットにお湯が沸いているのを確たしかめる。ええと煎せん茶ちやには熱あついお湯がよかったんだっけ、ぬるい方がよかったんだっけ。まあいいや、このまま淹いれよう。

「何してるの、テングサ君」

「はい、お茶」

「あっ、ありがとう」

　笑われた。

「おかしいですか」

「絶対こんなことしてる場合じゃないよね」

「……確かにそうですけど」

「今、お茶菓子探してたでしょ」

　図ず星ぼしである。

「どう考えたってまず傷の手当てでしょ」

「あっ、そうだよね」

「痛くないの？」

　激はげしく痛んでいた。

「余裕だね」

「いやあ、あの、余裕がないからやってるって言うか……」

「私は絶対にこの子を守る」

　少しだけ大きくなってきたお腹なかを、愛いとおしそうにさすりながらナツメグは言った。

「テングサ君は私に力を貸してくれるの？」

「もちろんです」

「よろしく」

　手を出された。

　僕も手を出したら血だらけだった。ズボンで擦こすったけれど、乾いた血はそんなことではとれない。焦あせっていると、ナツメグにがっしりと手を握られた。

　頰ほおが血よりも真まっ赤かになったのを感じる。
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「私のことはナツメグでいいよ。で、君は……テンちゃんでどう」

「はい！」

　たとえウンコちゃんと言われていたとしても同じよい返事をしただろう。

　どんっ、と玄関で大きな音がした。

「そこにいるよね」

「いるよね」

　とうとうやってきた。

「出ておいでー」

「こっちにおいでー」

　やはりそうだ。結界を破るのにはかなりの抵抗があるのだ。そうでなければあの姉妹のことだ。扉とびらを破ってさっさと中に入ってくるに違いない。

　挑発してやりたい気分になるが、ここはぐっと堪こらえる。

　視界の端では、あっちゃんが最後の手続きを終えようとしていた。

　もうすぐ終わる。

　やれることはこれで終わりだ。

　後はジゴ・マゴがどうするか、に掛かっている。

「よく聞いてよ、トコロテン」

「私たちが邪じや神しんサイボニマニ様の仮か想そう人じん格かくだってことはわかってるよね」

「サイボニマニ様は世界でも一、二を争う強大な力を持った邪神だよね」

「その邪神が、後いくつかの邪神と組んで、そこのお姉ねえさんのお腹なかにいる子供をなんとかしようとしているわけよ」

「なんでか、わかるかな」

「わかって欲しいな」

「あのね、お腹の子が生まれたら、最強にして最悪の邪神が現げん世せに現れちゃうらしいんだよね」

「この世を滅ぼしかねない邪神なんだって。そんなやつが生まれ出たら、邪神も人間も大変なことになっちゃう、ってことはどんな馬ば鹿かでもわかるよね」

「だから結局サイボニマニ様が誰だれに依頼されたかっていうとね」

「あれ、蜜みつ姉ねえさん、それを言っていいの」

「いいよ」

「じゃ、言っちゃおう」

「言っちゃうよ」

「言っちゃって言っちゃって」

「日本なんだよね」

「わかる？　日本政府。政府だよ。国だよ」

「国の意向なんだよ、その子供が生まれるのを阻そ止ししろってのは」

「わかるかな。もし今仮に私たちを追い返したとしても」

「あり得ないけどね」

「そうそう、あり得ないけどね。それでもそんな奇跡が起こったとしても、絶対にその子供は生まれることが許されないの」

「絶対にね」

「わかるかな。トコロテンがどれほど頑がん張ばろうと、すべて無む駄だ」

「あらゆる国が彼女を追うわけね」

「世界が君たちの敵になるの」

「世界を敵に回して、彼女を守れると思う？」

　視界の中で、すべての手続きを終えた二人ふたりが、僕に向けて、つまりミュー子こちゃんに向けて、小学生みたいなピースをしている。やりー、とか言ってる。片腕脱だつ臼きゆうしているあっちゃんまで笑え顔がおだ。

　とても楽しい夢を見ているような気分になる、あまりにも暢のん気きな態度だった。

　僕は叫んだ。

「守れる！」

「はあ？」

「守れる。守ってみせる」

　言ってしまった。不ふ思し議ぎなもので、宣言するとなんだかできるような気がしてきた。

「馬ば鹿かじゃないの」

　姉妹が声をそろえて吐き捨てるようにそう言った。

「馬鹿で悪いか」

「ああ、もう下げ劣れつな人間の相手をするのは飽あき飽あき」

「ふんと、私も飽き飽き」

「ええとね、そこから外が見えるかな」

「ちょっと見てみて」

　僕は玄関扉とびらののぞき穴から外を見た。

　蜜みつと蝋ろうがすぐ前で立っていた。

　蜜は髪を摑つかんでネチカを引きずっている。ぐったりしたネチカは、死んだ魚のようにぐったりして動かない。

　そして蝋はゲスチエの襟えり首くびを摑んで、軽々と持ち上げていた。

　ゲスチエは雨の日のてるてる坊主のように、項うな垂だれぶらぶらと揺れていた。

　蝋はその手に大きなナイフを持っている。華きや奢しやな蝋が持つと、大おお鉈なたのように見える。

　そのナイフを、ゲスチエの喉のどに当てた。

「あんたを救おうとして頑がん張ばったのにこんなに酷ひどい目にあって、しかもあんたが言うことをきかないばっかりに、今こうして一人ひとりの人間があんたのせいで死のうとしてるんだけど、これについてどう思うかな」

「人じゃねぇ」

　喉を半ば断ち切られながら、ゲスチエはそう言った。

「俺おれたちは仮か想そう人じん格かくだ。虚構の存在だ。人に語りかけられた物語だ。役を果たせばそれで終わる。てめぇたちも同じじゃねぇか、死ぬも生きるもあったもんじゃない」

「そうだよ」

　死んだかと思っていたネチカが言った。

「こいつらの言うことをきくことはない。私たちは私たちの目的を果たすだけ。だから」

　蝋はナイフを一気に引いた。

　ゲスチエの喉はたちまち大きく切り裂け、ごろりとゲスチエの生首が落ちた。

「ゲスチエ！」

　叫んだ。喉のどが涸かれてヘンな笛みたいな声だった。

「何、どうしたの」

　不安そうなナツメグの声。

　僕はノブに手を掛けた。

「来るな！」

　ネチカが言った。

　ゲスチエの首が、そして身体からだが、じゅうじゅうと音を立てながら黒煙となって宙に昇っていく。

　僕はどうしていいのかわからなかった。

「さあ、その女をここに連れておいでなさい」

「その女は傷つけないわよ。子供だけを持っていく」

「約束するよ、女は傷つけないから」

「何、教えて。外で何が起こってるの」

「ゲスチエが……」

「私、行くわ」

　ノブに伸びた手を僕は止める。

　そして叫んだ。

「嫌いやだああああ！」

　どうしていいのかわからないまま、だだっ子のように叫んだ。

「イヤだ！　イヤだ！　イヤだ！」

　蜜みつはネチカの肩に手を置いた。そして反対側の手に持った長い髪を、ぐるりと手に巻き付け、ぐいと引いた。

　人間離ばなれした膂りよ力りよくだ。

　もともと裂けていた首が、みしみしみしりと千切れていく。

　血しぶきの代わりに黒煙が噴ふき上げた。

　あっさりと頭を引きちぎった蜜がそれをぽいと捨てる。

　見る間にネチカの姿が、その存在が黒煙となって消えていく。

　気が付いたら僕は泣いていた。

　幼い子供のように嗚お咽えつしていた。

「テングサ！」

　その声で僕の涙はぴたりと止まった。

「テングサいるの」

　僕は穴から外を見る。

　なんてことだ。

　ピカビアが自転車に乗って近づいてきた。

　道路脇わきに自転車を停とめて、姉妹をちょっと退どいてと横にやり、扉とびらの前に立つ。

　今日きようは叫び続けて、もう声が出ない。その出ない声を振り絞って叫んだ。

「逃げろおおお！」

「あっ、やっぱりテングサいるんだ」

「ええと、トコロテン」

　蜜みつはニヤニヤと笑った。

「トコロテンじゃなくてココロ」

　ピカビアが訂正する。

　ああ、馬ば鹿かだ。とことん馬鹿だ。

「あっ、そう。ねえ、ココロ。どうする。知ってるだろうけど、私たちが相手をしているのは、仮か想そう人じん格かくばかりじゃないんだからね」

「人だって相手にできるんだよ。さっきの仮想人格たちみたいにね」

「わかるよね、ココロ」

「わかるよね、ココロ」

　いつの間にか僕の横にナツメグが立っていた。

　錠じようを開く。

「ドア、開けるよ」

「えっ」

　ノブを手にしていた。

　止める間もなかった。

　扉は開いた。

　一歩前に出る。

「他ほかの子たちには手を出さないで」

　ナツメグの態度は堂々としていた。この人が人類代表なら、すべてを預けよう。僕はそんなことを思っていた。ついでに宇宙船から出てくるヘンな宇宙人たちを相手に壇だん上じようから挨あい拶さつしているナツメグが頭に浮かんだ。妄想の中のナツメグは半分以上神様だった。僕の頭の中はショートしかけていたみたいだ。

　突然北ほつ海かい盆ぼん唄うたのメロディーに乗せて、脳天気そのものの歌声が聞こえてきた。ドリフ大だい爆ばく笑しようのオープニングで流れているドリフ音頭だ。すっとぼけたこの曲は、親おや父じの着メロなのである。

　僕は緊きん迫ぱくした状況の中でケータイを取り出した。

　出ると同時に親父は言った。

「許可が下りたぞ、ココロ」

「えっ」

　訊きき返した時には切れていた。

　つまり緊きん急きゆう呪じゆ詛その許可が下りたということだろうか。

「待て待てー」

　遠くから、ほとんど緊迫感のない声が聞こえてきた。

「ちょっと、待てー」

　ふにゃふにゃしたこの声は、間違いなくサトルの声だ。

　見れば向こうから猛スピードで近づいてくるものがある。

　それは牛ほどもある巨大な毛玉だ。

　毛玉がもさもさと駆かけ寄ってくる。

　毛玉の上に、二人ふたりの人間が乗っている。

　あっちゃんとサトルだ。

　あっという間にそれは玄関前にやって来た。

「おっす、愛人」

　サトルは一番先にピカビアに挨あい拶さつした。

「間に合った、かな」

　言ったあっちゃんはさすがに顔色が悪い。

　超巨大毛玉は、身をよじってミューと鳴いた。その声になんの変わりもなかった。間違いなく、こいつはあのミュー子こだ。

「覚悟しろ、あほ姉妹」

「何を言ってるんだよ、ガキどもが」

　一巻きの毛が、そう怒ど鳴なった蝋ろうに向かって伸びる。カメレオンの舌並みのスピードだ。くるくると蝋に巻きつき、毛玉本体へと引っ張る。

「えっ、何、これ」

　引っぱったり嚙かみついたり、手にしたナイフで斬きりつけたりするが無む駄だだ。毛の一本も切ることができなかった。自慢の毒針も毛玉相手にまったく役に立たない。

　毛玉の中央がざわざわと上下に裂けていく。

　鋭するどい牙きばが見えた。

　これは口だ。

　くわぁ、とさらに大きく口が開いた。

　毛玉の奥に生々しい肉色の口こう腔こうが見えた。

　その中に蝋が投げ入れられた。

　口が閉じた。

　悲鳴が聞こえた。

　頰ほお（らしき部分）が膨ふくらみ、顎あご（らしき部分）が動く。

　ぐちゃぐちゃと泥を掻かき混ぜるような音がした。

　口の隙すき間まから、黒煙がもくもくと立ち上る。

　それでおしまいだ。

「すげえよ、ミュー子こ」

　サトルが呟つぶやく。

　その時には次の毛け束たばが蜜みつを捕らえていた。

　蜜が叫ぶ。

「子供らよ」

　今までとはまるで違う、低く厳おごそかな声だった。

「いつまでも遊び続けていられるものではないのだ。やがて夜になれば家に帰らなければならない時が来る。今から邪じや神しん協会からの、総そう攻こう撃げきが始まる。もうなんの容よう赦しやもない。後悔するが──」

　そこまでだった。

　蜜も頭から喰くわれた。

　昇りゆく黒煙を見上げた。

　あっけない最後だった。これならジゴ・マゴに申しん請せいする必要はなかった。ジゴ・マゴは運を操そう作さするだけで僕を守り切ったのだ。

　邪神に、その邪神を憑ひよう依いしたものが呪じゆ詛そを申請するということは、直接邪神に力を発揮してくれとお願ねがいしていることになる。普通邪神は運を、というか運命みたいなものを操作して願いを叶かなえる。そうでないなら仮か想そう人じん格かくにやらせる。いずれにしても気まぐれで勝手な行動に振り回されるのだけど。

　邪神に直接力を発揮してもらう、というのが、実はどういうことなのか僕にはわからない。とにかく運命さえも操あやつる邪神が、その力を直接発動するのだから、邪神の力量にもよるだろうが、それはそれは天災規模の何かが起こることを覚悟していた。

　だが、たった一つの仮想人格が危き機きに偶然にも間に合って駆かけつけてくるだけですんでしまったのだ。

　せっかくあっちゃんたちに頑がん張ばってもらったのだが、それほどの敵ではなかったようだった。

「あれ……」

　あっちゃんが空を見ていた。サトルが馬ば鹿かみたいに口を開いて空を見上げている。

　ピカビアがそれを指差した。

「あれは、鳥？」

　ではないことをわかっていた。

　黒々と湧わき上がる入道雲のように見えるそれは、群れだ。

　飛ぶものたちの群れ。

　羽毛の羽根を持つもの。皮膜の翼つばさを持つもの。変形した鰭ひれに、風船のように大気に漂うもの。

　異い形ぎようの飛ぶものたちの群れが、空を覆おおっている。

　何百何千の規模ではない。

　何十万という群れが、僕たちの方へと押し寄せてくる。

　聞こえるのは羽は音おとだけではない。四方からどっどっどっど、と足音が押し寄せてくる。

　これもまた奇怪な獣けものたちと、そして人に似た何かの群れだ。

　世界中の仮か想そう人じん格かくがすべてこの場所に押し寄せてこようとしているようだった。

「これは……」

　ナツメグが絶句した。

「もう無理」

　小さく呟つぶやいた。

「大丈夫だよ」

　僕は言った。

　本気だった。

「絶対大丈夫」

　仮想人格の壁かべが、周囲からゆっくりと近づいてきた。

　空はもう見えない。

　仮想人格の雲が覆ってしまっている。これに対抗できるだけの仮想人格をばんばん造ってくれないかなあと考える。それが直接申しん請せいしたジゴ・マゴの実力だったらいいのに。

　みゅう。

　ミュー子こが鳴いた。僕たちを壁のように囲んだ仮想人格の群れに向かって。

　どうやら仮想人格軍団はできないようだ。邪じや神しんの気まぐれはここまでなのだろうか。

「ミュー子！」

　あっちゃんが叫んだ。目前に迫った仮想人格の群れに、ミュー子は突っ込んでいった。

　たちまち黒煙が舞まい上がる。

　瞬しゆん時じに数体の仮想人格が消えた。普通であるなら無敵と言えるミュー子の強さだ。しかし、今はちっとも普通ではなかった。

　鎌かまを持った怪物がミュー子に斬きりかかる。魚のような何かが炎を吹きかけた。

　ミュー子は触しよく手しゆのように毛け束たばを伸ばし、次から次に仮想人格を消していくが、間に合わない。

　ちぎれ飛んだ毛束が煙となり、ミュー子の姿がどんどん小さくなっていく。

　ぼん、とくぐもった音がして炎が噴ふき上げた。

　それが最後だった。

　ミュー子の姿が消えた。

　うわああああ！

　僕は叫んでいた。

　叫びながら走っていた。

　何もできないことぐらいわかっていた。間違いなく瞬しゆん殺さつだ。

　それでもかまわなかった。

　ナツメグを守るために最後まで戦ったのだ。その事実だけで充分だった。

　僕の走るところだけ、ざわざわと仮か想そう人じん格かくたちが左右に避けた。

　そこまでだった。

　どうやら攻こう撃げきの指令が下ったようだ。

　背後で悲鳴が聞こえた。

　ナツメグがぬるぬるした触しよく手しゆに捕らえられていた。

　その触手をピカビアが泣きながらぺたぺた叩たたいていた。

　あっちゃんが地面に転がっていた。

　その腹に、蹄ひづめのついた足が乗っている。河か馬ばと馬が合体したような生き物が、今にも彼を踏みつぶそうとしていた。

　サトルがその足にしがみついていた。

　ぴゅ、と音がして、僕は吹き飛ばされた。

　気が付いたら、僕の肩に長い角つのが刺さり、地面に僕を縫ぬいつけていた。

　激げき痛つうは後で襲おそってきた。

　ぬるい風が吹いた。

　不安を煽あおる、予感の風だった。

　雷鳴がした。

　空は晴天だ。

　だが遠雷が聞こえる。

　僕の頭上で、ゆっくり風が渦うず巻まいた。

　陽かげ炎ろうのように空間が揺らめきながら、ゆっくりと渦を描く。

　さっきよりも大きな雷鳴がした。

　僕の隣となりにナツメグがいた。

　ナツメグはしゃがみ込み、僕の手を握りしめていた。

　僕はナツメグを見た。

　ナツメグは不安そうな顔で僕を見た。

「大丈夫さ」

　僕は笑ってそう言った。

　轟ごう音おんと同時に白光に包まれた。

　雷が落ちたのだと思った

　そして……ナツメグの姿が失うせていた。

　何が起こったのかわからなかった。

　が、それで終わりだった。

　僕たちを囲んでいた仮か想そう人じん格かくたちが、一斉に退去し始めた。

　晴天の青空が見えた。

　もう限界だった。

　意い識しきが失せていく。







エピローグ──莫ば迦かの世界




　晴天だった。

　晴天の日の夕暮れ、なんだか生ぬるい風が吹くので、僕は嫌いやでもあの日のことを思い出していた。

　あまりにもたくさんのことがあの日に一斉に起こった。一生の間に起こるであろう大きなイベントを全部あの日にすませてしまったような感じだ。だから僕はあの日のことを、あの日僕に起こったすべてのことを、半年以上経たっても未いまだに整せい理りできないままだった。

　あの日、ナツメグは消えた。

　あの空と陸を埋め尽くした仮か想そう人じん格かくの群れとともに。

　それから僕は二度とナツメグに会うことはなかった。どうなったのかはわからない。ジゴ・マゴは願ねがいを叶かなえたのだと、僕は思うようにしている。今もどこかで元気にしているのだと。

　あの日、僕はもう一人ひとりの大事な人とも永遠に別れることになった。

　祖母だ。

　あの日の夜遅く、祖母は亡くなった。ひっそりと眠るように旅立ったのだ。僕は父親と一いつ緒しよに病院にいた。危き篤とくだと連絡があったからだ。

　僕の頭の中は、あまりにも多くのことがありすぎてぐしゃぐしゃになっていた。

　まともに考えることができず、実はちっとも悲しくなかった。涙を流すこともなかった。お通つ夜やがあり葬そう儀ぎがあり、大勢の人に挨あい拶さつをし、人一人死んだらしなければならないあれこれの手続きを駄だ目めオヤジの代わりにして、ひたすら忙しいままに時間が経たち、結局今でも悲しさを実感できない。

　そうだ、ちょっとだけほっとした出来事があった。山やま城しろ千ち夏なつ──殺された娘の復ふく讐しゆうのために呪じゆ殺さつを依頼した山城素す敵てきの母親が、僕のところにやってきたのだ。呪殺申しん請せいを取りやめましたと言って。最初それが誰だれなのかよくわからなかった。あの時怨うらみを抱えていびつに歪ゆがんでいた顔が、ごく普通の「おばさん」の顔になっていたからだ。怨みも復讐も何も生み出しません。まるで憑つき物ものがおちたようです、と彼女はさっぱりした顔で僕に言った。間違いなく本当に憑き物が落ちたのだ。彼女は邪じや神しんサイボニマニに利用されて僕の呪殺を願った。それもこれもナツメグの子供をこの世から消すために。

　少なくともサイボニマニはこの件から手を引いたのだ。それだけは間違いない。これもつまり、彼らの手の届かないところにナツメグが逃げ切ったからだと、僕は思う。

　馬ば鹿かげた日常はやがて戻ってきた。馬鹿に馬鹿を重ねて僕は生きる。生きていれば、何もかも終わったこととなって過去のものになっていく。

　とはいえ、こういう日はあの時のことを思い出してしまうのだけれど。

　特に今日きようは、祖母の実家にちょっと寄ってきたからよけいだ。父に遺い品ひんの整せい理りを手て伝つだえと言われたのだ。手伝いは早々にすませてきたけれど、タンスの奥から祖母から僕宛あての手紙が見つかったのには、ちょっとばかり驚おどろいた。

　僕はその手紙を鞄かばんにねじ込んで、『不ふ眠みん症しよう』へと向かっている。いつものメンバーに会うために。

『不眠症』は熱ねつ気きにあふれていた。

　満員なのである。

　マスターがいなくなり、新しいマスターが雇われてから、満員の率が高い。フルーツサンドが美お味いしいと雑誌に掲載されたり地元のテレビで放送されたりもした。

「うっす」

　言って手を挙げたのはサトルだ。その席にはあっちゃんと、そして最近では完全にこの店の常連になっているピカビアもいた。

　今まで僕たちがいつ行っても閑かん散さんとしていた店が、この繁はん盛じようぶりである。いかにあのマスターの商売がまずかったかの証明だ。当然と言えば当然だけど。

　客ににこやかな人が多い。笑い声が絶えない。それがなんだか嬉うれしい。本気で世界平和とかを願って和なごんだ気分になってしまう。

　みんなが笑え顔がおでいられる世界になればいいのに、とか、少なくともこの瞬しゆん間かんだけは本気で考えている。この瞬間だけはね。

「あのさあ」とサトル。

「湯ゆノの花はな探たん偵ていぬくいいずみってのを考えたんだけど、どう思う」

　どう思うと問われても困るのだけれど。それでも「何それ」と尋たずねてみる。

「温泉って書いてぬくいいずみって読むわけだよ」

「だからそれが何」

「温泉の探偵」

「温泉専門の探偵ってこと？」

「温泉が探偵なんだよ」

「それってどういうこと」

「決め台詞ぜりふが『じっちゃんに湯を掛けて』」

「意味わかんね」

「温泉だから、当然移動できないわけで、安楽椅い子す探偵になるわけだよね」

　あっちゃんが乗ってきた。サトルが嬉うれしそうに話を続ける。

「そうそう、で、関係者を温泉に集めて、湯気で謎なぞを解くんだけどね」

「逃げようとした犯人が、湯あたりしてふらふらですぐ捕まるとかってエピソードは挟むよね」とあっちゃん。

「で、温泉の名前がぬくいいずみ？」

　僕が言うと、サトルは胸を張って、うん、と頷うなずいた。

「字で書くと『温泉温泉』になっちゃうんだけど、それでいいわけ？」

　僕が訊きくと、少し考えてサトルは言った。

「まあ、キャンディキャンディの例もあるし」

「何それ」

「後プリンセスプリンセスとか」

「だからそれ何」

「若い者にはわからんかのう」

「同おない歳どしだよ」

「それからさあ、相撲すもう刑事ってのを考えたんだけど」

「なんだよそれ、って、やっぱり相撲が刑事なわけ？」

　僕が尋ねると、サトルは不服そうな顔で言った。

「なんだよ、その相撲が刑事って」

「わかんないよ、おまえが言ったんだろ」

「言ってねぇし。相撲取りが刑事なの」

「少なくとも温泉が探偵よりは現実味があるね」とあっちゃん。

　あの日からちょっとだけ、あっちゃんのノリが変わったような気がする。かなり馬ば鹿かなノリにも乗っかってくるのだ。もしかして馬鹿に目覚めたか。

「でも相撲取りが直接刑事をしてるわけじゃないんだよね」

　言ってサトルは僕たちを見回す。

　訊きいて欲しそうな顔をしているので、訊いてやる。

「じゃあ、なんなんだよ」

「あのね、そいつは普ふ段だんはがりがりに痩やせた刑事なんだけど、いざとなると宇宙船に変身の承認を願ねがって、そこから保ほ護ご強化スーツを粒子砲で送り込んでもらうわけだよ。主人公が、こう腕を上げてね『肉着』って言うとその特殊タンパク質かなんかでできた強化スーツが送られてきて、主人公は一いつ瞬しゆんにして色白のデブになるわけ」

「それって強いの？」

　当然の疑問を尋ねてみる。

「小こ結むすびクラスかな」

「なんでそう微妙」

「あんまり強すぎても面おも白しろ味みがないでしょ」

「いや、そこんところはもっとわかりやすく横よこ綱づなクラスでいいんじゃないの。あるいは横綱の一千倍の強さとかさ」

「おまえは小学生か」

「あのなあ、相撲すもう刑事とかほざいてはしゃいでる人間にそんなことを言われたくないよ」

「ちょっと聞いて聞いて」

「無視かよ」

「すごいことを思いついちゃったんだよ」

「温泉探偵と相撲刑事は聞いたぞ」

「そんな馬ば鹿かなことじゃなくてさ、国家的機き密みつっていうか、宇宙の真実っていうか」

「なんだよそれ」

　少しも期待できそうになかった。

「聞かせて聞かせて」

　あっちゃんは興きよう味み津しん々しんだ。

　明らかに以前と変わったよね。僕も、多少は変わったかもしれない。以前よりぐっと周りに優やさしくなったような気がするんだけど。まあ、本質は何も変わりはしないんだけれど。ちなみにサトルはなんの変化もない。ある意味強きよう靱じんな精神の持ち主だ。

「よし、聞かせてやろう」

　サトルは自信満々で話す。

「ミステリーサークルってあるじゃん」

「なんか聞いたことあるけど……なんだっけ」

「穀物畑で円形状の幾き何か学がく模様に作物が倒されているという現象。またはその倒された跡のこと。主おもに英えい国こくで発見されている」

「あっちゃん、解説ありがとう」

「でも、あれって道具使って人間がやってたイタズラじゃなかったっけ。確たしかロープ一本でできるとか」

　ふふん、とサトルが鼻で笑った。

「あれは人間の仕し業わざなどではない」

「じゃ、なんだよ」

「宇宙人の仕業だ」

「だからね、俺おれの話を聞いてた？　あれはロープを使って──」

「だから、それを宇宙人がやってるわけだよ」

「宇宙人がロープを使って、こう脚あしで順に麦を倒してミステリーサークルを作っているといいたい？」

　うんうんと機き嫌げんよく頷うなずく。

「なんのために」

「それは口が裂けても言えない」

「なんだよ、それは。口裂いてやろうか」

「口裂け女よりも口裂いてやろうか女の方が絶対に怖いよね」

「話変わってるし」

「妖よう怪かいと言えば」

　あっちゃんである。

「いや、だから誰だれも妖怪の話をしてないしさ」

「アニメ化したら関かん西さい方面でなら人気が出そうなネタがあるんだけど」

「なになに」

　僕とサトルが同時に尋たずねた。

「あのね、主人公が言うわけ。『うち、いつになったら人間になれるんやろ』って」

「何それ」

　僕が訊きくとあっちゃんは「妖怪人間チエ」とつらそうな声で言った。つらかったら言わなきゃいいのに。

「何を言ってるのかまったくわからん」

　僕はもうお手上げだった。

「それなんのこと。なんの話してるの？」

「あっちゃん」

　サトルはそう呼びかけると、あっちゃんに親指を突き立てて、ナイス！　と言った。

「ええっ、おまえわかってるわけ？」

「まったく関係ないけどさ」とサトル。

「また無視かよ。で、今度はどんなくだらないこと考えてるんだよ」

「くだらなくない」

「なんであっちゃんが味方するんだよ」

「面おも白しろそうだから」

「そうそう、俺おれって面白いから」

「言うほど面白くねえよ」

「いや、すごく面白いと思う。さあ、サトル。面白い話をしてくれ」

　こう言われて、欠片かけらも臆おくすところなく「面白い話」を始めることができるところがサトルの凄すごいところである。

「そこまで言うのなら話すけどさ、あのね、邪じや神しんの創つくる仮か想そう人じん格かくってほとんど人間と区別がつかないのも多いじゃん」

「前のマスターみたいにね」

　僕が言った。

「そうそう。テングサみたいな憑ひよう依いされた人間じゃないと、一般人にはマスターが仮想人格だなんてわからなかったよね。だから邪じや神しんの創つくった仮か想そう人じん格かくは必ず語尾に『じゃしん』ってつけてくれるとありがたいじゃしん」

「なんだ、それじゃしん」

　あっちゃんがすぐに乗っかる。

「なっ、わかりやすいじゃしん」

「あのさあ」とピカビア。

　あっ、じゃしんって付けてない、とはしゃぐ男子を無視して、ピカビアは話を続けた。

「どうして男子ってそんなに役に立たない話を延々とできるわけ」

「心の余裕っていうか」

　僕が言うと、ピカビアは冷れい徹てつな真実を僕たちに突きつけた。

「私にはただの馬ば鹿かにしか見えないけど」

　真実の告発に対して、即座に反はん論ろんはできないものである。一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくがあってから、馬鹿の何が悪い、と僕たちは一斉に反論を開始した。でもその時点で馬鹿は認めてしまっていた。

　急に僕は、この今起きていることが遠く懐なつかかしい思い出であるかのように感じた。

　まるで楽しい夢みたいだ、と思ってそんなことが前にもあったなあとか思い出していた。

　僕は鞄かばんを探った。

　そこから黄ばんだ手紙を出してきた。それはまさに、懐かしい夢の世界の住人からの手紙だった。

　柳やなぎ原はら心太こころくんへ、とそれには書かれてあった。僕はいつになく丁てい寧ねいに封を開き、中にあった手紙を出した。

　古い紙のにおいがした。

　それは「ありがとう」で始まっていた。




　ありがとう。

　いつもそれをあなたに言おうと思って、ずっと言えずにきました。

　おむつを替えるのを手て伝つだったその子に、感かん謝しやの言葉を述べることはなかなか難むずかしいですね。あなたが私の言葉を理解できるようになってから言おう。そう思ってからも、ずいぶん時間が経たってしまいました。

　言う機き会かいを逃のがしたまま、このまま死んでしまうかもしれない、そんな歳としまで何も言えないままかもしれない。そう思うと少し怖くなってきて、こうして書面に残しておこうと思いました。気が向けば、すぐに投とう函かんすればあなたの手に届くようにと思って。

　そして何よりも、忘れてしまうことが怖かったのです。あなたや、あなたの友達といたあの日のことが、遥はるか昔に見た夢であったかのように、どんどん遠ざかり、なかったもののようになってしまうことが怖かったのです。

　だから知っている限り、最初から私のことを書いていこうと思います。




　その日私は夕暮れの町で目覚めました。

　公園のベンチでうたた寝をしていたのです。今はファミリーレストランができている、あそこに昔公園があったのです。

　私には何がなんなのか、まったくわかりませんでした。何もわからぬまま、気がつけば公園だったのですから。いろいろと歩き回り、今あるこの街と同じところだということには気づきました。でもだからといって何かがわかったわけでもなく、見み慣なれた町のようで、全然違う町の中をふらふらと歩き回っていました。

　電気屋の店先に人だかりができていました。のぞき込むと、これ見よがしに大きなテレビが置いてありました。画面の隅すみに「カラー放送」の表示があります。不自然な色の付いた画面では、古くさい体たい操そう服ふくに日の丸を付けた男の人が、重量挙げをしていました。

　しばらく見ていて、それが東京オリンピックであることを知りました。

　私にとってのすべては、その年から始まりました。

　私は運がよかった。あなたのくれた運が、ずっと私についてきていたのでしょう。

　なんの伝つ手てもなく、私は町を彷徨さまよっていたのです。今は名前だけ「川」が残っていますが、当時は本当に川が流れていた錦にしき川がわの橋を歩いていて、私は大事な人と出会いました。

　柳やなぎ原はら邦くに夫お、あなたのおじいさんです。

　邦夫さんは一代で食品会社を築き上げた立身出世の人ですが、かなりの変わり者でした。何しろ誰だれのものともしれない子供を宿していた女を、嫁よめに迎えたのですから。

　彼は何も事情を聞こうとはしませんでした。すぐに息子むすこが生まれ、私は彼に天てん之の介すけと名付けました。邦夫さんはいい名前だと喜んでくれました。

　私は幸せでした。

　幼い天之介はやんちゃな暴あばれん坊ぼうでしたが、それはもう可愛かわいらしく、彼がこの世を滅ぼす邪じや神しんを生み出すとは、到底思えませんでした。




「えっ！」

　僕は思わず声を上げていた。

「なになに、どうした」

　サトルが僕の顔を見る。

「いや、あの、なんでもないなんでもない」

「どれどれ」

　と今度は手紙をのぞき込む。

　僕は慌あわててそれを隠し、

「いや、これはちょっと、プライベートですから」

　などとごまかした。

「すぐ妄想に入っちゃうから、テングサは」

「妄想に入ったテングサはそっとしておこうか」

　あっちゃんの優やさしい一言で、二人ふたりはまた馬ば鹿か話ばなしの世界へと戻っていった。

　僕は再び手紙を読み始めた。




　私はあなたに感かん謝しやしなければなりません。

　あの時、あなたが自らの邪じや神しんに呪じゆ詛そ申しん請せいを出して私を救ってくれなければ、私はどうなっていたか。たとえ私は無事であったにしても、天てん之の介すけが生まれることはなかったでしょうね。そう思うとぞっとするのです。

　あなたの邪神ジゴ・マゴは、私の存在を過去へと隠しました。私は一九六四年の十月に送られたのです。

　考えてみればすべてがそうなるようにそうなったとしか思えません。

　私は過去に送られ、あなたのお父とうさんを生み、そしてあなたが生まれた。そのあなたに私は救われ、今こん日にちがあるのです。この不ふ思し議ぎな円えん環かん状じようの時間の流れがジゴ・マゴの意図するものなのなら、まさにこれが神の采さい配はいであり、やはりあなたの邪神ジゴ・マゴが邪神の中でも最強の邪神であるというのは真実だったのではないかと思うのです。もしそうであるのなら、やがてあなたの邪神は世界をも滅ぼすのかもしれません。ですがその時はその時、あなたならきっとその時も上う手まくやってのけるのではないかと、何な故ぜかそのことに関してまったく心配はしていないのです。

　たった一つだけ、心配なことがあります。私の両親です。私が行方ゆくえ不ふ明めいになって、さぞや心配したでしょう。ですが私は、今まで一度も両親に会ってはいません。そしておそらく、これからも会うことはないでしょう。それは自然の摂理に反した、恐ろしいことのような気がするからです。何度かは誘ゆう惑わくに負けて家の近くまで行きました。それでも会うことはできなかった。もし本気で会おうとしても、偶ぐう然ぜんが邪じや魔まをして会えないのかも。そんなことを考えています。でも、もしも私が死んでしまったら、そしてその時にまだ両親が生きていたのなら、あなたからこの手紙を両親に見せてやってはくれませんか。

　両親には感謝してもし足りません。

　今私はとても幸福です。素す晴ばらしい良人おつとを持ち、子供は健康に育ち、可愛かわいらしい孫まで手に入れることができました。

　ありがとう。

　心からあなたに感謝しています。

　ありがとう。

　そうそう、天てん之の介すけはいつからかこのことに気が付いていたようです。だからこそ彼はあなたに邪じや神しんを憑ひよう依いさせ、邪神法人の届けを出したのです。未来を、現在に繫つなげるために。

　天之介はとても扱いにくい人間ですが、あなたのことを息子むすことして愛しています。その気持ちには偽いつわりがありません。それだけはわかってあげて下さい。




　言うべきことはこれで終わりです。

　ああ、あなたはどんな状況でこれを読んでいるのでしょうか。私はその時どうしているのでしょうか。

　あなたがこの手紙を読んでから私に会うのなら、私はどんな顔をすればいいのかわかりません。

　それはちょっと不安です。

　でも、それでも私はあなたに感かん謝しやの言葉を述べたかった。

　ありがとう、テンちゃん。

　あなたがこれからもずっと幸せでいられますように、今度は私が祈る番ですね。

　それではまた。




　今から七年前の日付が最後に書かれてあった。

　そうだ。最後の日、ナツメグは僕のことをテンちゃんと呼んだっけ。

　祖母はよく僕のことをテンちゃんと呼んだ。あれはてっきりオヤジのことだと思っていたけど、もしかしたら僕がテングサだと知っていて、だからテンちゃんと呼んでしまったんじゃないだろうか。

　祖母があれだけ仮か想そう人じん格かくに怯おびえていたのも、あの日の仮想人格との戦いがあったからだったんだ。

　なのに僕は何を言っただろう。何を思っただろう。ずっと祖母を疎うとましく思っていたんじゃないだろうか。

　それなのに、ずっと祖母は、ナツメグは、僕に優やさしかった。

　今、本当に僕のナツメグはいなくなってしまったんだ。永遠に、ずっと……。

「ちょ、あれ、テングサ、泣いてるの」

「なんでもない」

　僕は目を拭ぬぐった。

「手紙に感動しちゃった？　もう、テングサちゃんったらおばあちゃん子なんだから」

　ふざけるサトルに怒る気にもならない。

「テングサ、大丈夫？」

　ピカビアが僕の背をさする。

「大丈夫、大丈夫だから」

「あれ、なんでピカビアも涙ぐんでるんだよ」

「だって、テングサが泣いてるんだもん。悲しくなるじゃん」

　こいつらに手紙のことをなんて説明すればいいのだろうか。そうか。ただ黙だまって読ませればいいのか。でも僕に対する感かん謝しやの言葉しかないから拗すねるかも。

　それでもいいや。

　こいつらにこれを知らせないわけにはいかないのだから。

「はい、これ」

　僕は手紙をサトルに渡した。

「えっ、いいの？」

「みんなも読んでみて。凄すごく大事なことが書いてあるから」

「なになに」

　手紙を開いたサトルに、二人ふたりが左右から頭をくっつける。この手紙のことも、いつもの馬ば鹿か話ばなしの中で語られるようになるのだろうか。

　もっともっと時間が経たって、僕がすっかり大人おとなと呼ばれる年ねん齢れいになってしまったら。そうしたらきっとそんな僕たちのような人間を見て、馬鹿だと心から思うだろうし、それが知り合いなら、馬鹿なことをするなと本気で忠告するかもしれない。

　でもそんな時は、遥はるか未来だ。今の僕たちには考えも付かないような長い長い時間の先の先。それまではずっと馬鹿なことを話し、馬鹿なことをやり続けているだろう。

　僕たちだってわかっているのだ。

　どうせいずれ僕たちは笑っていられなくなる時が来るだろうということを。それぐらいのことはわかっている。そう、あの脳天気なサトルにしても。

　どんなことにも終わりがあるってことぐらい、僕たちは知っている。だから、だからこそ、僕たちはそれまではずっと馬鹿であり続けようと日々努力し続けているのである。

　ちょっと噓うそだけど。

　今日きようも『不ふ眠みん症しよう』は盛況だ。

　そして僕たちはこの店が続いている限り、ここに来て馬鹿な話をし続けるのだろう。

「なあ、テングサ」

　手紙から顔を上げて、サトルは言った。もう読み終わったのだろうか。

「ちょっと訊ききたいことがあるんだけど」

「なんだよ」

「あのさあ、仮か想そう人じん格かくとか邪じや神しんから召しよう還かんするのに、何かカッコイイ呪じゆ文もんとかないの」

　絶対途中で読むのに飽あきたのだ。普ふ段だんから読書なんかしたことないと宣言していただけのことはある。

「呪じゆ文もんならあるよ」

「なになに、どんな呪文」

「ダイジョウブ」

「なにそれ」

「呪文だよ。ダイジョウブ、カナラズボクガマモルカラ、ダイジョウブ、ダイジョウブ」

「なんか自分に言い聞かせてるだけに聞こえるけど」

「違うよ。これは願ねがい事ごとの叶かなう呪文さ。本当に願いが叶うんだって。実証済みだよ」

　馬ば鹿かげた毎日がずっと続きますように。

　僕はそう願い、頭の中で何度も「ダイジョウブ、ダイジョウブ」と唱となえた。







あとがき




　はじめまして。牧まき野の修おさむと申します。

　普ふ段だんは人としてどうかというような小説ばかりを書いています。だから時々「残酷すぎる」「モラルに欠けている」「子供が真ま似ねをしたらどうする」「子供が泣きやまない」などとお叱しかりを受けます。今回電でん撃げき文庫に書かないかとお話があった時も「ええと、神様に暴ぼう行こうされて少年が妊娠しちゃう話で」とあらすじを説明し出したとたんに叱られました。

　だからこれは少年が妊娠する話ではありません。

　で、どんな話を書こうかなといろいろ考えたのですが、これがどうしても思いつきません。ただなんとなく「俺おれって世界の王様」みたいな妄想に頭をやられてしまいがちなあの頃ころの話を書きたいと思っていました。

　今も私は充分すぎるほどバカなのですが、中学から高校へかけての六年間は本格的にバカでした。何が本格的なバカなのかというと、バカのくせに自分がバカじゃないと思っているばかりか、あまつさえ賢かしこいだとか天才だとか本気で思っていた本格派のバカでした。

　今考えるとあまりのバカさ加減に頭がくらくらしてきます。

　幸いバカ仲間がいたので、バカはバカなりになんとか生き延びることができました。バカはバカ友達で大いに救われるのです。

　あの愚かしくも気恥ずかしい、ただエネルギーだけは一日一いつ升しよう瓶びん三本分ぐらい搾さく取しゆされてもあまりあったであろう日々の事を思い出しつつ、私はこの小説の骨子を練りました。

　というわけで、この小説はバカな主人公（とはいえあの頃ころの私よりはずっとずっと賢けん明めいではあるのですが）がバカな友達とずっとバカな事をしている話です。ですがバカはバカなりに筋を通すというか、バカであり続けることもそれなりに大変だったりするわけで、あくまでバカの範はん囲い内ないですが、それでもバカは日々成長するのでした。

　そこでこの小説のテーマは二つ。一つは「バカでも大丈夫」、もう一つは「バカは友達が大事」、この二点です。

　もちろん娯楽小説の王道である恋愛とアクションはたっぷり盛り込みました。バカ恋愛とバカアクションですけどね。

　この小説を読み終わった時「いやあ、バカっていいよね」と思っていただければ幸いです。
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牧まき野の 修おさむ

本人の口から言うのもなんですが作家です。普段はホラーとかＳＦとかの周辺で書いてます。ホラー映画好きが高じてホラー映画の本を出しちゃいました。ちなみに著者近影は素顔ではなく、特殊メイクの匠、藤原鶴声氏に造っていただいた顔なのでした。
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カレー：ごはん＝８：２でＯＫな私です。
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